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IAAF 


| 玄光社 MOOK 


は じ め に 


YANAMI 


実在 し な い 生 き 物 。 モ デル さん に は と れ な い ポ ー ヌ 3 
コミ ッ ク イ ラス ト で は 、 そ うい っ た も の を 描く 必要 が 出 て きま す 。 N 
よら に 、 ケ モミ ミキ ャ ラク ター は 、 所 の まえ た 陸生 な どの 人 人 体 に は な 2 
い バ ー ツ を 想像 し て 描か な けれ ば な り ま せん 。 ae 
想像 力 だ け で キャ ラク ター を 描く と き に 「 迷 い を 少な くし て それ る 」 の が 
人 体 の 構造 の 知識 や さま ざま な 考証 で 、 私 は それ 以上 で も 以下 で も な い ど 考 
えて いま す 。 

も ちろ ん 、 感 覚 だ け で それ らし く 描け る 、 い わ ゆる 「 セ ンス 」 の ある 人 も いま す 。 
し か し 逆 に 言 を ば 、 そ ん な セン ス が な く て も 描け る よう に し て くれ る の が そ 
れ ら の 知識 で す 。 

いま 、 絵 を 描く こと に 少し 行き 詰まっ て いる 方 に と っ て [迷わ ず ラ ク に 描け る 、 
楽し ん で 描け る 」 こと の 手助け に な れれ ば 幸い で す 。 


ひそ な 


ケモ ミミ 絵 と いう も の は 、 人 間 と 動物 の 融合 で す 。 ぶ NN 


ら は 私 た ち 人 間 か ら 見 れ ば ユニ ー ク で あり 、 残 酷 で あり 、 愛 らし くも あり ます 。 
この 本 で は 、 そ ん な お 動物 た ちの 暮らし を 創作 に 活か せる よう な ポイ ント を 書 
きま し た 。 

動物 た ちの 暮らし や 生き 様 を 知る こと で 、 そ れ を 題材 に し た 絵 に も 深み や 説 
得 力 が 生ま れる の で す 。 

本 書 が 、 よ り 深み の ある 、 魅 力 的 な ケモ ミミ 絵 を 描き た い 方 の 一 助 と な れ ば 
幸い で す 。 


ER 
ケモ ミミ の キャ ラク ター は 広く 親しま れ て いる テー マ で 、 描 いて いて と て も 
楽し い ジ ャ ン ル で す 。 

そし て 描い て いて 楽し いと いう こと は 、 そ れ だ け 強 いこ だ わり が 生ま れる テー 
マ だ と いう こと で も あり ます 。 

動物 に は 、 多 く の 人 が 共有 し て いる イメ ー ジ や 逸話 を 題材 に し た 創作 が あり 
ます 。 リア ル な 生物 学 的 知識 に こだわ っ た 創作 も あり ます 。 実際 に 身近 に 飼っ 
て いる 動物 を も と に し た キャ ラク ター 創作 だ っ て ある で し ょ う 。 

この 本 で は 、 そ ん な ケモ ミミ 絵 を 、 ご どう いっ た 知識 や こだわ り を も っ て 魅力 
的 に 仕上 ぼる か 、 ポ イン ト ご と に 解説 し て いま す 。 ds , > A 
een or 
これ まで 描い て きた 方 へ の ヒン ト な ど 。 FAR 

本 書 が 、 も っ と も っ と ケモ ミミ 絵 を 楽し お た め の 一 助 と おれ ば と 願っ て お り 
ます 。 ア 


TER cro ee m 


Mie 十 


ケモ ミミ と いつ こと で 、 ぱ ば っ と 連想 され る の は 攻撃 的 ・ 野 性 的 と いっ た イメ ー ジ 
だ と 思う の で す が 、 そ の 反対 の イメ ー ジ で ギャ ッ プ を 狙う の も 、 ケ モミ ミキ ャ ラ 


クタ ー の 魅力 の ひとつ で す 。 


A 
5 


[m] 


は そう いっ た ギャ ッ プ を 強調 し 、 攻 撃 的 ・ 野 性 的 と いっ た も の と は 真 逆 の 、 


秩序 だ っ た 関係 性 の お 嬢 様 と その 執事 (また は 召使 い ) と いう イメ ー ジ で 描き ま 


し た 。 


主人 (女の子 ) を 肉食 動物 (オオ カミ )、 執事 (男の子 ) を 草食 動物 (ウサ ギ ) と 
する こと で 、 自 然 界 の と ヒエ ラル キー に 準じ た 関係 性 に も な っ て いま す 。 


wirksam AUR < 二 - 
イメ ー ジ に する 。 a > 


線 の 細い 体つき を 
意識 する 。 


肉食 系 の 少し 勝気 な イメ ー ジ で 描き まし た 。 

オオ カミ と いえ ば 宴 黙 で 孤高 な イメ ー ジ も あり ます が 、 童 話 
な ど で は 乱暴 者 に 描か れ た り も し ます 。 そ の あたり か ら 、 イ 
メー ジ を 膨らませ て キャ ラク ター 作り を し て いま す 。 

肉食 動物 の ケモ ミミ キャ ラク ター の 特徴 と し て 、 個 人 的 に は 
口 を 大 きく 描く と いう こと が ポイ ント だ と 考え て いま す 。 も 
と の 動物 の 特徴 と いう 点 で も そう な の で す が 、 品 が 大 きい デ 
ザイ ン と いう の は 攻撃 的 な 性 質 が ば っ と 見 だ け で も 伝わり や 
すい か ら で す 。 

あと は 定番 で す が 、 そこ に 和 失っ た 歯 、 女 の 子 で あれ ば 八重 歯 
を 強調 し て 描い て みる と より 分 か りや すく 、 ま た 格好 良さ ( 八 
重 歯 と する な ら ば 可愛 さ ) も プラ ス で き て いい で すね 。 


ウサ ギ の 草食 系 な イメ ー ジ か ら 、 髪 型 な ど を 工夫 し て 少し 大 人 し め 
な 印象 を 強調 し 、 線 の 細い 体つき を 意識 し て 描い て いま す 。 

草食 動物 の ケモ ミミ キャ ラク ター は 、 肉 食 動物 より も 多面 的 な 特徴 
が あり ます 。 な の で 、 大 きく 一 括り に 「 こ うい う ポ イン ト が 大 事 ]」 
と いう の は 、 な か な が 言い 表せ な い の で す が 、 肉 食 動物 以上 に 、 も 
と に な っ た 動物 の 特徴 (見 た 目 や 性 質 ) を 表現 する よう に 描く と 個 
性 的 な キャ ラク ター 作り が で きま す 。 

た だ 、 あ まり 特徴 に ば か り に と ら わ れ す ぎ ず 、 わ か りや すい 記号 ( 今 
回 で いえ は ば 特徴 的 な 耳 や 前 歯 ) の み を 使い 、 動 物 の 持つ イメ ー ジ を 
優先 し て 自由 に 描く の も アリ で す 。 


XE 十 (ちや くら じゅ う ) 


イラ ス トレ ー タ ー。 

主 に 書籍 の 挿絵 、 ゲー ム の キャ ラク ター デザ イン な ど 、 幅広 く 活動 中 。 
「 狼 と 香辛料 」 (支倉 凍 砂 著 / 電 撃 文 庫 ) シリ ー ズ 挿絵 、「VOCALOID 
結 月 ゆか り 」 (AHS) キャ ラク ター デザ イン な ど 。 
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ポージング Wen 58 
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し っ ぽ を 追い か ける 坦 …… 97 


狭い と ころ で 丸く な る 坦 97 


は に か む e 

し っ ぽ に くる まっ て 寝る 坦 …105 
周囲 を 探る WE en 105 
オオ カミ 耳 ros 
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どん ぐり あつ め GB ………… 116 


PANA UM …… 117 


DEA PR 118 
ウマ の 感情 表現 E ………… 118 
ロロ 119 
童話 か ら イ メー ジ を 

膨らませ た ロバ o 119 


クマ ・ パ ンタ 耳 © 


弓 に 矢 を つが える エル フ @ 


Ru nennen 128 
HABS nen 129 
DLS Wenn 129 
Y one 130 
BUG rociar 130 
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zu ee 130 
PRES BD ee 131 
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i is 132 
BE ee 132 
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Pee Wontar sone 132 
FVxEB a PT TT TT 


そっ ぽ を 向く ð 


平然 と 構え る O …………… 139 
威厳 を 示す W e 139 


E) es 140 
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BAE O een 141 
HEIM ee 141 
Eu een 142 
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eco’ 


BUDENE TE 


| 男女 の 描 き 分 け で 一 番 顕著 な 体 の 違い は 筋肉 で す が 、 ほ か に も 細か な 違い が あり ます 。 .......... 
-~ 特に 助 骨 ・ 骨 盤 の 大 き さ と 形状 の 違い を 理解 する と 、 筋 肉 や バス Mei ch, シル エッ ト だ け © °° 
RE IE SECC teat eee UNES 


男性 の 顔 の コツ 
鼻筋 を し っ か り 描 き 、 


女性 の 顔 の コツ 
鼻 は 鼻先 を 少し 描き 入 
れる 程度 に 


硬い 髪 が 多く 、 生 え 
際 は 四角 く ハ ッ キ リ 
し て いる 。 


産毛 が 多く 、 生 え 
際 は 丸く ぼん や り 
し て いる 。 


bs, アゴ の 
ライ ン は 耳 の 下 あ た り 
を 省略 する と 女性 的 な 
印象 に な る 。 


アゴ の ライ ン も 耳 の 下 
まで し っ か り 描 く と 男性 
的 な 印象 に な る 。 


斜め か ら 見 た 輪郭 は 、 類 骨 か 
ら ア ゴ に か け て シャ ー プ な 線 
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斜め か ら 見 た 輪郭 は 、 類 骨 ee 


を 脂肪 が カバ ー し て いる た 
め 、 低 い 位置 が 一 番 膨 らん 
で 見 える 。 


助 骨 が 小さ い 。 開 口 部 
の 角度 は 約 60 度 、 縦 
幅 は 頭 の 1.3 倍 程度 。 


女性 の バス ト 


ュー 


女性 の バス ト は 、 大 胸 筋 
の 真ん中 あたり に 、 水 風 
APRS FPS EE DIC 
DUN CU Sig 


oð © 
ボー ル の よう な 丸 で は な 
く 、 し ずく 型 を 意識 する 。 


アノ 


に な る 。 類 骨 の ある 高い 位置 


が 一 番 膨 ん で 見 える 。 


ERRTDH, 
に な る 。 


骨盤 は 男性 より 一 回 
り 小 さい 。 特 に 縦 幅 
が 狭く 横長 に 見 え 
る 。 横幅 も 男性 より 
小さ いこ と に 注意 。 


男女 の 体格 差 
女性 は 男性 より 半 頭 
身 ほ ど 低 く 描く と 、 


並ん だ と き に 同年 代 
くら い に 見 える ( 小 
学生 以下 は 女子 の 方 
が や や 大 きい )。 


鎖骨 は 外側 へ 向かう ほ 
な で 肩 


Gy 


… 鎖骨 は 外側 へ 向かっ 
て や や 上 が る 。 


の 1.5 倍 程度 。 


\ 


骨盤 が 大 きく 、 正 方 形 


に 近い 形 を し て いる 。 
頭 が すっ ぽ り 中 に 収 ま 
る くら い の サ イズ 。 


A 


… 肪 骨 が 大 きい 。 開 
\ 口 部 の 角度 は 約 
90 度 、 縦 幅 は 頭 


One Point 


説得 力 の ある 


ケモ ミミ の 描き 方 // 上 征 殻 の 接続 部 は 、 
.0.0000000000000000000 1 人 間 と 同じ よう な 
1 形 に で っ ぱる 。 


ケモ ミミ は 、 人 間 の 耳 の 裏側 を 引 
き 伸ばし て 後頭 部 を 膨らませ る よ 
うな イメ ー ジ を する と 、 横 顔 や 後 
ろ 向 き の 顔 も 描き や すく な り ま / = きょう さ に ゅ うと つき ん 
す | > 首筋 ( 胸 鎖 乳 突 筋 ) 

と 耳 は つなが る 。 


wos LJ Sot mE ee 


そう ぼう きん さん 


(ees >= AME COR 
の 筋肉 が 細く 、 し な や か 
な の で 、 首 が 長く 見 える 。…、 


僧 帽 筋 や 三角 筋 な どの 肩 
の 筋肉 が 太く 、 厚 い の で 、 
首 が や や 短く 見 える 。 


女性 の 背中 は 男性 ほ 
ど 筋 肉 は 見 えな い A | 背中 の 筋肉 
CBEBONZA 男性 は 助 骨 と 骨盤 が 大 NV un 

けん こう こつ ゃ きん う 


きく 、 さ ら に 外 腹 斜 筋 
が 厚い た め 、 く びれ が 
ほとん ど な い 。 女性 の … ず 
よう に くびれ を 描く と 


肩 甲骨 と 三角 筋 は ー 
し っ か り 意 識 す る 。 


Una Ea 
Orores 
kt 


DEREDE NOR STE 


ン 
D| 


OR 肩幅 が 広く な ら な い の 3 i 
膨 ん だ 、 や や 潰れ た FS. A = 
丸 を 意識 する 。 る 

= ここ が へ こむ 。" A 


男性 の お 尻 は 骨盤 の 上 
部 と 脚 の 付け 根 の 2 カ 
所 が で っ ぱる 。 四角い 
形 を 意識 する 。 


BS OP RMA WIAD E 
うに 骨盤 が 傾い て いる の 取 骨 が 前 へ や や 突き 出 て い 
で 、 お へ そ が 前 へ 、 お 尻 が る た め 、 骨 盤 は 真っ すぐ に 
後ろ へ 出 た よう な シル エッ な り 、 お 尻 の 丸み が あま り 


ト に な る 。 目立た な い 。 


AEDS AIR 


男性 
fs 
a, 
de ンダ? 
大 < 
漫画 的 な 表現 で は 、 女 性 的 な 顔 は す な アゴ を 細く 、 類 骨 か ら ア ゴ 先 を 女性 と は 逆 に 、 男 性 的 な 顔 は 年 齢 の 高い 顔 と な 
わ ち 幼 い 顔 と な る 。 類 骨 と アゴ 先 の 間 直線 的 に つなぐ 。 Bo PADRES UT. HOBOBPIE [HH 
を 丸く 膨らませ て 描く と 幼く 見 える 。 が こけ た よう な 陰影 ] を つけ て 描く と 男性 的 に 


見 える 。 ア ゴ が 太い ほど 強面 な 印象 に な る 。 


腕 を 止 げ る 


だ いき ょ うき ん きん 


大 胸 筋 の 上 部 に ある 筋 東 が 、 腕 の 動き に 合 
わせ て 、 羽 を 広げ る よう に 持ち 上 が る 。 


a 女性 の バス ト は 、 筋肉 量 の 多い 男性 の 場 … 
この 部 分 の 下 か ら 合 、 こ の 部 分 は 鎖骨 が 隠 


As 


始ま る 。 れる ほど 盛り 上 が る 。 


男性 が 女性 の よう に 腰 を 曲 
げ る の は 難し い 。 胸 を 反 ら 
せ て 、 お へ そ を 前 に 出す と 
楽 な 姿勢 に な る 。 


… 女性 は お 尻 を 後ろ に 
突き 出し て 立つ こと 
が で きる 。 グ ラビ ア 
アイ ドル の よう な 
ポー ジン グ は ここ が 
ポイ ント に な る 。 


腕 を 上 げた 際 に 目立つ 
I+O FORA 


男性 は 女性 より 骨盤 
を 縦 に 大 きく 描く 。 


男性 は 腰骨 の 陰影 を 女 
性 より 高い 位置 か ら 描 
き 始 め る 。 


\ そう ぼう きん 
oo 女性 の 僧 帆 筋 は し な や か 
| な カー ブ を 描い て いる 。 


腕 を 組む 


。 女性 は 皮膚 が 柔らか く 度 
ki 下 脂 肪 も 多い た め 、 大 胸 男性 は 、 三 角 筋 の 陰影 
筋 の 上 部 と 腕 と が つなが を 強調 し て 描く 。 

る 部 分 に 、 ワ キ の 下 の 肉 9 
が 余っ て 見 える 。 


ワキ の 下 の 肉 が 余っ た 
部 分 の 下 に バス ト の 膨 
ら み が ある 。 


NS. MORÍA 
CRAMER € 
か り 描き こむ お こと で 、 
強い 腕 に な る 。 


こつ きん 
BRA 
Lo 
カ 


男性 の 僧 帆 筋 は 女性 
より も 直線 的 で 、 盛 
り 上 が っ て いる 。 


wor <UL Oot A 
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AAN PAE AAA A EIA TEA 
"違和感 の な い 絵 を 描く た め に は 、 頭 に 対す る 他 の 部 位 の 大 き さ を し っ か り と 把握 する こと が 重要 で . ... 
rd, いきなり 描き 始め る よう な こと は せ ず 、 ま ず は 、 き ちん と アタ リ を 描き まし ょ う 。 ア タリ の 形 は | て て 
-・ ・ 描き や すい も の で 構い ませ ん が 、 長 さ を 正確 に 描く 必要 が あり ます 。 "に に に coe eens | 


フ .5 頭 身 は 、 細 身 の 男 性 や 長身 の 女性 を 描く 際 に 、 ち ょ うど 良い 
WILE SOLS, バラ ンス の プロ ポー ショ ン で す 。 


写実 的 な 8 頭 身 よ り 、 上 半身 が や や 小さ く デ フォ ル メ され ます 。 | 


助 骨 の 縦 幅 


BOS AR 
(大 転 子 = 尻 え L18) en 
は 股 の 位置 より 高い 。 上 


男女 と も 上 半身 は 、 
約 2.8 

(女性 は 助 骨 と 骨盤 
の 隙間 が 広く な る ) 


助 骨 の 縦 幅 は 約 1.4 
ウエ スト (女性 は 1.2~1.3) 
あたり に 肘 


前 腕 
約 1.2 


全体 tas 


7.5 


骨盤 の 縦 幅 


骨盤 の 縦 幅 は 約 0.9 
(女性 は 約 0.8) 


手足 の 筋 沿 に は カー ブ が ある の で 、 直 立 で 
気 を 付け を し て も 真っ すぐ に は な ら な い 。 
また 、 自 然 に 重心 を と る と 真正 面 か ら も 、 
36 Æ 約 1 背骨 は や や カー ブ し て 見 える 。 


首 の カー ブ O 
頭 と 首 は 必ず 、 滑 ら か な 
カー ブ で つなが る 。 


KOIFERREN) | 


関節 の アタ リ ( 卵 型 ) を 描 … 


く と 、 骨 の 描き こみ を する AO AED + 


と き に 分 か りや すい 。 表現 する ( 肩 だ け を 大 き 
くし な いよ うに 注意 ) 。 
` AO RAR 
( 山 の よ うな 形 に な る )。 


腕 を 上 げた ポー ズ の と き は 三 ~ 
角 筋 の アタ リ に 、 肩 甲骨 上 の 
筋肉 (大 円 筋 な ど ) も 含め て 、 
大 き な 丸 を 描く と ワキ の 下 が 
描き や すく な る 。 


手首 に 角度 を 付け る と 、 
自然 な ポー ズ に な る 。 


D 


すぎ た り し な いよ うに 、 
お お よる て 頭 の 幅 と 同じ く 


らい を 意識 し て 描く 。 [| 


脚 は 骨 や 筋肉 を 意識 
し て 、 外 側 か ら 内 側 
へ カー ブ さ せる 。 


背骨 は 必ず S 字 カー 
ブ を 付け る 。 

この カー ブ に 沿っ て 腰 
の ライ ン を 描く と 自然 


6 な くびれ に な る 。 
すね の 骨 は 、 カ ー ブ を 控え め に 。 


アタ リ の 段階 で 手先 足 先 を 描き こ 
むと 、 後 か ら 修正 し に くい 。 


膝 や 肘 の 向き に 対し て 、 手 首 足首 
が 不 自然 な 方 向 に 曲がっ て いな い 
か を 、 注 意 する 。 


頭 は 、 目 や 鼻 を 描き こん で 仕上 げ て いく うち に 、 全 身 と の バラ e 
ンス が 崩れ て し まい が ち で す 。 One Point 
それ を 防ぐ た め 、 頭 と 顔 の アタ リ は 、 少 な く と も 「 目 の 位置 と 


大 き さ ] が 把握 で きる も の が 理想 的 で す 。 頭 の 大 き さ が 変わ っ て し ま >17 


目 の 位置 と 大 き さ を 決め る と 、 頭 の 大 き さ が 定まり ます (下図 So oo ee らら @ の の @ の らら の ひら の の の の の の ら の ら の ら の の @ ら @ ら の の の の の 9 の 6@@@ 
参照 ) 。 顔 に 何 も な い ア タリ で 全身 の プロ ポー ショ ン を 決め て し まう 
と 、 途中 で 頭 と 体 の 大 き さ が 、 合わ な く な る こと が あり ます 。 


目 の 位置 を 低く 描い た た め 、 


頭頂 部 が 失っ て し まっ た 例 。 
顔 が 小さ すぎ る 。 
萌え 絵 で や り が ち 。 


目 の 位置 を 高く 描い た た め 、 
・「 生 え 際 一 眉 ]、「 眉 一 鼻先 ]、「 鼻 先 ー ア ゴ | は 等 間隔 。 ria ias 
・ 女 性 や 子供 の よう に 目 が 大 きい 場合 、「 生 え 際 一 まぶた ($ ee eg 

つげ )」 を 等 間隔 に する 。 リア ル 系 の 絵 で や り が ち 。 


・ 口 は 鼻 と アゴ の 間 の 1/2 よ りや や 上 に な る 。 


vaso ELSE A 
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頭 身 の 描き 分 け 


..... e 


. ここ で は 、 頭 身 ご と の 特徴 と 描き 分 け の ポイ ント を 解説 し ます 。 ケ モミ ミ の キャ ラク ター は 、 ど ん な 
頭 身 で 描い て も 自由 で す が 、 も と の 動物 の イメ ー ジ に 近い 頭 身 も 併せ て 紹介 し て いき ます 。 


肩 や 助 骨 の 幅 が 足り な いと 、 頭 身 を 伸 ば 
し て 描く こと が で き な い 。 リ アル な 体型 
が 苦手 な 人 は 、 キ ャ ラク ター の 横幅 や 骨 
の 大 き さ を 確認 し て 描く と よい 。 


で 
K 


助 骨 縦 幅 | 
= 約 1 5 | 
| HARIR 
= 約 1.4 
(女性 や 細身 の 男 
性 は 1.2 ~ 1.3) 
MET y 
= 約 1 f d 
> a] i 


O 


Bene | 
三 約 0.9 
(女性 は 0.8) 


体格 の よい 男性 は 骨 
格 も 大 きい の で 、 助 
骨 と 骨盤 の 間 の ス 
ペー ス が 狭い 。 


8 頭 身 ァ テー フ 75 頭 身 


肩幅 や 胴体 の 幅 が ある 程度 な いと バラ ンス 長身 の 男女 キャ ラ に 使え る 頭 身 。 細 身 の 場 
が と れ な い の で 、 体 格 が よい キャ ラク ター 合 は 、7.5 よ り 7 頭 身 の 方 が バラ ンス が よ 
向き の 頭 身 。 ク マ や トラ な どの 大 きい 動物 い 。 8 頭 身 より や や 上 半身 の 比率 を 小さ く 
を 描く 場合 や 、 イ ヌ と オオ カミ を 区 別 し た 描く と スタ イル が 良く 見 える 。 すら っ と し 
い 場 合 な ど に も 適し て いる 。 た ウマ や 、 賢 い イ メー ジ の キツ ネ な ど は 、 


この 頭 身 で 描く と 格好 良い 。 
28 


赤ん坊 の 頭 身 
| 赤ん坊 は 同じ 3 4 頭 身 で も 、 頭 が 小さ い 。 
全身 の 大 き さ も 小さ く な る 。 目鼻 口 も 小さ 


く ぽ ぼんやり 。 


One Point 
デン ォ ル ル メ の コツ 


デフ ォ ル メ す る と 首 は ほとん ど 見 えな く な る が 、 き ちん と 

頭 と 胴 の 接続 部 を 意識 し て 描き ます 。 同 じ よ うに 鎖骨 ( 腕 
だ いて ん し 

の 付け 根 の 目安 ) と 脚 の 付け 根 (大 転 子 ) も 、 軸 を 通す イメ ー 


ジ で 捉え まし ょ う 。 


極限 まで デフ ォ ル メ し て 手足 を 短 


くし て いる の で 、 座 っ た と き な ど 
の 手足 が 長 さ が 必要 な ポー ズ の 場 
合 は 、 少 し 太め に 描い て 不 自然 さ 
を 軽減 する と よい で し ょ よう 。 


小学 生 く らい の 頭 身 。 デ フォ ル メ の 強い 絵柄 
な ら 、 中 学生 程度 の 年 齢 まで 描け る 。 少年 
少女 の 骨格 は 成人 女性 の 骨格 より 小さ い 。 
特に 骨盤 の 縦 の 幅 は 大 人 の 半分 程度 。 イ 
ヌ 、 ネ コ 、 ウ サギ な どの 抱っこ で きる くら い の 
大 き さ の 動物 と 相性 が よい 。 


0 一 2 歳 の 人 間 の 赤ん坊 と ほぼ 同じ 頭 身 。 
デフ ォ ル メ と し て 主流 な 2 2.5 頭 身 よ り 
も 手足 が 長い た め 、 ポ ー ズ の 幅 も 広く 、 凝 っ 
た コス チュ ー ム も 描き こめ る 。 ネズ ミ や リス 
な どの 小動物 や 、 各 動物 の 幼児 な ど を 描 
きた いと き に 。 


頭 身 
7185 
6 頭 身 
左 図 の よう な ポー ズ の と き は 、 小 さ 
く て も 首 と 鎖骨 、 脚 の 付け 根 を 意識 
し まし ょ う 。 
5 頭 身 
4 頭 身 


2 頭 身 の キャ ラク ター の 目 は 瞳孔 を 省く SRA 
な ど し て あま り 描 きこ まず 、 焦 点 の 合わ 
な い 目 を 描い た 方 が イメ ー ジ に 合う 。 


ジー 


Ber 

3 = 
を | らら 頭 身 
SH 


キャ ラク ター を デフ ォ ル メ を する た め の 最 も 主流 な 頭 
身 。 目 は 大 きい が 描き こみ は シン プル 。 体 の 小さ さ 
こ 合 わせ て 衣服 を 省略 する が 、 裕 飾り や ベル ト の バッ 
クル な ど 、 要 所 を 大 きく 描く な どの 工夫 が 必要 。 各 
ケモ ミミ キャ ラク ター の デフ ォ ル メ に は も ちろ ん 、 妖 精 
な どの 空想 上 の 生物 を 描く 場合 に も よい 。 


ee \ LU Sob Bt a 
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。 FESS [ec 


こ に つい て いな けれ ば な ら な い 」 と いう よう な 決ま り は あり ませ ん が 、 
- 位置 ご と に 表現 と し て の 長所 ・ 短 所 が あり ます 。 こ こ で は 具体 例 と と も に 、 
- まし た 。 そ れ ぞ れ の 特徴 を 知り 、 FIORSUFNICASERMELSLES. III, 


た いて い の 動 物 の 耳 は 頭 の 上 部 


に つい て いま す 。 絵 に 描く 場合 


に は 動物 らし さ を 強 め る 効果 が 


あり ます 。 


動物 の 耳 と 同じ 位置 な の で 、 人 間 よ り 動 物 
に 近い 設定 を 活か せる 。 また 、 頭 の 上 部 に 
に の いた め 、 野 性 
動物 の よう に 聴覚 が 強い な ど と いっ た 想像 
も で きる 。 


実際 の 動物 の 耳 の 穴 は 上 に 伸び て いる こと 
が 多い 。 こ うい っ た 人 と 動物 の 違い も 知識 
と し て 押さ えて お く と 形 を 想像 し や すく 、 
設定 も 考え や すい 。 


One Point 
設定 を し っ か り と 


secoeoooeoeooeeeeoeoeoe 
頭 の 上 部 に の み ケ モミ ミ が つい て いる 絵 を 描い た と き 、 
本 来 の 人 間 の 耳 が ある 位置 を 見 せる ケー ス は 少な いで 
す が 、 あえ て 見 せな けれ ば な ら な いと き は 、 設定 を し っ 
か り 考 えま し ょ う 。 た と えば 、 人 間 の 側 頭 部 の 髪の毛 は 、 
耳 の 形 に 合わ せ て 沿っ て いる よう に 生え て いま す 。 そ 
の た め 、 耳 が な けれ ば その まま 耳 の 下 ま で 髪の毛 が 生 
える の で は な いか 、 と いう こと が 想像 で きま す 。 こ う 
いっ た きち ん と し た 設定 を 考え て お け ば 、 絵 が 曖昧 に 
な ら ず 、 説 得 力 が 生ま れ ま す 。 


SN る EE 。 
SEE . 


耳 を 立て て 警戒 する な どの 動物 らし いし ぐ 
さ を そ の まま 表現 で きる 。 


One Point 
不 自然 さ は 敵 ? 


絵 を 見 る 人 の 中 に は 、 生 物 学 上 
あり 得 な い 姿 を 見 て 嫌悪 感 を 示 
す 人 も いる か も し れ ま せん 。 で 

す が 、 生 物 学 上 の 正 し さ と 、 絵 
に 描い た と き の 世 界 観 に ハッ キ 
リ と し た 優劣 は あり ませ ん 。 上 自 
分 の 中 に し っ か り と し た 世界 観 
を 持っ て 、 納 得 の いく 作品 作り 
を 目指 し まし ょ う 。 


横 側 頭 部 に つけ る 場合 、 位 置 は 人 間 の 耳 と 同じ で す 。 人 間 に 近 
い 文 化 や 感情 を 持つ キャ ラク ター を 描く 場合 に 適し て いま 
す 。 反面 、 耳 で 動物 らし いし ぐさ を 表現 し に くく な り ま す 。 


sos ZU Qos A 


側 頭 部 に つい た 耳 は 構造 が 人 間 に 近 く 、 人 間 な ら で は の 装飾 品 や ヘア バン ド を 無 ウシ や ヒツジ な ど 、 耳 が 横向 き に つい て 
頭 の 上 部 に つい た 耳 ほ ど 動 か せな いた 理 な く 描き こむ こと が で きる 。 いる 動物 に 適し た 位置 で も ある 。 

め 、 聴 覚 は 動物 より も 人 間 に 近 いこ と を 

想像 で きる 。 


人 間 の 耳 と 同じ 位置 に も 耳 を 描く こと で 、 絵 を 見 必要 で あれ ば いく つ で も 
る 側が 受け 入れ や すく な り ま す 。 動物 らし いし ぐ 追加 で きま す 。 

さも 、 人 間 ら し さも 同時 に 表現 で きま す が 、 耳 が 
4 つ に な る と いう 点 を 不 自然 と 感じ る 人 も いる の 
で 注意 し まし よう 。 


九 尾 の 狐 と いっ た 妖怪 の 類 、 空想 上 の 動物 や 
側 頭 部 の 耳 に 関し て は 、 ケ モミ ミ で も 人 問 の 耳 で も 好き な 方 を 選べ る 。 キ ャ ラク キメ ラ (AR). MORA E. % 
ター や 世界 観 に 適し た も の を 。 想 を 自由 に 膨らませ る こと が 重要 。 
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LIEDIEH 


H£lereE2= 


紹介 し て いき ます 。 自 分 の 描く キャ ラク ター や 世界 観 に 合わ せ て 、 ど の よう な 表現 が マ 
の か 考え て み ま し よう 。 


表 服 と の 関係 講 


衣服 を 貫通 し て いる 


ズボン や スカ ー ト な どの 下半身 に 履く 衣 
類 に 穴 が 開い て お り 、 そ こ か らし っ ぽ が 
飛び 出し て いる よう な 描写 は 、 自 然 な 見 
た 目 を 演出 で きる 。 ま た 、 そ の 世界 に お 
いて ケモ ミミ の キャ ラク ター が 主要 な 存 
在 で ある こと や 、 衣 服 を 加工 する だ け の 
文化 が ある こと な ど を 説明 づけ る こと が 
で きる 。 


CUERO > 


し っ ぱ ぽ を 振る 


最も ポピュラー な し っ ぱ の 動 
き 。 短 いし っ ぽ ぱな ど で 用 いる 
場合 は 、 動 き が 小さ く 目 立た 
な く な っ て し まう の で 工夫 が 
必要 。 


絵 に か か せな いし っ ぽ 。 こ こ で は どう いっ た 表現 方 法 が ある の か 、 


例 を いく つか 
ッ チ し て いる 


し っ ぽこ 衣服 の 関係 は 、 描 いて いる 世界 の キャ ラク ター が どの _ 


よう な 文化 を 持ち 、 どの よう な 生活 を し て いる の か を 説明 する 


上 で 大 き な 情 報 に な り ま す 。 


きち ん と 想定 


し て 描く こと が 、 結 _ 


果 と し て 絵 の ク オリ ティ を 上 げ る こと に つなが り ま す 。 


衣服 の 間 か ら 出 て いる 


上 半身 の 衣服 と 下半身 の 衣服 の 間 か ら 
し っ ぽ が 覗い て いる よう な 描写 を 用 いる 
と 、 見 た 目 に は ちょ っ と だ らし な い 感 じ 
に な る 反面 、 可 愛 ら し さ が 強調 され る 。 
迷い 込ん だ 小動物 や 、 異 世界 か ら 来 た 存 
在 が し っ ぽ の な い 文 化 の 服 を 着 て いる 、 
な ど と いっ た 状況 を 説明 する の に 有効 。 


衣服 と 一 体 化し て いる 


キャ ラク ター に は し っ ぱ を 生 や さ ず 、 衣 服 
の 装飾 品 や 使っ て いる 道具 の 一 部 と し て 
し っ ぽ の モチ ー フ を 活か し 、 利 用 する の 
も 手法 の ひと つ 。 その キャ ラク ター が 人 
間 と 動物 の どちら の 割合 が 強い か 、 な ど 
も 考慮 し て 、 最 も 相応 し い 表現 を 模索 す 
る こと が 重要 。 


し っ ぽ を 感情 表現 や 状況 の 説明 な ど で 使う の は 、 ケ モミ ミ 絵 の © 


_ を 工夫 し て 、 


醍醐 味 の ひ と つ 。 動 物 に よっ て 大 き さ や 形 の 違う し っ ぽ の 動き 


表現 の 幅 を 広げ まし ょ う 。 


びん と 伸ばす 


緊張 や 怒り 、 興 奮 と いっ た 状 
況 を 表す 際 に よく 用 いら れ 
Bo 方 向 や 長 さ に 気 を 使う 。 


回 転 さ せ た よ 
い 。 


くね くね 曲げ る 


感情 表現 より も 装飾 的 な 意味 
合い が 強い 。 S 字 や 先端 を 1 
うな 表現 が 多 


物 を 持つ 、 ぶ ら 下 が る な ど 、 
手 や 足 の よう に 使う 表現 。 

し っ ぽ ぱ の メリ ッ ト を 強調 し た 
いと き に 適し て いる 。 
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A RR e > > NEDO 
I ネコ は し な や か な 肢体 と 細長 いし っ ぽ を 持ち ます 。 ネ コ の 身体 的 な 特徴 を 踏ま えな が ら 、 魅 力 的 な 人 | . 。 
Ao Senne een. 341840 さ 492121202 797024 7111 


72) ネコ は し な や か で 可愛 い イ メー ジ の ある 動 Une Point 
物 な の で 、 男 性 の キャ ラク ター を 描く と き | 

に も 女性 的 な 要素 を 不 自然 に な ら な い 程 度 u re 

に 盛り 込む と よい で し ょ う 。 和 和服 は 男性 が RENTE 

着用 し て も 女性 的 に 着こなす こと が で きる 体 的 に ピン ク 色 で 血管 が 透 

の で 、 美 少年 の キャ ラク ター な ご ど に 適し て け て いま す 。 耳 の 中 の 毛 は 

いま す 。 細長 く 、 イヌ 科 の 動物 と 違っ 
て 密 で は な く 、 ま ば ら に 生 


鎖骨 を 正面 か の ら 見 た と き は ほとん ど 水 CHECK 袖 に 手 を 隠す と 、 な よっ と 


平 に 近い 。 肩 の 傾き の アタ リ と し て 重 可愛 らし い 印 象 に な る 。 袖 
要 な 部 分 。 直 立 し た キャ ラク ター の 場 > の 大 きい 和服 で あれ ば 、 わ 
合 は 、 こ こ が 奥 行き を つけ る 上 で の 目 ざと らし く な ら な い 。 
安 に も な る 。 CHECK 


耳 の 端 の へ こみ 

\ 部 分 は 、 薄 い 皮 

A LBC o 
て いる 。 


衣服 で 見 えな い 部 分 も し っ CHECK 
か り ア タリ を 描い て イメ ー 
ジ し 、 整 合 性 を 取る 。 $ 


安土 桃山 時 代 か ら 江戸 
、 時 代 初 期 の 美少年 を キイ 
メー ジ し て 、 着 流し に 
/ 袖 無し 羽織 を 着用 。 


One Point 
コン トラ ボス ト 


cocoooeseeeeeeeeoee 
コン トラ ポス ト と は 、 体 の 
重心 を 左右 いずれ か 片方 の 
中 に が た だ 、 アシ ング ドリ ー 
な 立ち 姿 の こと を 表す 芸術 
用 語 で す 。 コ ント ラボ スト 
を 意識 し た ポー ジン グ は 、 
肩 と 腰 の 傾き が 逆 方 向 に な 
り 、 美 し いら 8 字 の 流れ が で 


| 背骨 の S 字 カー ブ は 、 
自然 な 立ち 姿 を 描く 上 
で 大 事 な ポ イン ト 。 


CHECK 


か つて は 少年 も 振袖 を 着用 し 
た 。 細 い 帯 を 低い 位置 で 締め 
る こと で 、 少 女 と 描き 分 ける 。 


コン トラ ポス ト の 例 


耳 は 頭 の どの 部 分 か ら 、 ど の CHECK 
よう に 生え て いる の か を きち 
ん と イメ ー ジ し て 描く 。 


胸 を 反らせ て お へ そ を 前 
へ 出し た 姿勢 で 立た せる 
と 、 ネ コ の よう に 華 秦 で , 
し な や か な キャ ラク ター | 
も 少年 らし く 見 える 。 

CHECK 


ae 


(Oe 


ケモ ミミ キャ ラク ター の 魅力 を 引き 出し や すい 
横向 さ の 構図 。 こ こ で は 横向 き の キ ャ ラク ター 
を 描く 際 の 注意 点 を 見 て いき まし よう 。 


CHECK MSP ORURO UB AA) 
は 鎖骨 と つなが っ て お り 、 肩 や 背中 周り の 
構造 を 意識 する 目安 に な る 。 


後頭 部 は 、 髪 の 毛 に 隠れ た 
部 分 に も 耳 が 続い て いる の 
を イメ ー ジ し て 描く 。 


N 下 。 肩 甲骨 と くっ つい て い 
る こと を イメ ー ジ する 。 
CHECK 


正面 か ら 見 た と き と 同 じ く 、 
鎖骨 は 肩 の 傾き の アタ リ と し 
て 重要 な の で 意識 する 。 


後ろ 姿 は 表情 な どの 


情報 量 が な く な る 分 、 


し っ ぽ や 耳 の 生え 方 を 


意識 し まし ょ う 。 


One Point 
化け 猫 な どの 擬人 化 


化け 猫 な どの 擬人 化 さ れ た ネコ は 、 振 袖 


を 着 て 三味 線 を 弾い た り 、 手 ぬぐい を か 
ぶつ て 踊っ つた り 、 芸 達者 な イメ ー ジ が あ 
り ます 。 


mus IWVNVA Mi 
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腕 を 上 げた と き に だ け わ か る 


うこ うこ つ 


鳥 口角 筋 の 動き に 注意 する 。 


全身 を よじ る DO 


お な か を 見 せ て ゴロ ゴロ 人 
上 左 身 大 よ まゆ ほう てい る よう : f\ 隠し て いる イメ ー ジ 。 

な イメ ー ジ 。 こう いっ た  i \ t ARS A 

ポー ズ の キャ ラク ター を 。  : j \ deer 1 
魅力 的 に 描く た め に は 、 ーー EY AS 


筋肉 の 構造 を 知る こと が = CHECK や や アオ リ の 視点 な の 
大 切 で す i eee で 、 鎖 骨 は 上 側 に 膨 ら 


む カ ー ブ を 描く 。 


CHECK 
ひじ じょう わん さん と うき 
肘 か ら 上 腕 三 頭 筋 が 伸 
び 、 。 育 中 か ら 伸び て い 
SRE. 胸 か ら の 大 
胸 筋 と ワキ の 下 で 合流 
し て いる 。 


背骨 の カー ブ は その まま 
上 半身 の 流れ と な る 。 


腕 を 上 げた と き に 目立つ 筋肉 


\ 脚 は 骨格 と 筋肉 を 意識 し 、 
外 か ら 内 へ カー ブ す る こと 
を イメ ー ジ し て 描く 。 
CHECK 


体 に 合わ せ て 、 耳 や し っ ぽ ©) EE 
| も 一 緒 に 伸ばす と ネコ らし 
Go) See 


som» hia > 
ネコ らし さ 満 点 の 伸び ポー ズ 。 ネ hee eet 
コ の 伸び は 準備 運動 と し て の 他 に | | | CHECK 
気分 転換 の 意味 も や あり 、 嫌 な こと hed 
や 恥ず か し いこ と が ある と 頻繁 に 
pes lee, ren 
や 関節 を 意識 し な が ら 、 描 く 際 

er 


CHECK 股関節 の あたり 
は 、 下 腹 の 肉 と 太 
も も の 肉 が ぶつ 
か っ て くね っ と し 
た ライ ジ に な る 。 


伸び を し た と き に 目立つ 筋肉 


そう が うき ん 
E] 


CHECK RO EI ROA A, (A). ARE 
か ら ワ キ の 下 に 伸び る 大 円 筋 (B)、 助 骨 と 広 背 筋 (C)、 ワ 
キ 腹 の 肉 な どの 膨らん だ 部 分 (D) が 、 ワ キ の 下 か ら 腰 に か 


け て 山脈 の よう に 重なり あっ て いる 。 
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am) 


そっ ぱ ぽ を 向い て 不服 を 訴え て いる 場面 。 表 情 が 見 え 


な い の で 、 耳 や し っ ぽ の 動き で 感情 を 表現 し まし ょ う 。 


CHECK 


One Point 
さま ざま な し っ ぱ ぽ の 動き 


し っ ぽ は ネコ の 感情 を 表現 し て いる 器官 
で も あり ます 。 


甘え た り 、 機 嫌 が よ い 
と き は 、 し っ ぱ を 上 方 


zus IWVNVA E 


すね た り 怒 っ て いる と き 
は そっ ぱ ぽ を 向い て し っ ぽ 
だ け で 不服 を 訴え る 。 


そっ ぱ ぽ を 向い て いて も 、 飼 い 主 な 向 に 伸ばす 。 


どの 様子 を うか が っ て 耳 だ け を 後 


ろ に 向け て いる こと が ある 。 


CHECK 


甘え て いる と き 、 楽 し いこ と を 見 つけ た と き 、 期 待 
こ 胸 を 膨らませ て いる と き な ど 、 ネ コ は じっと 対象 


[=) 
A 


を 見 つめ ます 。 


CHECK 


耳 は よく 聞き 取る た め に 
ぴん と 立ち 、 動 か な い 。 


CHECK 


CHECK 
少し 口 を 開け る こと で 、 
A 夢中 に な っ て 見 つめ て い 
る こと が わか る 。 
上 目 遣 いで 甘え て 


いる こと を 表現 。 


RT See. Lo 
ぽ の 毛 を 逆 立 て て 全身 
を 膨らませ る 。 逆 に 、 
HA TIUTE o TU 
る と き は 、 し っ ぱ ぽ を 下 
げ て 縮 こ まる 。 


SRP ad 


tony N 


比較 的 ゆっ くり 大 きく 振っ て いる と き 
は 、 興 味 津 々 で 興奮 し て いる 状態 。 バ タ 
バタ 激しく 振っ て いる と き は 、 気 に 入ら 
な いこ と が あっ て 怒っ て いる と き 。 


あま り 大 きく な い 動き で し っ ぽ を 振る と 
き は 、 何 か に 注意 を 払っ て いた り 、 考 え 
事 を し て いた り 、 不 安 だ っ た り 、 理 由 は 
さま ざま 。 人 に 声 を か けら れ た と きも 挨 
拶 代わ り に 小さ く 振 る 。 


37 


III ここ で は イヌ 耳 の キャ ラク ター を 描く 際 の ポイ ント を 解説 し て いき ます 。 人 体 の 構造 を 踏ま えて 、 イ III] 
I ヌ ら し い 活発 な 性 格 、 優 れ た 運動 能力 、 人 間 へ の 従順 さ な ど を 意識 し て 描い て み ま し ょ う 。 CI 
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CHECK 


丸み を 意識 し て 、 助 骨 や 骨盤 (Me a 
折れ た 耳 に する と 、 簡 単 お 尻 の アタ リ ) を 男性 より も 小さ く 駆け 寄る g 
に イヌ 耳 ら し く な る 。 N 描く と 、 女 性 5 し い 体 を 描け る 。 
M3 


飼い 主 に 向かっ て 駆け 寄っ て くる よう _ 
な 、 可 愛らしい イヌ 耳 の 女の子 。 女性 
の 筋肉 は 、 赤 い 矢印 で 示し た よう な 流 
_ れ を 意識 し て 、 膨 ら み と へ こみ を 描き 
_ こん で いく と 、 女 性 らし い ボ ディ ライ 
_ ン が 出 ます 。 


nn. S } CHECK 二の腕 は ワキ の 下 か ら 肘 へ 、 前 
E 腕 は 肘 か ら 手首 の 内 側 へ 、 流 れ 
る カー ブ を 描い て いく 。 


CHECK 
お 腹 、 腰 、 脚 は 、 外 

側 か ら 内 側 へ 向かっ 

て 体 を 引き 締め る 筋 。 、 
肉 の 流れ を 意識 し な © 
が ら 描き こむ 。 


ほう こう きん 


縫 工 筋 (解説 P.39) 


より 内 側 の 太もも は i 
へ こん で いる 。 4W 


fant 


CHECK 


女性 の ふく ら は ぎ は 、 外 側 の 
膨らみ だ け を 描く と スラ ッ と 
し な や か に 見 える 。 膝 の すぐ 
下 あ た り を 膨らませ る の が 美 
脚 に 見 せる ポイ ント 。 


肘 は 下向き に 曲げ 、 脚 は 内 向き に 曲げ 
る と 、 女 の 子 ら し い 走 り 方 に 見 える 。 


One Point 
イヌ 耳 の 特徴 


柴犬 の よう な 和 犬 は 、 ネ コ 、 キ ツネ 、 オ オカ ミ 
と 耳 の 形 が 似 て いて 描き 分 けが 難し いで す が 、 
ネコ や キツ ネ に 比べ て 、 耳 が 分 厚く 、 耳 の 内 側 
の 毛 は 密 だ が 長く な い 、 と いう 特徴 が あめ り ま す 。 


CHECK 


鎖骨 と 肩 甲骨 は 菱形 に な る よう な 
イメ ー ジ で 。 前 傾 姿勢 の 場合 は こ 


の 菱形 が 目立つ 。 


お 尻 と 太もも の 境目 に ある 


だ いた いき ん まく ちょ うき ん 
筋肉 ARRE) が 、 
太もも の 前 後 を 二分 する 

KEIL OHM TUI 
こと を 意識 し て 、 脚 の 付け 
根 の 形 を 決め る 。 


Pe > 
PN 
— 


omo 
Wanna 


運動 能力 が 高く 、 人 間 と 遊ぶ の が 好き な イヌ を イメ ー ジ し て 、 


跳 曜 し よう と 身構え る ポー ズ で す 。 屈伸 運動 に より 、 太 も も 


の 筋肉 が 隆起 し て 目立ち ます 。 勢い を つけ る た め に 身構え る 


と 自然 に 前 傾 姿 勢 に な る の で 、 肩 の 形 に も 注意 し まし ょ う 。 


mos INVNVA Ai 


だ いた いし と うき ん 
AMELIA IS. AED CD 
位置 か ら 始ま る 。 


太もも の 筋肉 は 複雑 だ が 、 
側 広 筋 の 凸 と 、 縫 工 筋 の 


3 


凹 が ポイ ント 。 


な 


CHECK 


TTY 


ほう こう き . 


MIM. BRD ら 膝 の 内 
側 へ 斜め に 伸び て 、 太 も も 
の 筋肉 を まとめ て いる 。 


CHECK 
を 挟ん で いる 。 


太もも の 筋肉 (ZI) 
内 側 広 筋 、 大 爵 直 筋 、 外 側 広 筋 と 表面 か ら は 見 えな 


ちゅ うか ん こう 


い 中 間 広 筋 と 合わ せ て 、「 大 腸 四 頭 筋 | と 呼び ます 。 


KEE 
y = 
ALE 


= 
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PYR ELIT CRU SNTUVEO, MERECIDO LT, MOF PIP 
性 を 持っ て いま す 。 こ こ で は キツ ネ な ら で は の し ぐさ を も と に 、 人 間 の 筋肉 や 骨格 が どう な っ て いる 
か を 見 て いき まし ょ う 。 ・ - $ kkk まゆ 


お 稲荷 様 な ど で 信仰 され て 
いる キツ ネ に は 裕 な ど が よ 

、 く 似合い ます 。 こ こ で は そ | 
うい っ た 衣服 を 描く 際 の 注 


CHECK 助 骨 の アタ リ は 女性 と 同じ 位 の = 5 = 
ears eames  __ Sie COLA. 


の 少年 らし い 体型 に 見 える 。 


One Point 
4 
キツ ネ 耳 の 特徴 
耳 は イヌ と ネコ の 中 間 く ら 
い の 厚 み で す 。 内側 に は 白 
い 毛 が 密 に 生え て お り 、 長 
い 毛 も 耳 か ら 飛び 出す ほど 
ORD, APR IRO 
も 大 きめ に 描く と キツ ネ 耳 
ら じ ぶ なり まき 。 


お 尻 は や や 縦 に 長く 、 寸 胴 な 腰 か ら ス 
トン と 落と す よ うに あま り 膨 ら ま せ ず 
に 描く 。 太 も も か ら ふ っ くら させ る と 、 
少年 らし い ボ ディ ライ ン に な る 。 


CHECK 
| 
| 

に 
B \ 
\ S = 
| i y! ' - 着物 の お 腹 を 覆っ て いる 
6 | \ 布 (前 身頃 ) は 、 腰 まで 
1 f i 届い て いる 。 
[i CHECK 
EJ ee NN ne enn 
袖 は 手 を 覆い 隠す 
ほど 長い 。 
CHECK 
すい か ん ば か ま 
risa 水 
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(OB 


横向 ぎの 場合 、 笠 の 広がり を 意識 し て 


後ろ 向き の 場合 に は し っ ぽ と 和裕 の 関係 


WNVNVA Mi 


描き まし ょ う 。 も 意識 し て 描き まし ょ う 。 = 
+ 

Y 

ネ 

着物 の 袖 は 体 の 形 に 沿わ = 


体 は 背骨 に 合わ せ て 大 き 
く S 字 カー ブ を 描く 。 
CHECK 


| 、\ 
NN | 
| 
y 
CHECK 
裕 は 下 膨 れ に だ ぽ つ い て 
いる が 、 ボ ディ ライ ン が 
見 えな く て も 骨格 や 筋肉 CHECK ES 
を か イメー ジル で 描く 。 両足 で し っ か り 立 っ て いる 
CRON 場合 、 足 は 頭 の 真下 に 位置 
ASS E する 。 


One Point 
和服 と 裕 の 大 き さ の 違い に 注意 


キツ ネ は 神社 の 自 狐 の イメ ー ジ か ら 、 神職 さん が 着る よう な 装束 を 着せ 
る こと が 多い か と 思い ます が 、 こ うい っ た 装束 は 、 よ く 目 に する 和服 よ 
り ず っ と 大 きい も の で す 。 サ イズ に 注意 し て 描く よう に し まし ょ う 。 


ず に 、 ハ の 字 に 広がる 。 


し っ ぽ の 生え て いる 位置 に 注意 。 裕 の 
中 心 の 璧 に 穴 を 開け て し っ ぱ を 通す よ 
うに 描く と 、 人 違和感 が 少な い 。 
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CEB 


DL EMITIÓ W377 ー の 腰 や 脚 周 


ISES 内 も も に ある 内 転 筋 群 が | っ 張ら れ 、 


筋肉 の 陰影 が は っ きり と わか り ま す 。 


足 を 組ん だ り 、 あ ぐら を か く ポ ー ズ は 、 太 も も CHECK 


の 付け 根 が 分 か り に くい 。 パンツ を 描く と 脚 を 
通す 部 分 が 分 か る の で 目安 に な る 。 


あぐら を か いた と き に 


ハム スト リン グ 


One Point 
キツ ネ の イメ ー ジ 


稲荷 神社 の 白狐 は 実際 の キツ ネ に 比べ て 鋭 
い 顔 と 高い 頭 身 を 持っ て いま す 。 お 稲荷 様 
と 同一 視 さ れる ダキ ニ 天 の 使い が 、 本 来 は 
キツ ネ で は な く ジ ャ ッ カ ル な の で は な いか 

と いう 説 も あり ます 。 確 か に 冬 毛 で ま 
ん 丸 に な っ て いる キツ ネ と 並べ る と 別 の 動 
物 の よう に も 思え ます ね 。 ケ モミ ミ 絵 に す 
る 場合 、 ご ちら の イメ ー ジ で 描く か に よっ 


て 、 キ ャ ラク ター の 見 た 目 も 性 格 も 大 きく 
変わ っ て くる で し ょ う 。 


CHECK 


パン ツ の クロ ッ チ (骨盤 の 
ここ と に 内 も も の 筋 


底部 )。 こ 
な 


内 (ARR) が 張り 付く 。 


ほう こ 


CHECK 


は っ きん 
7 


ETHIE, 、 太もも の 前 CHECK 
m (大 腰 四 頭 筋 ) と 内 
も も を 隔て て いる 。 太 
も も の 形 に 影響 する 。 


薄 筋 と ハム スト リン グ の 境界 
線 が 膝 の 裏 付 近 で 浮き 出る 。 


CHECK 


ちょ うな いて ん きん MA 


長 
= 


AR 


A 
& 


転 筋 の 腫 が 張り 
て 筋 が 浮く 。 


待 で あぐら を か いた と き 
は 、 脚 の 付け 根 か ら 膝 に 
か け て 、 布 を ひっ ぱっ た 
よう な シワ が で きる 。 


CHECK 


背骨 の ライ ン が 美 し 

い S 字 に な る こと を 

意識 し て 描く 。 
CHECK 


aS) AT 


膝 裏 の 捉え 方 


ANDABA EROS ADA TSH 
Ik, BREAD 凸凹 の 形 が は まっ て いる よう に 
で す 。 HERAS, NOD 考え る と わか りや すく な り ま す 。 
アン グル の 体 の 厚み を 把握 

EIER 
N 

CHECK 振り 返っ て いる よう な ポー ズ の 場合 


は 、 お 腹 が ワキ 腹 ( 外 腹 斜 筋 ) し か 
見 えな い 。 こ れ を 理解 し て いる と 滑 
ら か で 細い ウエ スト が 描け る 。 


CHECK 衣服 で 見 えな く て も 、 お 腹 
の ライ ン は 滑ら か に 太もも 
へ つなが っ て いる こと を イ 
メー ジ す る 。 


側面 で 目立つ 筋肉 な ど 


だ いき ょ うき ん 


ワキ の 下 か ら 胸 の 
中 央 まで の 筋肉 。 


だ いえ ん きん 


ワキ の 下 に つ な 
が っ て いる 。 


2YorE っ 1 


骨 の 裏側 か ら 
助 骨 の 半ば まで の 
筋肉 。 


が いふ くし ゃ きん 


= 


脚 を 前 へ 曲げ た りこ 開い た り 


する と 、 こ こ が 膨 らむ 。 


ワキ 腹 の 筋肉 。 


だ いた いき ん まく ちょ うき ん 


太もも の 前 面 と お 
尻 の 境界 の 筋肉 。 


KEF 

脚 の 骨 の 付け 根 。 
尻 え く ぽ 。 
ちょ うけ いじ ん た い 
BBS 
太もも の 前 面 と 背 
HED 50%. 


WVNVA Mi 


mwe | 


首 の 後ろ か ら 骨 盤 の 割れ me a. 

á p= r N 
目 ま で 、 背 骨 の ライ ン が = 
ある こと を 志 れ ず に 。 Fa 


Fr CHECK 床 に ぴったり つけ て いる 左右 の 肘 の 傾き 
o <A ( 肩 の 傾き ) と 、 太 も も と 膝 の 傾き が お お 
デ よそ 平行 に な る 。 


(Re) 


寝 そ べ る 様子 。 横 に な っ た り 座っ た 状態 で は 
パー ス が 重要 に な っ て きま す 。 特 に 、 体 の 接地 

= 、 面 が 多い ポー ズ の 場合 、 パ ー ス の 狂い が わか り 
One Point 、 や すい の で 、 注 意 し て 描き まし ょ う 。 
わか りや すい 形 で 


腰 を 大 きく 曲げ る と 、 助 骨 の 終 
体 の 構造 を 把握 する わる あたり に シワ ゲ が で きる 。 


の る の の の の の の @ の の @ の の の の の の の @@ の の の @ 
CHECK 


バン ザイ や 逆立ち な ど 腕 を 上 げ る ポー ズ 
は 、 胴 体 と 腕 を つなぐ パー ツ と し て 大 き 
な 卵 形 の 肩 (三角 筋 と 肩 甲骨 ) を 描き ま 
し ょ う 。 卵 の 形 を 意識 する こと で 、 肩 が 
大 きく な りす ぎ た り 、 小 さく な りす ぎ た 
りす る の を 防ぐ こと が で きま す 。 ま た 、 


複雑 な ポー ズ を 描く と 忘れ が ち で す が 、 
胴体 に は 潰れ た 卵 形 の 助 骨 が 入っ て いる 
こと を イメ ー ジ し て 丸み を つけ まし ょ 


部 分 の 体格 や 性 格 も 考慮 し て キャ ラク ター 作り を 行い まし よう 。 


te dede ta: s...o..oso ~ Bah Brees 
a ガオ カミ ルト 


| オオ カミ の キャ ラク ター を 描く 上 で 最も 気 を つけ な けれ ば な ら な い の は 、 見 た 目 が 似 て いる 他 の イヌ ` 
科 の 動物 と 、 ど の よう に 違い を 見 せ て いく か と いう ee ER AA, 


BER & 


イヌ と の 違い を 表現 する 横向 き は 耳 と し っ ぽ の 位 
í た め に 、 髪 を 荒 々 し い Me) 置 、 背 骨 の S 字 カ ー ブ を 
感じ に 。 体 の 大 きい 成人 特に 意識 し ます 。 が っ し り 
& 男性 を ペー ス に し た キャ オス _ し た 骨格 を 描き 、 体 に し っ こ 
ラク ター で す 。 ポ イン ト か り と 厚み を 出し て あげ | 

を 見 て み ま し ょ う 。 る こと も 忘れ ず に 。 


キャ ラク ター の 体 の 大 き さ を 表現 する た め に 、 CHECK 
耳 を 小さ く 描い て いる 。 実 際 は 奥 側 の 耳 が 位置 


いで 的 に 見 え に く く な る は ず だ が 、 わ ざと 位置 を ず 
M, È らし て 両 耳 を 見 せる と 、 絵 に 奥行 き が 出る 。 
"7 
> 25) 
4 Su N CHECK オオ カミ の 毛並み は 毛 東 が 目 立ち 、 


Wer s, ツン ツ シ と 甘 う , を た よう に 見 える 。 


キャ ラク ター の 髪型 で も それ を 再現 
し て 、 あ まり 整っ て いな い 感 じ に 。 


CHECK 
筋肉 量 の ある 成人 男性 を 描く と き 
は 、 骨 自体 を 大 きく 描く 。 


CHECK 
男性 の 体 の 重心 を 意識 する と 、 お へ そ 
が や や 前 に 出る よう な 立ち 姿 と な る 。 


CHECK 肪 骨 を 太く 大 きく 描い て 、 筋 肉 が 乗 
る スペ ー ス を 意識 的 に 作っ て あげ る 
こと が 重要 。 肪 骨 に 太 さ と 高 さ が な 
いと 、 大 胸 筋 と 腹筋 が 描き きれ な い 。 


オオ カミ 耳 の 特徴 


オオ カミ の 耳 は イヌ の よう に 
分 厚く 、 キ ツネ の よう に 内 側 
に 長い 毛 が 密 に 生え て いま 
す 。 顔 の 大 き さ に 対し て や や 小さ く 描 いて 、 オ オ 
カミ の 大 き さ を 表現 する の も よい で し ょ う 。 


Nien 


N 


ETS, 


Le 


脚 の 骨 の 付け 根 (大 転 子 ) を 
中 心 に 尻 え く ぽ が で きる 。 


MN ONE l 


45 
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CHECK 


男性 の 腰 は 基本 的 に 寸胴 だ が 、 
広 背筋 が 発達 する と 助 骨 の 高 さ 
か ら ぐ っ と 盛り 上 が り 、 腰 が く 
びれ た よう に 見 える 。 


CHECK 


し っ ぱ ぽ の 生え て いる 位置 を 工夫 す 
る 。 子 供 の キャ ラク ター と 比べ て 、 
し っ ぱ ぽ ぱ を 高く 持ち 上 げ ず に 下 に 垂 
ら す と 、 沙 ち 着 いた 成人 の 印象 を 
出す こと が で きる 。 


-i 


L 


た くま し い 男 性 キャ ラク ター の 後ろ 次 を 格好 良 
く 描 く こ と で 、 魅 力 的 な 絞 が 生ま れ ま す 。 有 筋肉 
の 隆起 な ご ど を 意識 し まし ょ う 。 


CHECK 


ほとん ど し っ ぱ を 振ら な い 
キツ ネ と 違っ て 、 オ オカ ミ 
は イヌ の よう に し っ ぱ ぽ を 
振っ て 感情 表現 を する 。 


CHECK 
頭 を 後ろ に 倒す 姿勢 で は 耳 が 見 え に く 
く な る の で 、 き ちん と 主張 させ る 。 


オオ カミ らし い 遠 咲 え の ポー 


ズ 。 特 徴 的 な 表現 な の で 、 描 


く 際 の ポイ ント を し っ か り と 


押さ えま し ょ っ う 。 


CHECK ここ まで アゴ を 反らせ る と 、 ア ゴ 裏 
の 筋肉 が 緊張 し て 、 テ ント の よう に 
皮膚 が びん と 張る 。 


オオ カミ は 牙 や 爪 と いっ た イメ ー ジ が 強い た め 、 
戦闘 シー ン と の 相性 が と て も よい で す 。 こ こ で は 
狩り や 戦い に 臨 も うと する オオ カミ を 題材 に 、 前 
Fagen aes 傾 の ポー ズ の ポイ ント を 見 て いき まし ょ う 。 


この くら い 前 傾 姿勢 に な る と 頭 が 
だ いぶ 下がり 、 首 は 眉間 の 辺り に 
位置 する 。 


そう ぼう きん 


僧 帽 筋 が 大 きく 盛り 上 が り 、 そ の 
両 脇 に 肩 甲 骨 に 張り 付い た 筋肉 と 


じょう わん きん じょう わん に と うき ん "Pia sear 


上 腕 筋 は 上 腕 二 頭 筋 と 上 腕 三 頭 筋 
の 間 に 挟 まれ て いる 。 目立た な い 
筋肉 だ が 、 二 の 腕 を 描く と き に 意 
識 す る と 、 肩 と 前 腕 の 間 を 自然 に 
つない で 描け る 。 


a ん と うこ つき ん ちょ うと うそ くし ゅ こん し ん きん 


腕 機 骨 筋 と 長 機 側 手 根 伸 筋 は 
腕 で 一 番目 立つ 筋肉 。 


CHECK 


すね の 筋肉 は 、 外 側 の 方 


CHECK アオ ! Iren アン グル で は 、 
abe. PAY GDP > TINTAS, M 


や お 腹 の 筋肉 を 横 の 線 だ け で 表現 
で き 、 山 脈 の よう に 見 える 。 


CHECK 女性 の よう に ウエ スト が くびれ な い 
の で 、 ズ ボン や パン ツ は ワキ 腹 の 筋 
肉 の 下 、 骨 盤 で ひっ か け て 履く 。 


腕 周 り の 筋肉 


肩 甲骨 に 張り 
付い た 筋肉 


さん か く きん 


CHECK 


mess INVA ae 
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Tee he e = Gee 


re ve we 


ウサ ギ は 物静か で お と な し い イ メー ジ が ある 反面 、 活 発 に 飛び 跳ね た り も する 動物 で す 。 題材 と し て 


. も 人 気 が 高く 、 Soe ee を 


描い て み ま し ょ よう 。 


CHECK ケモ ミミ キャ ラク ター は 耳 、 目 線 、 体 と 主 に 3 つ 
の 要素 の 向き を 変え る こと で 魅力 的 な ポー ジン グ 
に する こと が で きる 。 工夫 を 凝ら すこ と が 重要 。 


A CHECK 特徴 的 な 長い 耳 。 耳 の 位置 と 向き を か な り 
Lo 自在 に 動か せる の で 、 キ ャ ラク ター の 人 性格 
や 場面 に 合っ た アク ショ ン を させ る 。 


CHECK 鼻先 が 短い 動物 な の 


= で 、 目 鼻 立 ち は 比 較 ジェ ント ル な イメ ー YOUVE - 

re _ キャ ラク ター。 す まし 顔 や 姿勢 の 

eee お と な し い ウ サギ © 
雰囲気 を 強め て いま す 。 


CHECK フロ ッ ク コ ー ト 。 不思議 の 国 の アリ ス 
の 白 ウ サギ や 、 カ ジノ の バニ ー ガ ー ル 
な ど に 代表 され る 、 正 殺 の イメ ー ジ 。 


j 指 の 先 を ビシ っ と そろ えて 
真面目 な 格好 良さ を 出す 。 


One Point 
ウサ キ 耳 の 特徴 
ネコ と キツ ネ の 中 間 く らい の 厚み 。 耳 の 


ener 中 に 毛 は ほとん ど な く 、 血 管 が 透け て ピ 


I て も 、 脚 は 直線 で ンク 色 。 征 殻 は 後 
E i 頭 部 に つなが っ て 
CHECK 
いて 、 ロ ー ル きる 
よう に す ぼ ま っ て 
左右 の つま 先 の 向き を 少し いま す 。 


変え て 、 重 心 を 分 散 さ せ た 
自然 な 姿勢 に 見 せる 。 


CHECK 


肩 の 線 は 体 の 前 面 側 に 
描く と 自然 に な る 。 


_ ニ ュー トラ ル な 状態 の ウサ ギ の 耳 


は 外側 を 向い て いる の で 、 横 向き 


に な る と 耳 の 内 側が 正面 に な り ま 


す 。 デ ィ テー ル を 意識 し まし ょ う 。 


One Point 
自然 に 見 える 肩 の 位置 


らら @@ ら の らら の の らら 6 の の ら @@@@eoeoeoeeeoeoeeee 


どの アン グル を 描く 場合 で も 意識 し た い ポ イン ト で す が 、 
人 間 の 肩 は 体 の 前 面 側 に 少し 入り 込ん で いる の で 、 肩 の 線 


を 胸 の あたり に 描く と 自然 な 姿勢 に 見 えま す 。 斜め の アン 
グル の と き は 、 胸 の 横 に 肩 の 肉 (三角 筋 ) の 線 を 描い て 、 
手前 の 肩 を 顔 に 少し 近づけ る と 、 自 然 な 肩幅 に な り ま す 。 


耳 は 根 も と が 外向 き で ある こと に 注意 
する 。 た と え 耳 を 前 方 に 向け て いて も 、 
バニ ー ガ ー ル の カチ ュー シャ の よう に 
全体 が 真正 面 を 向く こと は な い 。 耳 全 
体 が 根 も と か ら 回 転 す る よう に 真正 面 
を 向く の で は な く 、 ひ ね る よう な 形 。 


mv INVNVA A 


か っ ちり し た 服装 は 体 の ライ ン CHECK 


が わか り に くい 。 背骨 の 向き か 
ら 、 体 の 各 パ ー ツ の 位置 を 決め 
て いく こと が 重要 。 E 


丈 の 長い フロ ッ ク コ ー ト の よう CHECK 
な 服 は 、 ズ ボン と コー ト の 両方 

を 貫通 させ な けれ ば な ら な い の 

で 、 し っ ぱ ぽ の 位置 が 取り に くい 。 
服 の 下 の 体 を し っ か り 意 識 し 

て 、 し っ ぱ ぽ の 位置 を 決め る 。 


die 


後ろ 向き の 絵 は 耳 と し っ ぽ の つき 
方 に 注意 。 描 きた い 絵 や 世界 観 に 
_ よっ て 、 動 物 部 分 と 人 間 部 分 の す 
り 合わ せ を 行っ て お きま し ょ う 。 
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飛び 跳ね る の は 最も ウサ ギ ら し い ア クシ ョ ン の ひと 
つと いえ ます 。 不 自然 に な ら な いよ う 、 き ちん と し 
た 体 の 動き の ポイ ント を 押さ えて お きま し ょ うっ う 。 


CHECK 前 に 突き 出し た 腕 を 写実 的 に 描き すぎ る と キャ ラク ター の 魅力 が 


減っ て し まう 。 漫画 的 な 表現 の 「 う まい 絵 ] は 見 る 人 に と っ て わ 
か りや すい こと が 重要 な の で 、 適 度 に デフ ォ ル メ を する と よい 。 


IT ME 
5 fa 描い て お り 、 , 肩 甲骨 に 張り 付い て い 
/ 77 る 筋肉 (大 円 筋 と 小 円 筋 ) の ある 部 


分 が 少し 盛り 上 が っ て いる 。 


肩 か の ら 手 の ひら に か け て 、 筋 肉 の 凹凸 を 少し 

極端 に 描く 。 肩 、 肘 周辺 、 親 指 の 付け 根 の 3 

つ を それ ぞ れ 強調 し て 、 関 節 を 目立た せる 。 
CHECK 


¡e 


助 骨 と 骨盤 の 間 の スペ ー ス が 
女性 より 狭く 、 ワキ 腹 の 筋肉 


( 外 腹 斜 筋 ) が 厚め の 男性 は 、 
くびれ を あま り 描 か な い 。 


= CHECK 


ほう こ 


FET 


うき ん 


fh (解説 P.39) の 流れ 。 


な いそ く こ うき ん 


内 側 広 筋 (解説 P.39) 
の 流れ 。 


One Point 
男性 の 胴体 の コツ 


CHECK 


EIA bb (cl. MELB 
と 内 側 広 筋 の 二 つ の ライ ン 
が 浮き 上 が る の で 、 微 妙 な 
段差 を つけ て 描く 。 


ワキ 周り の 筋肉 


ング 
助 骨 か ら お 尻 ま で を スト ン と 細く 
寸胴 に する と 、 少 年 的 な 体型 に 見 
えま す 。 腹 筋 は 縦 の 線 だ け で 描写 
し 、 あ まり 割れ て いな い 方 が し な 
や か な 印象 に な り ま す 。 


逆 に どっ し り と し た 筋肉 質 の 体型 
場合 は 、 腹 筋 の 縦 の 線 を 省 い て 
横 の 線 を は っ きり と 描き まし ょ う 。 
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真っ すぐ 腕 を 突き 出す の で な 
く 、 少 し 腕 を し な ら せ て 描く 。 


裏側 の 凹凸 は ひか え め 
に する 。 


One Point 
腕 を 図形 で 


捉え よう 


肩 や 腕 は 檜 円 を 連ね た よう 
な アタ リ を と っ て 描き ま 
Ges 


腕 は 円 筒 で す が 、 見 る 角度 
に よっ て は ゆがん だ 檜 円 に 
見 えま す 。 


そう ぼう き 


僧 帽 筋 は 鎖骨 の 端 に くっ つい て いる 。 腕 を 前 CHECK 
に 出し た と き な ど に は 、 肩 に 引っ 張ら れ て 浮 
き 出 る 。 


僧 帆 筋 か ら 三角 筋 が 油 ら か 
に つなが る 線 を 描く 。 


CHECK 


じょう わん きん 
三角 筋 は 、 上 腕 筋 の 位置 へ 潜り 
込む よう に 合流 する 。 上 腕 筋 は 、 
じょう わん に と うき ん じょう わん さん と うき ん 


上 腕 二 頭 筋 と 上 腕 三 頭 筋 の 間 に 
挟ま れ て いる 。 


肩 周 り の 筋肉 


Cos 


お と な し い ウ サギ の イメ ー ジ か ら 、 ま じ め 


で 行儀 の よい キャ ラク ター 性 を 感じ る 人 も 


多い の で は な いで し ょ うか 。 こ こ で は 丁寧 


に お じ ぎ を し て いる 場面 を 題材 に 、 体 の 構 


造 を 見 て いき まし ょ う 。 


う ぼ うき ん 


僧 帽 筋 が 覆っ て いる 領域 の イメ ー ジ 


meta VNV 人 4 
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CHECK パー ス を 意識 する と どう し て も ポー ズ が 硬く 
な っ て し まい が ち 。 ア タリ を 描い た ら 、 首 や 足 UH 
. 先 な ど を ほん の 少し だ け 傾 ける と 自然 に な る 。 
実際 の ウサ ギ っ ぽい 姿勢 で し ゃ が 
ん で いる 絵 で す 。 座 っ た ポー ズ は 
= ー ス の 狂い が 目立ち や すい の で 
注意 し まし よう 。 


CHECK 首 を あま り 傾け て いな い 状 態 で あれ ば 、 
左右 の 目 を つない だ 線 の 傾き が 、 両 肩 、 
胸 、 両 肘 、 両 膝 、 つ ま 先 、 か か と の 傾き 
と それ ぞ れ 平行 に な る よう に 描く と 、 違 
PTFE 『 P 和 感 の な い 座 り ポー ZE な e 


CHECK 


ロッ プイ ヤー も 立っ て いる 耳 と 

同様 に 、 根 も と は 外向 き に つい 

て いる の で 、 ハ の 字 に 広がる 。 
CHECK 


正面 か ら は 見 えな い 位置 だ 
が 、 左 右 の 足 の 付け 根 を つ 
な い だ 線 も 、 し っ か り と ア 
タリ を と っ て 確認 する 。 


CHECK 


自然 な 表現 に する た め に 、 片 足 の つま 先 の 位 
置 を ほん の 少し だ けず ら す 。 極端 に ずら す と 
太もも に 当たっ て し まう の で 注意 する 。 


One Point 
首 を か し げた ポー ズ の 注意 点 ーー 


oe ee oo の @@ の の の の の の の の の の の の の の の の @ の の @o@oo@o@e@ CHECK 


通常 、 大 きく 首 を 傾け る と アゴ の 下 が 見 えま す が 、 
この 絵 の よ うな 場合 は 座っ た キャ ラク ター を 谷 肢 気 


細い 脚 で も 膝 は 大 きく 描く 。 
ゆがん だ 卵 型 の 骨 の 周り を 、 
アゴ の 下 が 見 えな いよ う 「 勤 帯 と 筋肉 が 囲ん で いる 二 重 


に 注意 し まし ょ う 。 で 構造 を イメ ー ジ 。 

また 、 あ まり 極端 に パー ス か RL aA A 
ら 外 れ て 首 を 傾け て し まう = 
と 、 筋 肉 や 骨 を 無視 し た よう 43 
な 角度 に な っ て し まう の で 、 
注意 し まし ょ う 。 


味 に 見 下ろ す ア ング ル な の 
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| oe s Y Th 
ce. ee ee eo oe oo ..na.o..... r Á 
e e ® eeeeseesreee8eeeeee. — 
ep @ @ @ る @ e 1 eo e る @e e e oe eo る ‘ > 


ネズ ミ は 人 間 の 生活 と 密接 な 関係 を 持ち も 、 ネ ズミ を モチ ー フ と し た キャ ラク ター も た くさ ん いま す 。 
. 同じ よう な 動物 の リス と 比べ る と 耳 は 大 きく て 丸く 、 特 徴 的 な 形 を し て いる の で ケモ ミミ 絵 と の 相性 ` 


9 ee © @ ee ee 


・・・ も よい で す 。 ee 


小さ な ネズ ミ の キャ ラク ター 
が 、 慌 て て 走っ て いる よう な 
場面 。 奥 行き を 意識 する と 曜 
動 感 の ある 絵 に な り ます 。 


ネス ズミ 耳 の 特徴 ra 


e600000000000000000 - 


斜め か ら 見 た 骨盤 の 形 は イメ ー ジ 
し に くい が 、 上 側 の へ り を な ぞ っ 
た ハー ト 形 で アタ リ を と り 、 肩 と 


同じ 程度 の 横幅 で 描く 。 
ネズ ミ の 耳 は と て も 薄い 構 
造 に な っ て いま す 。 イ ヌ や a Cc"? 
ネコ な ど と 比べ て あま り 毛 os 2 


が 目立た ず 、 特 に ハツ カネ 
ズミ の よう な 小さ な 種類 は 
耳 の 裏側 に 産毛 が 生え て い 
る 程度 で す 。 


One Point 
デフ ォ ル メ し や すい 


ネズ ミ 


ネズ ミ は デフ ォ ル メ と 非常 に 相 
性 が よい で す 。 デ フォ ル メ し た 
絵 を あめ まり リ アル に 描き 分 ける 
必要 は な いか も し れ ま せん が 、 
参考 まで に オス と メス の 特徴 の 
違い を 紹介 し て お きま す 。 


Fl 


耳 の 生え 方 は ウサ ギ と 似 て 
いて 、 後 頭 部 か ら 生 えて い 
る よう に 描き ます 。 


es... @ @ @ 


s. @ @ @ @ ぁ 


CHECK 


走っ た り 、 身 構え た りす る ポー ズ 
は 自然 と 前 傾 姿 勢 に な る 。 直立 し 
て いる と きよ り も 肩 が 高い 位置 に 
な る こと に 注意 する 。 


肩 と 腰 の 線 は ほとん ど 平 行 に 見 え 
る が 、 微 妙 に 奥 へ 向かっ て 収束 し 
て いる 。 こ の 傾き の 差 に よっ て 、 
絵 を 見 る 人 に 空間 の 奥行 き を 想像 
させ 、 こ っ ち へ 向かっ て 走っ て く 
る 動き を 強調 し て いる 。 


オス は メス に 比べ て 
お な か の 中 心 が ま ん 
丸 に 膨れ る 。 


メス は 下腹 と 脚 の 境界 
が 目立た ず 、 ふ っ くら 
と 垂れ た 体型 。 


mA HAY NWA ae 
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s oe ee oe oo oe oe oe oe eo .. o... . @ se 


a. 


EROTICA ES SNTERUA. 


es eo se oe oe ee . 0.0... @ $e $s 


e © © © © る 


ss ee se ees oe se ee es f 
ss oe eo oe .. oee eeoee | 


oe es see se @ @ 8 @ @ @ @ f 


の o の o 0 p を $ oe ese | 


ご ここ で は 完 


全 に 擬人 化 せ ず に 、 


半身 が ヒツジ 


の キャ ラク ター ー の 描き 方 を 見 て いき ます 。 + 


リ シ ャ 神 話 の パー ン や 、 キリ スト 教 が 描い た 


悪魔 の イメ ー ジ と 重なる の で 、 


E LUD 


部 分 も あり ます が 、 


あり ます 。 服 を 着 て いな い 人 9 だ け 簡 単に な る 
逆 に 意 


識 し な けれ ば な ら 


CHECK 


CHECK 


ヒツジ らし (上 目 


の 描き 方 


CHECK 


ヒツジ は ウマ や ウシ と 同様 
に まつ げ が 濃い で す 。 EA 
を や や 横長 に 描く と 、 ヒ ツ 
ジ 独 特 の 、 焦 点 が 合っ て い 
な い 吸 い 込ま れ そ うな 目 に 
な り ま す 。 


人 間 の 体 で いう と か か と に あたる 部 分 。 歩 く 
と き に 、 こ の 部 分 が 地面 に つく こと は な い 。 
擬人 化し た 絵 で も 意識 し て みる と 、 踏 が 脚 の 
指 と 対応 し た 部 位 で ある こと が 理解 で きる 。 
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な い 点 も 増え る の で 注意 し まし よう 。 


腰 か ら お 尻 ま で は 、 ヒ ツジ の 体 そ の も の を 
描く の で は な く 、 人 間 の 体 に ヒツジ の 毛 が 
生え た よう な イメ ー ジ で 描く と よい 。 


太もも は 人 間 よ り も 筋肉 量 が 多い こと を 意 
識 し て 描く 。 緑 で 描い た 人 間 サ イズ と 比べ 
て ひと 回 り 大 きい くら い 。 


ヒ ツ シ 耳 の 特徴 


> 


ヒツジ の 耳 は ウサ ギ の 耳 と 
形 も 位置 も よく 似 て いま す 
が 、 ウ サギ の よう に 上 へ 立 
て る こと は な いた め 、 擬 人 
化し た と き は 人 間 の 耳 と 同 
じ 位 置か ら 生 や し て も よい 
で し ょ う 。 角 が な い 種 類 の 
ヒツジ は 、 こ の 耳 を 目立た 
せ て ヒツジ らし さ を 出 し ま 
し よう 。 


e... | 


足 を 組ん で 座る 


EVV ORE SO R—TT, PIO 
へ アー の 男性 に 擬人 化し た 絆 で す 。 ア 
JO" —i - 70 年 作 の ソウ ル 
ミュ ー ジ ッ ク と 密接 な 関係 が あり 、 現 代 
THE IS r ZV ZAI] ADE 
いう イメ ー ジ が あり ます 。 力強く オシ ャ 
レ な 絵 の モ チー フ に お すす めで す 。 


ヒツジ の 体毛 を イメ ー ジ し た ア 

フロ ヘア ー。 特徴 に 沿っ た デフ ォ 

ル メ を する こと は 、 わ か りや すさ 

を 得 ら れる と と も に 、 キャ ラク 

ター の 雰囲気 づく り に も 役立つ 。 
CHECK 


meer IWVNVA Ai 


足 を 組ん だ ポー ズ は 、 ま ず 腰 の 部 
分 に パン ツ の よう な 形 を 描い て 、 
脚 の 付け 根 の 位置 を お お よそ 把握 
する 。 お 尻 が 下 に 長く な り が ちな 
の で 、 パ ン ツ の 縦 の 幅 よ り 長 く な 


CHECK 


上 の 膝 を 描き 入れ た 
ら 、 近 い 位置 に そろ え 
る よう に し て 下 の 脚 の 
膝 を 描く 。 


を 描い て 、 


どん な に 短く て も 問題 な い 。 


One Point 


ら な いよ うに 注意 する 。 


膝 を 違和感 な くそ ろ え て 描く こと 
が で きれ ば 、 下 の 脚 の 太もも は 、 


ヒツジ の 角 


角 は 表面 と 裏面 が め る こと を き 


ちん と イメ ー ジ し ます 。 こ の 意 
識 が ちゃ ん と で き て いる と 、 ア 
ン モ ナイ ト 状 に ね じ れ た 形 も 描 
き や す く な り ま す 。 


CHECK 


脚 の 付け 根 か ら 細 長い 椿 円 


上 側 の 脚 の 太 も の 
も の 位置 を 決め る 。 と / A 


\ 
) 
de 


Ly 


De 


CHECK 


スー ツ の ズボン は 、 立 っ た と き 
に 丁度 よい 長 さ に な る よう に 仕 
立て る の で 、 座 る と 裾 が 持ち 上 
が っ て 靴下 が 見 える 。 


ヒツジ の 角 の 形 は 種類 に よっ 
て さま ざま で 、 シ カ の よう に 
オス だ か ら 角 が ある わけ で は 
な く 、 オ ス と メス 両方 に 角 が 
ある 種類 や 、 メ ス に し か な い 
種類 も 存在 し ます 。 


55 


サル 且 


サル は ほとん ど 人 間 と 変わ ら な いた め 
サル の 絵 で ある と 区 別 で きる よう に 、 


ボー ル に 登る 


、 小 さ な 特 徴 を 大 げ さ に 描く EN AS 
し っ か り ポ イン ト を 押さ えま し ょ う 。 


に っ 


身軽 な サル らし く 、 棒状 の 物 に スイ | 


CHECK 


牙 を 獣 っ ぽい ギザ ギザ し た 
描写 に する 。 


スイ 登っ て いく イメ ー ジ の 絵 で す 。 


_ ポー ル を つか お 手足 の 指 の 形 だ け で _ 
な く 、 表 情 な ど に も 気 を 使っ て 描い 


て み ま し ょ う 。 


CHECK 


耳 は 人 間 と 比べ る と 少 
し 高い 位置 に ある 。 


CHECK 


CHECK 
ず に 、 


ふく ちょ くき ん 


腹 直 筋 の 横 方 向 の 割れ 方 は 、 
お へ その 高 さ の も の だ け 水 平 
に 近い 線 で 、 


One Point 
サル 耳 の 特徴 


の よう に 膨 


サル の 耳 の 形 は ほとん ど 人 間 
と 変わ り ま せん 。 ニ ホン ザル 
の よう に 先端 を 少し 失 ら せる 
と 違い が 表現 で きま す 。 
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目 の 上 の 骨 が せり 出し て い 
て 彫り が 深い 。 
は っ きり と 描か な い 。 


鼻筋 を あま り 詳細 に 描か 
鼻 の 穴 だ け を 描く 
と 獣 ら し さ が 出 る 。 


眉 は あま り 


CHECK 


それ より 上 は 山 
らむ 。 


CHECK 
足 の 指 や し っ ぱ ぽ も 手 の よ う 


に 和 器用 に 使っ て いる と 、 サ 
ル ら し く 見 える 。 


6 @ 


0 RV COR SIE, RITER, AROBNEMTT, AIEMEOMEE LT | 
・ ます 。 こと で は 、 トラ の 力 強 さ を 活か し た キャ ラク ター 作り を 見 て いき まし ょ う 。 III 


背中 を 丸め て いつ で も 動き 出せ る © 


oe c.oo 


ae r. 


so es ee se 


きょく か きん し ょ うえ ん 


隷下 筋 と 小 円 筋 は 、 腕 の 骨 
へ 肩 側 か ら つなが る 。 


Mur\med | 


だ いえ ん きん こう は じょう わん さん と うき ん 


大 円 筋 と 広 背筋 は 上 腕 三 頭 筋 の 
下 へ 潜り 込み 、 ワ キ の 下 か ら 腕 


CHECK 


姿勢 。 ト ラ は ネコ 科 で も 最大 級 の 


内 人 動物 な の で 、 姿勢 に も 風格 が 


出る よう 意識 し まし ょ う 。 


の 骨 へ つなが る 。 


CHECK 腕 を 体 の 前 へ 垂らし た り 、 


肩 、 背中 周り の 筋肉 


One Point 
トラ 耳 の 特徴 


トラ の 耳 は ネコ の よう に 薄く 、 中 に つっ すら と 
白い 毛 が 生 えて いま す 。 外側 は 真っ 黒 で 白 
い 目 玉 模 様 ( 虎 古 状 斑 (解説 P.1 14)) が 
あり ます 。 外側 が 黒い の で 、 耳 の 内 側が 透 


け て 見 えた り は し ませ ん 。 耳 の 中 の 白い 毛 
は 、 キ ツネ や オオ カミ の よう に 長く 密 に 生え 
て いま す 。 


突き 出し た りす る と 、 ワキ 
腹 の 上 部 に 広 背筋 の 陰影 が 
浮か ぶ 。 


CHECK 


脚 を 体 の 前 へ 曲げ る と 、 
ちゅ う で ん きん いで ん きん 


PORO do. KR 
は 伸び て 横 側 が へ こむ 。 


髪 や 顔 、 体 に も シマ シマ 模様 
を 描く と 、 ト ラ ら し さ が 強 調 
され る 。 

CHECK 


CHECK 


手 や 足 を 2 割増 し ほど 


トラ は ネコ 科 だ が 、 瞳 大 きく 描い て 、 力 強 さ 


孔 は 縦長 に は 細 ま ら な を 印象 づけ る 。 
い 。 明 る いと ころ で は CHECK 
小さ な 丸 に な る 。 77 


CHECK 


(8) ES ae dd: 


特徴 的 な し っ ぽ 。 最 も ト 

ラ ら し い パ ー ツ に な る の 

で 、 丁 寧 に 描き こむ 。 
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ふか ん \ 
佑 剛 の アン グル な の で 、 
胸 が 放射 状 に 広がっ て い 


盤 の 丸み に 注意 する 。 


> 
» o en aa‘ O 
ee  @ 。 @  @e @  @ @ 9 @ @e e... @ る see @ Q e  @  @  @ @ @ @  @ eee @ @ @ @ @ ..ocoso 
...o.o eo oe eo ee oe oe ee @ @ る @ oso o ee e @e ee eo e @ o... @ e @ . o @ o 
s .. e... 


e ee oo oe ee 9 oo oo . e... © se © e... る 


"ウシ は 、 乳 和牛 や 闘 御 な ど イ メー ジ の 膨らませ や すい 動物 で す 。 女 性 の 場合 は 、 乳 和牛 の イメ ー ジ か ら 胸 ) 


の 大 き さ を 強調 し た キャ ラク ター の 絵 、 男 性 の 場合 は 、 同 牛 の イ メー ジ か ら 強く 迫力 の ある キャ ラク | 
ee EM ar tee ery eres 


の グラ ビア ペー ジ を 飾る よう な 
et ズ で す 。 カ ウ ガ ー ル 風 
の ファ ッ シ ョ ン を イメ ー - ジ し て 描い 
で いま す 。 


AS 
y HF 
Y a 

| 


CHECK 


ウシ は オス 、 メ ス 関 係 な く 角 が ある 。 AOR 
ウシ は 、 除 角 さ れ た か 、 品 種 改良 され て いる 。 


One Point 


ウシ の 耳 は ウサ ギ の 耳 を 幅広 
に し て 、 耳 の 内 側 に も 毛 を 生 
や し た よう な 感じ を イメ ー ジ し 
まし ょ う 。 


る こと や 、 上 か ら 見 た 骨 


CHECK 
盛り 上 が っ た 胸 を 左右 か ら 寄 
せる こ ET. 谷間 が で きる 。 


コル セッ ト の よう な 固い 衣類 
や 、 水 着 や ブラ ジャ ー の よう に 
紐 で 胸 を 吊り 上 げ る 衣類 を 着る 
と 、 バ スト の 上 部 が 丸く 膨らむ 。 


AS BROME 


バス ト は 大 胸 筋 の 外側 、 
左右 の 斜め 下 に 飛び 出す 
よう に 付い て いま す 。 服 

i 1 ムチ の よう に し て 使え る 
や 下着 で 締め 付け な い ん a rene 
と 、 谷 間 が は っ きり 見 え よう な アク ショ ン を つけ 


る こと は あり ませ ん 。 A て 、 ポ ー ズ の イメ ー ジ と 
= 合わ せる 。 


e © 


.......o... o... @ ee @ © @ @ 


CHECK オレ ンジ の 点線 で 示し た 、 ゆ る や か CHECK 
な パー ス 線 を 補助 線 と し て 利用 し 、 耳 は 角 の すぐ 下 か ら 生 や す と 、 
左右 の 目 、 両 肩 腰 、 両 膝 、 つ ま 先 、 ウシ らし く な る 。 

か か と を パー ス に 沿わ せ て 描く 。 


CHECK 


ほん の 少し カー ブ を つけ た 
ほう が 自然 な 感じ に な る 。 


fat 
E IICA ~ 
N aL 真っ すぐ に 見 える 手首 も 、 


太もも を 太く 、 膝 か ら 下 を 
スリ ム に 描く と 、 ウ シ の 肢 
の イメ ー ジ に 近づく 。 


ど ゆ っ と 構え で 立つ オス 


数 ある ウシ の 種類 の 中 で も 、 バ イソ ン を イメ ー ジ し 
た よう な 、 角 ば っ た イメ ー ジ の 男性 キャ ラク ター。 
ウシ らし い 人 迫力 の ある 絵 に する た め に 、 パ バー ス に 気 
を 使っ て いま す 。 斜め に 立っ た キャ ラク ター の 繧 は 
難し く 、 上 半身 と 下半身 の パース が 合わ な く な っ て 
し まう こと も ある の で 注意 し まし ょ う 。 


オス の ウシ の 角張っ た フォ ルム を イメ ー ジ し 
て 、 上 半身 は 大 きく 硬 そ うな 筋肉 を 、 太 も も は 
弧 を 描い て 太く する と それ らし く な る 。 


One Point 
パー ス 線 の 引き 方 


パー ス 線 は (AOR AA 線 AERO) 
と 、「 左 右 の つま 先 (か か と ) を 結ぶ ] 線 ( 左 
HO) を 参照 し て 引き まし ょ う 。 
この と き 、 両 方 の 線 が 交わ る 角度 が 20 ~ 
30 度 くら い に な る よう に 線 を 引き ます 。 
80 度 近い 大 き な 角 度 で 交わ っ て いる 場合 
(下図 ) は 、 極 端 な 広角 パー ス な の で 、 普 
通 の 立ち 絵 に は 向き ませ ん 。 


¿NAAA SOS 


WASNS Yu AON 
ESSC HAN- SEN 


e 
e 


一 般 的 に 「 全 景 を 見 せる 説明 的 な 絵 ] は 広 
角 パ ー ス 、「 了 臨場 感 の ある 絵 ] は 望遠 パー 
ス で 描く べき だ と いわ れ て いま す 。 
望遠 パー ス は 、 遠 くに ある 物 が と て も 近く 
見 え 、 背 景 は 細か い 部 分 が 見 えな く な る た 
め 、 画 面 の 中 の 主役 に 意識 が 向き や すい と 
され て いま す (例外 と し て 、 少 年 漫画 の バ 
トル シー ン な ど は 、 一 部 分 だ け を 広角 パー 
ス で 描く 「 嘘 パー ス 」 が 使わ れ て いる こと 
も あり ます )。 広角 パー ス は 、 顔 や プロ ポー 
ショ ン が ゆがん で デフ ォ ル メ さ れる た め 、 
キャ ラク ター を 美しく 見 せる こと に 重点 を 置 
く 場 合 は 望遠 パー ス を 用 いま す 。 パ ー ス を 
描き 慣れ て いな い 人 は 、 望 遠 パ ー ス で 捉え 
た 人 物 に 広角 パー ス の 背景 を 合わ せ て し ま 
う の で 、「 パ ー ス は 正しく 描い て いる の に 背 
景 か ら 人 物 が 浮く 」 な ど と いう こと が 起き て 
し まい ます 。 


mes IWVNVA Ai 
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‚ ケモ ミミ を 持っ た 人 間 は 実際 に は 存在 し ませ ん が 、 こ れ ま で に 紹介 し て きた ケモ ミミ キャ ラク ター た 


ち は 実 在 する 動物 を も と に し た も の 。 こ こ で は 、 ド ラゴン や 妖精 、 エ ルフ と いっ た 、 実 在 し な い 幻 想 
の 世界 の 生き 物 た ち を 題材 に し た キャ ラク ター を 紹介 し て いき ます 。 


ァ ン タタ ジー 作品 で し ば し ば 登場 する ド 


ラコ ント カケ の よう な に コウ モリ の 


READUICK DISREDEWCT o 
目 は あま り 白 目 部 分 を 強調 し な CHECK 


い 。 こ うす る こと で 考え の 読め な ag 角 は ヤギ の よう な イメ ー ジ 。 
い 、 得 体 の 知れ な い 感 じ が 出る 。 西洋 の 悪魔 に 近い 。 


II. 
CHECK 哨 乳 類 で は な い の で 、 バ ドラ ゴン の 征 
スト は あえ て 小さ め に 描 


く の も よい 。 


し っ ぽ は 恐竜 の も の に 近い 
イメ ー ジ で 。 こ の 絵 で は ス 
テ ゴ サ ウル ス を 意識 し た 。 


CHECK 
@) 了 征 は 角 と エラ に 一 体 化 さ せ た 
し ANOS, つん ーッ シン グー ツイ "mm よう な 形 。 耳 の 穴 は トカ ゲ の 
f 内 eek 耳 を 参考 に し て いま す 。 


AL BH. RB. LolfEW 
で は 悪魔 と 区 別 が つか な 
ODT, MROK i 
鱗 を 描い て 特徴 を 出す 。 


One Point NuARED SLATS 
yee よう に 描く と 、 収 まり が よ 
ドラ ゴン の 爪 o い 。 形 は コウ モリ を 意識 。 


腕 な いし 爪 の 形 は 西洋 甲 


青 の ガ ント レッ ト (BEF) 
を モデ ル に し て 描き こん 
で いま す 。 


ワイ バニ ン オス ) 


ワイ バー ン は 鳥 と 肥 虫 類 を 組み 合わ せ た よ うな 見 た 
目 の 生き 物 で す 。 イ ギリ ス で は 四 つ 足 の ドラ ゴン と 
区 別して 、 二 つ 足 で 前 脚 が 翼 に な っ て いる ドラ ゴン 
を ワイ バー ン と 呼び 、 紋 章 な ど に 用 いた り も し ます 。 


CHECK 


ROHS. ROHN E 
想像 させ る 、 流 水文 の よう 


な 線 を 意識 し て 描く 。 


2 


鎖骨 と 胸 の 位置 が 高く な り 、 ア ゴ 
の すぐ 下 に ある こと に 注意 する 。 


大 きく の け 反 っ て 、 上 半身 が アオ CHECK 
リ の アン グル に な っ て いる の で 、 
助 骨 が 縦 方 向 に 潰れ て 見 える 。 


ドラ ゴン の 糞 


う 。 人 間 で いう 手 の 指 が 翼 の 骨 に な っ て いま す 。 


ピン ク の 線 は 胸 が 一 番 高 く 盛り 
Rear 上 が っ て いる ライ ン の アタ リ 。 


ドラ ゴン の 翼 は コウ モリ の 羽 を 参考 に 描い て み ま し よ ょ 


One Point 
ワイ バー ン の 耳 


鳥 と ドラ ゴン の 特徴 を 混ぜ て 、 衣 と 鳥 の 


トサカ を 足し た よう な 耳 に し て いま す 。 神 
話 や 物語 に 出 て くる 不思議 な 生物 の 体 の 
パー ツ は 、 実 際 の 動物 を 組み 合わ せ て 考 
えら れ て いる こと が ほとん ど で す 。 


い WVNyA Mi 


sms | 
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C 


こち ら は 海 の ド ラゴン と も いう べき 、 シ ー サ ー ペ ン 
ト 風 に 。 東 洋 の 龍 の よう に 水 と 関係 が 深く 、 長 い 腸 
体 を 持つ イメ ー ジ が あり ます 。 擬人 化す る 場合 は 、 
SEP ( 半 人 半 蛇 ) や 人 魚 に 見 えな いよ うに 工夫 し 
まし ょ う 。 水 に 棲む 恐竜 の モ サ サウ ルス や ウミ イグ 
アナ の パー ツ を 盛り 込む と それ らし く な り ま す 。 


細長 い 胴 は 、 断 面 の 形 を イ 
メー ジ し な が ら シ ワ を 描く 。 
CHECK 


One Point 
シ ツー サー ペン ト の 耳 


..0.000...e......... 


A eos pap raya lb, 
を 合成 し た よう な 耳 に し て い 
ます 。 水 が き の よう な 膜 が あ 
る の も ポイ ント で す 。 


CHECK 
架空 の 生物 と は いえ 、 腕 の 付 
け 根 は きち ん と 意識 する 。 


し っ ぱ ぽ の 形 は モ サ サウ ルス の も の を 参考 CHECK 


に 描く 。 モ ササ ウル ス と は 、 イ ルカ と ワ 
二 を 足し た よう な 古生物 。 


ヒレ 。 こ ちら も モ サ サウ ルス の ヒレ の 形 を 参考 に : 
し て いる 。 人 間 の 骨盤 ( 足 の 付け 根 ) か ら ヒ レ の CHECK 


BRUTO EITE, REOLMICUL 
リティ が 生ま れる 。 


上 半身 が 人 間 な の で 、 し っ ぱ ぽ を 曲げ たり 、 と 


ひざ 


ぐろ を 巻い た りさ せる アク ショ ン は 本 来 の 膝 
の 位置 より 先 で 行う 方 が 、 自 然 な 印象 に な る 。 


One Point 


ERROM a 
鱗 は 細か いも の を びっ し oe AP 


り と は 描か ず に 、 大 き な o 
も の を 要 所 要 所 に だ け 貼 り 付 ける よう な 手法 を 取り ます 。 
見 栄え も よく 、 作 業 時 間 の 短縮 に も つなが り ま す 。 


<ER. 周囲 に は 引っ 張 
られ て シワ が で きる 。 


華 秦 で ある と 上 腕骨 が 目立つ CHECK a 

*、 肩 げ さ な くら y 
CS 腕 の 動き に よっ て 大 きく 動 妖精 g 
SC Bai HN o 


= フェ アリ ー と 呼ば れる タイ プ 

ee) (5) の 妖精 で す 。 広 く は 火の玉 や 

鎖 則 の で っ ぱり 。 動物 の 姿 の 者 も 含ま れ ま す 

CHECK y á N が 、 こ こ で は 最も メジ ャ ー な 、 

e a 中 の 羽 を 持っ た 小 人 の 姿 を し 

al 腕 の 筋肉 の 流れ 。 た 絵 で 紹介 し ます 。 
足 を 曲げ る と 、 お 尻 の 
ここ が 膨らむ 。 
CHECK 
お 尻 の 筋肉 が 太もも の 側 


面 へ 向かっ て 流れ る の を 
意識 し て 、 膨 ら ま せる 。 


CHECK 膝 裏 で 太もも か ら の 筋肉 
と 、 ふ くら は ぎの 筋肉 の 
流れ が 交わ る 。 


太もも は 、 紫 で 示し た ス 
ラッ と し た ライ ン か ら 、 / 
赤 で 示し た ハム スト リン ーッ 
グ の 膨らみ が 飛び 出 て 、 
うっ すら と 山 が 二 つ 見 え 


る よう に 描く 。 


体 の 膨らん で いる 部 分 に 
ハイ ライ ト を 描き こん 
で 、 服 に 立体 感 を 与え る 。 


One Point 
妖精 の 羽 


女の子 の 場合 、 握 りこ ぶし 
の 指 が 1 本 飛び 出す よう に 
し て 描く と 、 ほ ど よ く 脱 力 
し た し ぐさ に 見 えて 可愛 ら 
し い 印 象 に な る 。 


妖精 の 羽 は 、 チ ョ ウ や トン ボ な どの 羽 虫 を 参考 に 描き 
ます 。 躍 の 羽 の 模様 は 複雑 で す が 、 基 本 的 な パタ ー 
ン を 知っ て 利用 し まし よう 。 


オレ ンジ で 描い た 細長 い 
パー ツ が まず あり 、 そ の 
周り を 囲ん で 花びら が 広 
が る よう に 濃い ピン ク で 示 
し た 部 分 の 模様 を 描く 。 
大 きい 方 の 羽 は 、 さ ら に 
も う ひ と 回 り 花びら を 広げ 
る よう に 、 薄 い ピ ンク 部 
分 の 模様 を 描き 加え る 。 
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エル フ は ファ ンタ ジー 世界 に し ば し 
END)  sessannaics. are 
i gp _BEEOABCDSDEDS aU) 
SEDIA, 1 er un 
ee _ マグ の で 、 特 徴 的 な 耳 の 形 を 強調 し た 
MEATUS. 4 り 、 エ ルフ の 持つ 独特 の 文化 を 装 

師 品 や 服装 で 描写 し た り し て 、 人 


間 と の 違い を 出し て いき まし ょ うっ 。 


aaa Ma 
境界 に な る 。 Po 


後ろ 向き 斜め アン グル の と き は 、 潰 れ た 卵 形 
を し た 助 骨 の 厚み を 意識 し て 描く 。 胸 の 厚み 
は 、 こ の 薄く 潰し た 卵 の よう な 形 の 助 骨 で ア 
タリ を 取る こと で 、 後 ろ 向 き で も 正確 に 捉え 
られ る 。 


エル フ の 耳 
eo の らら の の の の の の 6 の 6 ら の の 9 E 
CHECK He Ree FOSA O 
か せる と 、 振 り 返る 
動き を 表現 で きる 。 


現代 の ファ ンタ ジー 作品 に 登 
場 す る エル フ の 耳 は 「 笹 耳 ] 
と も 呼ば れる 長い も の と 、 先 
端 が 少し 失っ て いる だ け の 短 
いも の に 大 別 さ れ ま す 。 短 い 
エル フ 耳 の 歴史 は 古く 、 北 欧 = 
神話 を ベー ス に 80 年 程 前 に i 1 y AAA SEEE 
創作 され まし た 。 長 い 笹 耳 は 

日 本 的 な アレ ンジ と も いえ ま 
Se 


裾 の シワ は 、 左 右 の 膝 か ら 足 先 ま 
で を つなぐ 線 と 、 左 右 の 膝 裏 を つ 
な ぐ 線 を 描く と 、 中 で 足 を 大 きく 
動か し て いる の が 伝わる 。 


ee @ © @ 4. 06. の 060.4000000 


ee 
ee 
ee 
ee 
ee 
ee 
ee 
ee 
ee 
ee 
. è 
ee 
ee 
ee 
ee 
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- 爪 研ぎ 、 毛 づく ろ い と いっ た 行動 や 、 気 まぐ れ 、 孤 独 を 好む と いっ た 性 格 は 、 ネ コ 耳 の キャ ラク ター | 
を 描く と き に 活か すこ と が で きま す 。 こ うい っ た 実際 の ネコ の 特徴 を 踏ま えつ つ 、 描 く と き の ポ イン | 
pd oh rt すす 


De 


CHECK 
ネコ の 耳 は 大 きめ で 、 耳 の 端 は 
輪郭 に 沿っ て 描く と よい 。 


ネコ の キャ ラク ター を 正面 か ら 


見 た 絵 で す 。 描 く と き の ポ イン 


ト を 見 て み ま し ょ う 。 


目 は 大 きく 、 ツ リ 目 気味 で 、 


瞳孔 が 縦 に 長い 。 


One Point 
毛 の 長 さ 


ネコ は 、 毛 が 短い も の が 多い で す が 、 
ペル シャ ネコ の よう に 長い 種類 も いま 
す 。 ロ ング へ アー な ど に し て 種類 の 違 
い を 出し て みる の も 面白 いで し ょ う 。 


CHECK 


CHECK 


少し 眠 そ うな 表情 は 、1 日 
の 大 半 を 寝 て 過ごす ネコ に 
ぴっ た り 。 


CHECK 


長い し っ ぽ は 人 筒 状 。 種 類 に 


| 


よっ て は 短い も の も いる 。 
jones き 徴 的 な 鋭い 爪 は 少し 内 側 
に カー ブ し て いる 。 自在 に 
AAA H し 入れ で きる の も 特徴 。 
手足 は あま り 筋 肉 を 目立た せ 


ず 、 し な や か さ を 強 調 し て 描 
く と ネコ らし い 。 


Dt 
=) 


横向 き の ネ コ 。 耳 、 し っ ぽ の 位置 と 人 


後ろ 向 さ の 絵 で は 、 耳 と し っ ぽ へ の 配 


体 と の バラ ンス を し つか り と イメ ー ジ 


慮 が さら に 必要 に な っ て きま す 。 


し て か ら 描 きま し ょ う 。 


CHECK 


横 か ら 見 る と 耳 は 前 傾 気 味 に な 
る 。 ど こ か ら 生 えて いる の か きち 
ん と 意識 する 。 


CHECK 目 つき に 注意 。 ツ リ 目 の キャ ラク 
ター は 横 を 向く と 表情 の きつ さ が 


強調 され て し まい が ち 。 


ネコ の 身軽 さ を 表 現す る た め に 軽 
く ス テッ プ を 踏ん で いる 。 


One Point 
暗 間 で 光る ネコ の 目 


e0......e... ....c.e .cr. .re..s 
みゃく らく へ き ば ん 


CHECK 


ネコ 耳 は 後ろ か ら 見 る と 
髪の毛 と の 境界 線 が わか 
り に くく な る の で 気 を 
使っ て 描く 。 


横向 き の と き と 同 様 に 、 
し っ ぱ ぽ の 位置 に 気 を 使 
う 。 生 えて いる 部 分 が 見 
える の で 服装 と の 関係 に 
も 裏付け が 必要 に な る 。 


ネコ の 網膜 の 裏側 に は 、 脈 絡 壁 版 と 呼ば れる 鏡 の よう な 組織 が あり ま 
す 。 目 に 光 が 入 る と 、 網 膜 に 吸収 され な か っ た 光 が こ れ に よっ て 反射 
され る の で 、 ネ コ の 目 は 光っ て 見 えま す 。 
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EUROS ) >) One Point 


年 老い る と 雑 に な る 


ネコ は 周囲 の 変化 に 敏感 で いる た め に 、 Era P .0000000000000000000000 
い の た め に 体 を な め ま す 。 ま た 、 キ レイ 好き な 動 年 を と っ た ネコ は 毛 づく ろ い の 回 数 が 減 


物 な の で 水 に 濡れ る な どの ちょ っ と し た こと で な り 、 だ ん だ ん と 雑 に な っ て いき ます 。 こう 
め た り 、 パ ニッ ク に な っ た と き に する 転嫁 行動 の し た 生態 も キャ ラク ター 設定 に 活か し て 
ー と も あり ます 。 みる と 面白 いで し ょ う 。 


ioe 場面 的 に 頭 が 下 を 向き が ちな の で 、 
耳 と 頭 の 関係 を 意識 し て 描く 。 


CHECK ネコ に と っ て 体 を な め る こと は 重要 な 


日 課 。 リラ ックス し た 状態 な の か 、 一 
生 懸 命 や っ て いる の か に よっ て 、 表 情 


に 差 を つけ る の も よい 。 


CHECK ネコ な ら で は の 行動 な の で 、 こ の 
絵 で は 人 間 ら し い 姿 勢 に な りす ぎ 
な いよ うに 注意 し て いる 。 


座っ て いる 姿勢 で は し っ ぽ を 
意識 する 。 生 えて いる 位置 や 
方 向 に 気 を 使う 。 


| CHECK 接地 し て いる 手 や 足 の 位置 に 
VORE aed om aia ea 注意 。 重 心 の 位置 を し っ か り 
と 意識 する 。 


CHECK 


耳 は ニュ ー ト ラル な 状態 。 


目線 を こち ら に 向け て 、 相 手 
が いる こと を 想像 させ る 。 


首 を か じ げ る オス) 


ネコ は 実に さま ざま な 理由 で 首 を か し げ ま 
す 。 考 えて いる と き や 、 音 を 聴き と ろう と 
し て いる と き 、 挨 拶 や 単純 に 人 の まね を し 
て 首 を か し げ る こと も あり ます 。 こ の 絵 で 
は 、 挨 拶 の 場面 を イメ ー ジ し まし た 。 


アク ショ ン が 少な い 場 面 な の 
で 、 し っ ぱ ぽ に 動き を つけ て 構 
図 に 広がり を 持た せる 。 


y 


CHECK 
研い で いる 爪 に 目線 を 
向け る 。 


Cal 


ネコ が 爪 研 ぎ を する の は 主 に 爪 の 鋭さ を 保 
つた めで す が 、 マ ー キ ング や リラ ックス の 
た め に 行う こと も あり ます 。 


上 半身 を 壁 に 預け て いる 。 マ ー キ ン 
グ が 目的 の 場合 は 、 体 を ぴん と 伸 ば 
し て 高い 位置 で 爪 研ぎ を する 。 


に よっ て は 緊張 させ る な ど し て 、 感 
情 の 変化 を つけ る 。 


\ 

N e 1 人 

| 

| 3 EB A ( % し っ ぽ ぱ は ニュ ー ト ラル な 状態 。 状 況 
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CHECK 体 全体 が 緊張 する た め 、 あ ら ゆ る 毛 が 逆 
立つ 。 こ の 絵 で は ヒゲ を 描い て いな い の 


で 、 髪 の 毛 を 横 方 向 に 立て て いる 。 
CHECK 


肩 の 位置 を 高く する こと で 、 体 を 大 きく 
見 せよ うと し て いる こと を 表現 する 。 


し っ ぽ は ぴん と 伸ばす 。 毛 も ざわ en 


ざわ と 逆 立 っ て いる 様子 で 。 \° \ 


攻撃 的 な 行動 を と る と き は 
瞳孔 が 細長 く な る 。 


\ 
Do \ 
/ 


毛 を 逆 立 て る の は 、 相 手 より 

も 体 を 大 きく 見 せよ うと する 
MTN CS. BL TIS 

ネコ の 特徴 を し っ か り 押さ え 
TLES ルン ン 


{~ 


四肢 が びん と 伸び る 。 


One Point 
耳 を 後ろ に 倒す 


実際 の ネコ が 威 蹴 行動 を と る 場合 は 、 相手 


の 攻撃 か ら 守 る た め に 自分 の 耳 を 完全 に 
後ろ に 倒し ます が 、 絵 に 描く 場合 に これ を 
や っ て し まう と 構図 的 な 魅力 が 失わ れ て 
し まう こと も 。 リ アル さ を 追 求 し た い 場面 
な ご ど で は 意識 し て み ま し ょ う 。 


CHECK 実際 の ネコ は 互い に 顔 を こす りつ け あ っ て 、 自 分 と 相手 の 匂い の 
交換 を 行う 。 ケ モミ ミ 絵 の 場合 は 、 恋 人 や 友達 同士 が じゃ れ あ う 
の よう に 、 人 間 の コミ ュ ニ ケー ショ ン 方 法 で 代用 する と よい 。 


CHECK どう し て も 複数 の キャ ラク ター が 登場 する こと に な る の 
で 、 構 図 に 気 を 付け る 。 特 に キャ ラク ター 同士 が 触れ 合う 
部 分 は 、 位 置 が ご ちゃ ご ちゃ に な ら な いよ うに 。 


hy 体 を みり 寄せ る g 


ee 仲の よい 相手 に 対す る 親愛 の 表現 で す 。 道 


端 で 知っ て いる ネコ に 出会っ た と き な ど の 


挨拶 と し て も 行い ます 。 


CHECK それ ぞ れ の ポー ズ に 変化 を つけ る こと で 、 性 格 の 違 
いや 関係 性 を 表現 で きる 。 こ の 絵 の 場合 、 し っ ぽ の 
動き や 大 き な ア クシ ョ ン か ら 右 の キャ ラク ター が 
引っ ぱる 立場 で ある こと が わか る 。 


CHECK 


視線 と 耳 は 、 獲 物 N x Z し っ ぽ を 緊張 させ て 、 ぴ ん と 伸ばす 。 
の 方 向 へ 向く 。 


Dep. es 
ある こと を 表現 。 


姿勢 を 低く 落と し て 、 和 獲物 に 狙い を 定め て 
いる 場面 。 各 部 位 を 緊張 させ て 、 す ぐに で 
も 飛び か か る 雰囲気 で す 。 
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イヌ は 犬 種 に よっ て 描き 分 ける こ 
と で 幅広 い 表 現 が で きる 動物 で 
す 。 こ こ で は 番犬 と し て 有名 な 
ドー ベル マン を 例 に 描き まし た 。 


服装 は 人 間 部 分 に も か な り 左 右 さ れ て し CHECK 
まう が 、 犬 種 に よっ て イメ ー ジ を 合わ せ 

て 描く と よい 。 こ の 絵 で は 、 ド ー ベ ル マ 

ン の 胸 の 毛色 の 変化 を ベス ト と ワイ シャ 

ツ の 組み 合わ せ で 表現 。 


犬 種 に よっ て 人 間 部 分 の 体 の 大 き さ や 手足 の 
長 さ な ど を 決め る と 、 説 得 力 の ある 絵 に な る 。 


One Point 
本 来 の ドー ベル マン 


ドー ベル マン は 本 来 、 垂 れ 耳 と 長い し っ ぽ を 持っ た 犬 種 
で す 。 映 画 な どの 警備 犬 と し て 登場 する ぴん と 余っ た 耳 
と 短い し っ ぽ の イメ ー ジ は 、 子犬 の 頃 に 断 耳 や 断 尾 を 


行っ た 結果 の 姿 で す 。 最 近 で は こう し た 断 耳 や 断 尾 の 慣 
習 を 撤廃 し てこ 、 あ り の まま の 姿 を 尊重 し よう と いう 動き 


イヌ は 種類 が 多い の で 一 概 に 特徴 を 述べ る の は 難し いで す が 、 元 気 で 主人 愛 が 強く 、 そ し て 、 と て も 
賢い 動物 で す 。 こ こ で は 、 実 際 の イヌ の 性 格 や 行動 を 押さ えつ つ 、 繧 を 描く と き の ポ イン ト を 見 て い 


EIN EEE EEE FREE VAL ST APRS OES EGTA READ 


eoeeeeeseseeeeeeeeeeeeeeeeeeeeseeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee @ 


MEERE 
STi os 


CHECK 


耳 の 形 は 犬 種 に よっ て 全く 違 
う 。 一般 的 に 良く 知ら れる ドー 
ベル マン は 、 縦 に 長い 三角 形 の 
よう な 形 を し て いる 。 少し 厚み 
が ある の が 特徴 。 


CHECK 


正面 か の ら の 絵 で は 、 本 来 短 い 
し っ ぱ ぽ は 見 えな い が 、 わ ざと 位 
置 を ずら し て 体 の 横 か らし っ ぱ ぽ 
を 見 せ て いる 。 


CHECK 


爪 は ネコ と 違っ て 出し 入れ で 
き な い 。 人 間 の 手 の 爪 を 伸 ば 
す と イヌ の イメ ー ジ か ら は 外 
れ て し まう の で 気 を 使う 。 


eeeeeeee eee © 0 @ @ 
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%5 Da 


ma tke SS 


横向 き の 場合 は 、 犬 種 に よっ て 鼻先 の 後ろ向き の 絵 で 重要 に な る の は や は り 
長 さ な ご ど を 考え ます 。 ベ ー ス が 人 間 な し っ ぽ 。 位置 、 向 き 、 長 さ 、 構 図 、 フ 
の か が イメ な の か が 、 設 定 に よっ て も 描き クシ ョ ン な ご 、 考 えな けれ ば な ら な い 
方 を 工夫 し まし ょ う 。 こと が 増え る の で 気 を つけ まし ょ う 。 


耳 の つき 方 に 気 を 付け る 。 こ の CHECK 
絵 で は 、 髪 の 毛 と の 一 体感 を 意 
識 し て 描い て いる 。 


CHECK 
CHECK 
= ドー ベル マン は 大 型 で 鼻先 の 長い 
BOT イヌ だ が 、 こ の 絵 で は 人 間 を ベー 
er ス と し て 、 あ まり 鼻 の 高 さ を 意識 
する こと な く 描 いて いる 。 

服装 と し っ ぽ の 関係 を し っ か り 
イメ ー ジ 。 上 着 と ズボン の 間 か 
ら 出 すか 、 ズ ボン に 穴 が 開い て 
いる よう に 飛び 出さ せる か 、 世 
界 観 や 設定 を きち ん と 考え て お 

く こ と が 重要 。 


イヌ の し っ ぱ ぽ は 他 の 動物 と 比べ 
て 短い も の も 多い が 、 キ ャ ラク 
ター の 性 格 や 体格 に 合わ せ て あ 
る 程度 の 長 さ を 描い て あげ た 方 
が 美しい 構図 に な る 。 


し っ ぱ ぽ の 描き 方 に 注意 。 
位置 や 形 に よっ て は 不 自 
然 さ が 出 て し まう 。 人間 
部 分 の 背骨 を 意識 し て 描 
く 。 


イヌ は 運動 能力 の 高い 動物 な の 
で 、 長 ズボン を は いて いる 場合 
に も 太もも や ふく ら は ぎの 筋肉 
を 意識 し て 描く 。 


目線 を し っ ぽ に 向け る 。 場面 を 伝 
える た め に 、 表 情 を 工夫 する 。 


CHECK 
アク ショ ン 性 の 強い 場面 な の で 髪の毛 を 
な び か せる な どの 細か い 描 写 も 重要 。 


CHECK し っ ぱ 自 体 が キャ ラク ター の 意思 
か ら 独 立 し て いる よう な 表現 を す 
る と 、 ポ ー ズ に 自然 さ が 生 まれ る 。 


CHECK 


腕 を 使わ ず に 不 自由 
さ を 表 現し て いる 。 


CHECK 


状況 に よっ て 追い か け 方 に も 差 を 出す 。 
WEA CUS Sa GS ISEB EO RWI, B 
慎 が た まっ て いる 場合 は イラ イラ し な が 
ら う ろ つ き 回 る 、 と いっ た 具合 。 


自分 の ゆっ つ ぽ を 追い か ける 2) 


イヌ は し ば し ば 自分 の し っ ぽ を 追っ て く 
る くる 回 る よう な 動き を し ます 。 私 た ち 


ae i _ か ら す れ ば 可愛 らし くど こと な く コ ミカ 
EPA TEN REKE SPB EHS Lic 
いと き の 行動 で も め り ま す 。 


One Point 
これ は な ん だ ろう 


幼い イヌ は 自分 の し っ ぽ が 体 の 一 部 
だ と 理解 し て いな いこ と も あり 、 遊 


び 相 手 が い な いと き な ど に よく 追い 
か け て いま す 。 く る くる 回 つて いる 
さま は と て も 可愛 らし く 、 絵 の 題材 
と し て も 適し て いま す 。 
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遠く を 見 る と き 、 手 を 頭 の 上 に か ざ CHECK 


す の は 人 間 特 有 の し ぐさ だ が 、 絵 の 
わか りや すさ を 重視 し て 利用 する 。 


De 


冒険 モノ の ワン シー ン の よう な 


少年 の キャ ラク ター。 実際 の イ 


メ も 、 よ く 遠 く を 見 て いる よう 


な し ぐさ を し ます 。 常 に 飼い 主 


や 周囲 の 動向 を 探っ て いる と い 


う 説 や 、 単 に 犬 種 に よっ て 望遠 


傾向 の 目 を 持っ て いる た め と い 


う 説 が あり ます 。 


EA 


イメ が 飼い 主 や テー ブル な ご ど に 手 を 


か けた りす る の に は さま ざま な 理由 


が あり ます が 、 そ の 多く は 愛情 表現 


だ と いわ れ て いま す 。 表 情 や 姿勢 に 


気 を 付け て 、 イ ヌ 耳 キャ ラク ター が 


発する 愛情 を 描い て あげ まし ょ うっ う 。 


One Point 
格下 に 見 られ て いる ? 


イヌ が 何 か に 手 を か け て いる と き 、 そ れ は か が か け て い 


る 人 や も の を 格下 に 見 て いる と いう 説 も わり ます 。 
イヌ は 格付 け 意 識 の 高い 動物 で 、 自 分 より 順位 が 上 
だ と 判断 し た も の に は 逆らい ませ ん が 、 下 の も の の 
いう こと は 聞き ませ ん 。 絵 の 題材 と し て は 非常 に 面 
白い の で 取り 入れ て みて も よい で し ょ う 。 


遠く の 方 を 見 つめ る の で 顔 の 向 
き が すこ し アオ リ 気 味 に な る 。 
これ に 対応 し て 全体 的 に 顔 の 
パー ツ が 上 方 向 に ずれ る 。 


何 か を 見 つけ て 興奮 し て い 
る よう に 、 目 や 口 な どの 
パー ツ を ば っ と 開く 。 


段差 に 乗せ た 足 。 上 半身 の 動き 
に 対応 させ て 全体 の 構図 の 面白 
み を 図る と と も に 、 活 発 さ を 表 
現す る 意味 合い も ある 。 


目 は 見 開い て 表情 は 明 

る く 、 好 意 を 前 面 に 押 

し 出す よう に 。 
CHECK 


CHECK 


口 も 目 に 合わ せ て ぱっ 
と 開く 。 犬歯 が 目立つ 
よう に 描い て も よい 。 

W 


CHECK 手 を 置い て いる 物 に よっ て 、 指 の 形 が 変わ る こと に 注 
意 。 床 や 階段 の よう な 人 硬い 場所 に 触れ て いる の か 、 人 
体 や クッ ショ ン の よう な 和 柔らかい 場所 な の か 、 し っ か 
り と イメ ー ジ する 。 
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イヌ が 飼い 主 に 対し て 軽く タッ チ し た ら 小 
\ y 
か まつ で は し し オス さく 咲 えて 、 自 分 に 関心 を 向け よう と し て 


いる 場面 で す 。 表 情 を 柔らか くす る こと を 
心がけ て 、 愛 くる し さ を 表 現し まし ょ う 。 | 


耳 は 興味 の 対象 に 向け る 。 こ の 際 、 耳 CHECK 
の 先 を 向け て し まう と 警戒 し て いる よ 
うな 表現 に な っ て し まう の で 注意 。 


飼い 主 を 見 上 げ て いる こと が わか る よう 
に 、 少 し 上 目 づ か い に す る 。 


AS 1 oe 
UN = N CHECK 小さ く 咲 えて いる よう な 場面 な の で 、 敵 
eae BALLON PASE 意 を 感じ させ な いよ うに 表情 を 明る くし 
4 4 | て ポジ ティ ブ さ を 出す 。 
i CHECK FPOLUTUDLEFOR 
i A し さ を 感 じ さ せる が 、 表 情 次 
第 で 活発 な 感じ を 強調 する こ 


どこ か に 手 を か け て いる よう な 手 CHECK 
の 形 。 爪 を 立て た り 、 攻 撃 的 に な 
ら な いよ うに 気 を 使う 。 


と が で きる 。 


CHECK 


し っ ぱ ぽ ぱ は 上 向き に し て 、 
気分 の 高まり を 表現 。 


One Point 
イヌ の 祖先 


イヌ の 祖先 に つい て は 諸説 あり 、 オ オカ ミ が 人 間 に 飼 われ て 徐々 
に 変わ っ つて いっ た 説 や イヌ と オオ カミ に は 共通 の 祖先 が お り 、 
まっ た く 別 の 進化 を た どっ た 説 な ど 、 さ ま ざ ま で す 。 
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CHECK 耳 が 縮 こ まっ て いる 感じ を 表現 。 イ ヌ は 人 間 の 4 倍 以上 も 
の 聴力 を 持っ て いる と いわ れ 、 雷 や 花火 な ど 急 に 大 き な 音 
が 鳴る も の も 苦手 。 


mi tk A 


CHECK 隠れ る こと で 、 飼 い 主 が か まっ て くれ る か 試し て いる 場合 
em 55% COMBA LRU EHS FIC LBOPU CHE 
を 売る 感じ を 出す と よい 。 


手 や 足 に あま り ア クシ ョ ン を させ な いこ と を 意識 。 原 因 の 
わか ら な いも の が 苦手 な の で 、 積 極性 が が くっ と 落ち る 。 


物陰 に 隠れ る 7 2) 


元気 な イメ ー ジ の ある イヌ で す が 、 
切 に 何 か に 怖がっ て 物陰 に 隠れ て し 
まつ うこ と も あり ます 。 苦 手 な も の や 
怖い も の と 対 時 し た と き の 表 現 と し 
て 用 いて み ま し ょ う 。 


CHECK 
元気 を 失っ て いる の で 、 わ か り 
や すく 耳 を 伏せ 気味 に する 。 


ゆっ ぽ を 脚 の 問 に 巡 れ る メス 


し っ ぽ を 巻い て 脚 の 間 に 入 れる の は 、 | 
ANEITAUL<IKSNIEN. BORA Se. 14 cams 
えた りす る と き に 取る ポー ズ で す 。 DI 


表情 は 恐怖 心 た っ ぷり に 。 
CHECK 


N 
SY 


し っ ぱ の 生え て いる 位置 を きち ん と イ CHECK IN 


メー ジ し て 、 下 半身 の 形 を 決め る 。 肢 の O) ャ グマ 


付け 根 と の 位置 関係 に 気 を 使う 。 77 
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キツ ネ の 見 た 目 は 、 耳 と し っ ぽ が 非常 に 大 きく 、 類 毛 が 広 が っ て いる の が 特徴 で 、 ネ コ と 同じ よう な 
縦長 の 瞳孔 を 持ち ます 。 魅 力 的 な 特徴 が いく つも ある の で 、 細 か い ポ イン ト に 気 を つけ て 描い て いき 


ae sean ee ee © ee ee ee oe ee oe ee oe oe ee ee ee oo oe oe oe ee 6 oe © © Oo © oo oe 0 0 0 0 0 oo 0 oo 0 eo ee ® 


........ ee oe ee oo ee oe ee oo ev ee eo 0 oe oe の の oe 0 oe oe oe ee se 


...o. o. oo 


キツ ネ 特 有 の 三角 形 の 耳 。 イ ヌ や ネコ の CHECK 


も の より も 大 きく 、 耳 の 先 は 極端 に 失 ら 
せる と キツ ネ ら し さ が 出 る 。 - 特徴 の ある 瞳孔 。 縦 長 に 描 
: く と キツ ネ ら し く な る 。 


CHECK 
登り oo E ERRETA. 
端 は 爪 を 長く 描く 。 


キツ ネ は イヌ 科 の 中 で も 木 に 登 
る こと が 得意 な 珍し い 動物 で 
す 。 キ ツネ が 木 登り し て いる と | 
ころ は あま り ポ ピュ ラー な 場面 
で は な い の で 、 他 の 動物 と 問 違 
われ な いよ うに し っ か り と 特徴 
を 描き まし ょ う 。 


ES \ AN N y \ Fa \ 


CHECK 


最大 の 特徴 で も あり 、 人 気 の 高 
いし っ ぱ ぽ 。 書 道 で 使う 筆 の よう 
に 、 一 度 膨らん だ あと 先端 に 行 
くに つれ て す ば ぽ ま る 。 


One Point 
キツ ネ と 油揚 げ 


「 キ ツネ と いえ ば 油揚 げ ]」 と いう イメ ー ジ が つい た 理由 に つい て 
は 諸説 あり ます が 、 有 名 な と ころ で は 稲荷 神社 に 祀 ら れ て いる 
お 稲荷 様 と 同一 視 さ れる 、 ダ キ ニ 天 に 由来 する 説 が め り ま す 。 
ダキ ニ 天 は も と も と イン ド 
の 神様 で 、 信 奉 者 は ネズ ミ 
の フラ イ を お 供え し て いま 
し た 。 仏教 は 殺生 を 禁じ る 
宗教 で ある た め 、 ダ キ ニ 天 
が 仏教 に 取り 入れ られ た 際 
に 、 ネ ズミ の フラ イ が 油揚 
げに 変わ っ た と され て いま 
Gs 


CHECK 四肢 は 細く し な や か に 。 イ ヌ よ 
り は ネコ に 近く 、 ど ちら か と い 
えば 華 秦 な 方 が キツ ネ の 足 に 印 
象 が 近づく 。 


eseeeeeeeeeeeeee 


顔 の 位置 が 近く な る の で 、 互 い CHECK 
の 耳 や 髪の毛 で 表情 が 隠れ て し 
まわ な いよ うに 配慮 する 。 


| 手 の ポ ー ズ に 気 を 使う 。 抱 
き 付 く と 途 端 に 人 間 ら し さ 
が 強く な る 。 


One Point 
キツ ネ の すみ か 


キツ ネ は 生息 し て いる 土地 に よっ て さま ざ 


まな 暮らし 方 を し て いま す が 、 一 般 的 に は 丘 
の 斜面 な ど に 穴 倉 を 掘っ て 生活 する と され 
て いま す 。 通常 、 穴 は 自分 で 掘り ます が 、 と 
き に は ほか の 動物 の 巣 穴 を 奪い 取っ て し ま 
うこ と も あり ます 。 


Eme ? 
な 


~ 


キツ ネ の 感情 表現 は ネコ と 通ずる も 5 
の が あり 、 互 い に す り 寄 っ て じゃ れ Y 
合っ た り し て 愛情 を 表現 し ます 。 キ 5 
ツネ 同士 で も 親密 度 の 高い 関係 で し 

か 見 られ な いも の な の で 、 ケ モミ ミ 

絵 で 使う 場合 も 親密 な キャ ラク ター 

同士 で 用 いる と よい で し ょ う 。 


CHECK 実際 の キツ ネ は 激しい 愛情 を 表現 する た 


め に 互い に か みつ き 合 っ た り も する が 、 
ケモ ミミ 絵 の 場合 は 場面 や 設定 に 合っ た 


表現 を 用 いる と よい 。 


し っ ぱ ぽ の 生え て いる 位置 は 不 
自然 さ を 防 ぎ つ つ も 、 睡眠 を 
と る 姿勢 と し て 無理 の な い 状 


2 AY 態 を 意識 する 。 
N NT CHECK 
= Y N 
dl 
vo 
for Af" 
oe š 
CHECK 


ここ で は 絵 と し て 映え る よう に 
抱き 枕 の よう に させ て いる 。 


Vase) eH 


キツ ネ は 大 き な し っ ぽ を 枕 の よう に 
し て 眠る こと も あり ます 。 
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eo ee oe ee ee ee ee ee 
oe eee oe ee ee ee ee se 
ee 


.. .. 4. 0. 060.1. 0.00000 « 


オカ ミ 耳 


[ER] と いう 言葉 が ある よう に 、 オ オカ ミ に は 、 孤 独 、 ク ー ル な イメ ー ジ を 持ち ます が 、 普 通 は | 
群れ で 行動 する 動物 で す 。 オ オカ ミ の 持つ イメ ー ジ 、 野 性 性 、 実 際 の 生 上 態 な どか ら 、 さ ま ざ ま な 表現 © 


で オオ カミ の キャ ラク ター を 将 力 的 に 描い て み ま し ょ う 。 ドー ドー 


.. @ .... © © @ の 


..............o.. . o. e. o. oo 


De 


オオ カミ の 見 た 目 は 他 の イヌ 科 


の 動物 と と て も よく 似 て いま す | 


Bs 


が 、 細 か い 違 い が 存在 し ます 。 


し っ か り と 描き 分 けら れる よう 


に 、 正 面 か ら の 立ち 姿 を 見 な が 


_ ら ポ イン ト を 押さ えて いき ま 


し よう 。 


キツ ネ と は 違う 印象 の 荒い 類 毛 CHECK 
PHS. CORTE, ENEN 
HE CHE 


MEMO CEC. WER EFE 
寄せ 付け な い 雰 囲 気 を 強調 する 。 


CHECK 


や や アオ リ 気 味 の 構 図 で 、 
威圧 感 を 出す 。 


One Point 
一 匹 狼 の 語源 


「 一 匹 銀 ]」 と いう 言葉 の イメ ー ジ が 、 オ オ 
カミ は 一 匹 で 生活 する も の だ と いう 勘 違 
い を 生 お こと も あり ます が 、 基本 的 に オオ 


カミ は 群れ で 生活 する 動物 で す 。 し か し 、 
さま ざま な 理由 で 、 稀 に 一 匹 で 行動 する オ 
オカ ミ も いま す 。 こ の こと か ら 、 皆 が 群れ 
で 暮らし て いる の に 、 馴 染め ず 一 人 で 行動 
し て いる よう な 人 の こと を 指し て 、「 一 匹 
BR と 畠 近 す る よう に な っ た の で し ょ う 。 


eo る oe の oe © Ss © ee oe .q£q q ee ee 06 ee @ @ @ @ @ 


CHECK 


..o...... oso 


耳 の 形 は 和 犬 や キツ ネ な どの 三 
角 耳 と 比べ る と 、 や や 丸め 。 


に し て いる 。 


CHECK 


o 


眉 の 部 分 が 前 面 に せり 出し て いて 
目元 が 除 る た め 、 狂 猛 な イメ ー ジ 
に な る 。 目 の 開き 方 も 左右 非対称 


CHECK 


し っ ぽ は イヌ と 比べ て 太く 、 大 き 
い 。 キ ツネ の よう に ふわ ふわ と 丸 
く な ら な いよ うに 意識 する 。 


CHECK 


女性 と は いえ 手足 は 比 
較 的 が っ し り と 描く こ 
で 。、 オ オカ ミ の ワイ 
ルド さ を 表 現 で きる 。 


目 に 合わ せ て 敵意 を 表す 口 。 実 際 の CHECK 敵意 を むき 出し に し て 横目 で 腕 む 。 目 を 見 開い 

オオ カミ が 口 も と で 感情 を 表す こと ©) て 見 つめ て いる 絵 に し て し まう と 遊び た い 気 持 

は 少な い の で 、 こ こ は 人 間 の 表情 で ち を 表現 し て し まう の で 、 混 さら な いよ うに 。 

不快 な 感じ を 表現 し て いる 。 
CHECK 


© zu y 


オオ カミ が 目 を 細め て じっと 見 つめ 
て くる と き は 警戒 、 轟 し を 表し て い 
ます 。 


may gtr Ct a 


緊張 し た 様子 の 腕 。 い つ 
で も 攻撃 に 動き 出せ る よ 


座っ て いる 石 の 上 に 片足 だ な け あ ぐら の よう に し 
て 上 げ る こと で 、 オ オカ ミ の 持つ ワイ ルド さ を 
表現 。 


遠 咲 え を する 場面 と し て 最も 多い の は 、 群 れ 
か ら 離 れ て し まっ た 仲間 を 呼び 戻 そう と する 
と き 。 仲間 を 想う 親 し げ な 表情 を 心がけ る 。 


オオ カミ らし い ア クシ ョ ン 。 遠 味 え は 瓦 
ろ し い 、 物 悲し い 、 孤 独 と いっ た イメ ー 
ジ を 印象 付け ます が 、 オ オカ ミ に と っ て 
は 離れ た と ころ に いる 仲間 と の コミ ュ ニ 
ケー ショ ン で す 。 こ こ で は そん な 友愛 を 
感じ させ る 絵 に し て いま す 。 


声 を 遠く へ 伝え る こと を 表現 する た め CHECK A 
に 、 体 の 姿勢 に も 工夫 を 。 前 脚 ( 腕 ) は fal pe 
伸び きっ て 体 を 上 方 向 に 長く 描く 。 


体 の 動き に 合わ せ て 背中 は 反 
Bo 見 た 目 に も 格好 が よい 。 
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Gs) @ One Point 


オオ カミ の 群れ は つが い を 中 心 に 形成 され 
て いて 、 常 に 群れ の 中 で の 最上 位 の ひと 組 
が 決ま っ て いま す 。 つ が い に な っ た オオ カ 
ミ は 親密 な 関係 を 築き 、 常 に そば に いる よ 
うに な り ま す 。 つ が い は 通常 オス と メス で 
す が 、 こ こ で は 女の子 同士 に し て いま す 。 


表情 や 姿勢 か ら 、 互 い の 関係 性 が わ CHECK 
か る よう に 工夫 する 。 こ の 絵 で は 右 
側 の キャ ラク ター だ け 有 目 を 開い て 、 
わずか な 優位 性 を 持た せ て いる 。 


うっ と り し た 表情 。 互 い を パー = 


トナ ー だ と 認め 、 信 頼 し きっ て 
いる 様子 を 出す 。 


CHECK 後ろ を 向い て いる の で 、 耳 
や し っ ぱ ぽ の つき 方 を きち ん 
と イメ ー ジ する 。 


類 を 寄せ 合っ て 、 互 い の 存 在 を CHECK 
感じ 取っ て いる 。 互い の キャ ラ 

クタ ー の 顔 の 位置 が 不 自然 に な 

ら な いよ うな ポー ズ に する 。 


G | 手足 の 先 は 爪 を 目立た せ 
= l る と 、 動 物 ら し さ が 出 る 。 


CHECK 人 間 と オオ カミ と で は どう し て も 座り 方 に 違 
い が あ る の で 、 ど ちら が より 世界 観 に マッ チ 
し て いる か を 意識 する 。 


ケモ ミミ キャ ラク ター の 中 で も 代表 格 の ひと つと し て 数 えら れる ウサ ギ 。 可 愛らしい 見 た 目 と アク 
ショ ン で 人 気 も 高く 、 特 徴 的 な 耳 は 見 た 目 に も わか りや すい の で 、 繧 の 題材 と し て と て も 適し て いま 
す 。 


y 
¢ 
+ 
qq 


ee oe 0 0 0 9 9 9 oe eo oo 0 oe oo eo oe e990e ee oe 9 0 © © 0 0 © © © © © © @ @ © 


ee @ eo @ @ @ 


2 
跳ね る E CHECK 耳 は 体 全 体 の 構図 に 合わ せ て 少し 
O 左 へ 傾け て いる 。 ジ ャ ンプ の 最高 


点 な の で 倒し すぎ な いよ うに 。 


ウサ ギ は ぴょ ん ぴょ ん と 跳ね 


る 印象 の 


a 


強い 動物 で 、 実 際 に も よく ジャ ンプ し て 


感情 表現 を 行い ます 。 ウ サギ の ジャ ンプ 


は さま ざま な 場面 で 見 る こと が で きま す 


が 、 特 に 嬉し し いい こき が 多い! で す 。 


実際 の ウサ ギ の 足 に は 、 細 長く て 鋭い 爪 が 生 


えて いま す 。 野生 の 場合 に は 硬い 地面 を 蹴っ 
て 自然 と な ら さ れ ま す が 、 飼 い ウ サギ の 場合 


ウサ ギ に と っ て 体 を ひね る ジャ ン 
プ は 最高 潮 に 嬉し いと き の ア ク 
ショ ン 。 人 間 部 分 の 腰 の 動き が 不 
自然 に な ら な いよ うに する 。 


One Point 
ウサ ギ の 爪 


ジャ ンプ する 動き に 合わ せ て 髪 CHECK 
の 毛 を 揺らす 。 重力 に 送ら っ た / の \............. に 
反動 で ふわ っ と 浮く 感じ 。 - 


嬉し いと き の ア クシ ョ ン な 
の で 、 表 情 は ば っ と 明る く 。 


歯 の 形 に 工夫 を 。 げ っ 歯 類 
らし く 前 歯 を 強調 する 。 


CHECK 腕 や 足 を 曲げ て 、 活 発 な 
イメ ー ジ を 出す と と も に 
可愛 らし さ を ア ピー ル 。 


<= Q 


に は 手入れ を し て あげ な いと どん どん 伸び 


ます 。 リ アリ ティ を 出す た め に 、 絵 に 描く 際 
に も 気 を 使っ て み ま し よう 。 


mocos gt AC a 
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"タヌキ は し ば し ば アラ イグ マ や アナ グマ と 混同 され て お り 、 見 た 目 や 生 態 な ど を 勘違い され て いる こ ` 
"と が 多い 動物 で す 。 し っ か り と ポイ ント を 押さ えて タヌキ らし い キ ャ ラク ター 作り を 心がけ まし ょ ` 
Nee 
> _ タヌキ と いえ ば 、 キ ツネ と 並ん で 人 を 化 か す 動 、 
MWEN & zn 
を 化 が レ て 送 け る 物 と いう 言い 伝え が あり ます 。「 狐 七 化 け 、 独 
は 八 化け 」 と いう こと わざ が ある よう に 、 タ ヌ 
キ の 方 が 人 を 化 か す の は 一 枚 上 手 の よ うな の 
で 、 キ ャ ラク ター 設定 に も 活か し て み ま し ょ う 。 
MEWS] の イメ ー ジ で 葉っぱ を 乗 
せ て いる 。 タ ヌキ が 人 を 化 か す と い 
われ て いる の は 、 猟 の 際 に 死ん だ ふ CHECK 。 耳 は し ば し ば 丸く 描か れる が 、 キ ツネ や 
を じ で 犬 間 を は ぐら が す 選 と が a イヌ と 同じ く 三 角形 を し て いる 。 た だ し 
あっ た た め 。 Pha (EBAY lo キツ ネ と 比べ る と 多少 丸み は ある 。 
CHECK 
A 7 | NN CHECK ケモ ミミ キャ ラク ター で 目 の 周 
Ag % り の 黒い 模様 を 表現 する の は 難 


いた ずら っ ぱい 表情 CHECK 
で 、 人 を 化 か し て 逃げ 
て いく 様子 を 表現 。 


CHECK 


全体 的 に ふか ふか と し て 丸い フォ ルム な の 
で 太っ た イメ ー ジ が ある が 、 そ ん な こと は 
な い 。 お へ そ も デ ベ ソ と いう わけ で は な い 。 


も ちろ ん そう いっ た 表現 も あり 。 


U/ 


し い の で 、 ア イシ ャ ドウ や メガ 
ネ な ど を 取り 入れ る の も よい 。 


CHECK 


==> 


し っ ぽ は ふか ふか と し て 
太い 。 


BT 


タヌキ の し っ ぱ ぽ 


シマ シマ の し っ ぽ を 持っ て いる の は タヌキ 
で は な く ア ライ グマ な の で 、 混 同 し な いよ 
うに 気 を 付け まし ょ う 。 


e.e ...... © © @ © @ ee 


いい Se Y e x 
Se e O . ~ AB ee .ea.. . o. ... . eee 
et Pett a 


ae 


ee E E E E E E E © © ee ee e 


。 ネズ ミ は 害 獣 と し て 住宅 街 に いる こと で 知ら れ ま す が 、 も ちろ ん 野山 や 川沿 い に も 生息 し て いま す 。 ` 
。 良く も 悪く も 人 間 の 生活 に 近い 動物 で す 。 ブ タ は イノ シシ を 家畜 化し た 動物 で す 。 絵 に 描く 際 に も 、 ` 
| 家畜 や ベッ ト の イメ ー ジ が 強く 出る の で 、 の ん びり と し た 印象 の も の が 多く 見 られ ます 。 000° 


oo の 0 の 0 の ee 0 0 0 の の の oe 0 oo の oe  @ oo の ee で oe oe oe oo ee ee oe @ @ @ @ @ @ @ eo @ @ ee se 


Des 


_ 「 ね ずみ 小僧 ] な どの イメ ー ジ か ら 、 

、 泥棒 の キャ ラク ター の ネズ ミ で す 。 
屋根 裏 を 走り 回 る な どの 行動 か ら 、 
RESET ELITES 


CHECK ネズ ミ の 耳 は 、 同 じ よう な 
と 動物 の リス ヤ ハム スタ ー な 
ンク Bea a hu, 


mey. Sau LO E 


CHECK 


袋 や スカ ー フ で どの よう な 場 
面 な の か が ひと 目 で わか る 。 
し っ ぽ は 細か く 線 が 入る 。 実際 


の ネズ ミ は し っ ぱ ぽ を 引き ずる よ 
うに し て 走る が 、 擬 人 化す る と 
し っ ぱ ぽ の 位置 が 地面 か ら 離 れる 
の で 、 好 き な ア クシ ョ ン を 取ら 


CHECK 


耳 は 途中 か ら 垂れ て いる 表現 が 多 
い 。 子 ブタ は 比較 的 ぴん と 立っ て 
いて 三角 形 の 形 が わか りや すい 。 


CHECK 


Gs 


穴 を 掘っ た り 、 か な り の スピ ー 
ド で 走り 回 っ た り 、 実 際 に は か 
な り 活 動 的 な ブタ で す が 、 イ 


ブタ と いえ は ば 特徴 的 な の は 鼻 の 形 
だ が 、 人 間 に 近 い ケ モミ ミキ ャ ラ 
クタ ー に 用 いる に は な か な か 難し 
Wo 世界 観 を よく 考え て どん な 表 


現に する か 選ぶ と よい 。 = 
N メー ジ と し て は 鈍重 で あっ た 
~~ e り 、 丸 々 太っ て あま り 動 か な い 
O) re ar | nn 
実際 の ブタ は 全体 的 に 滑ら か な 体 
毛 が 生 えて いる が 、 ほ と ん ど 目 立 - ; e 
: 鼻 と 同じ く 特徴 的 な し っ ぽ 。 く る ん と 


た な い 。 絵 を 描く 上 で は あま り 意 Va 


識 し な く て も よい 。 カー ブ し て 1 回 転 し て いる 。 
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ERP =} 


I = baat 


eeee 


ヒツジ は 非常 に お と な し く 、 の ん びり と し た 動物 で す 。 ヤ ギ と 似 た 動物 で す が 、 キ ャ ラク ター と し て | 
描く 際 に は 、 身 体 的 な 特徴 だ け で な く 習 性 や 生態 の 違い な ど を 強調 し て 、 魅 力 を 引き 出し て いき ま 


LES ee 


e eo e © @ ee  @ © oe © © © © © © © の © oe oe 0 © 0 © の の の © の の 0 oe 0 0 の 0 0 0 eee の 
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CHECK 特徴 的 な 角 。 生 えて いる 位置 は 、 人 間 で い 
すま じ ゆ て 座る g う 前 頭 部 か ら 頭頂 部 の 間 く らい で 、 両 目 を 
ご プ 基点 に する と 真 上 あたり 。 


ちょ こん と る まし て 座っ て いる 

ヒツジ の 女の子 。 ヒ ツジ の 身体 
的 な 特徴 を 捉え て #4 会 に 描く ポイ 
ント を 押さ えま し ょ う 。 


耳 は 人 間 と 同じ く 側 頭 部 か 
ら 生 えて いて 、 形 は ウサ ギ 
の も の に 似 て いる 。 

CHECK 


ふわ ふわ と し た 特徴 的 な 体毛 CHECK 
DIRE REF DTS 0 EN 
毛 や 服装 で 表現 し て いる 。 


静か な イメ ー ジ の 動物 な の で 、 
イン ドア な 感じ の キャ ラク ター 
と 相性 が よい 。 こ の 絵 で は 服装 
も 活発 そう な も の で は な く 、 手 
も 行儀 よく 組ん で いる 。 


し っ ぱ は 短く 描写 され る こと が 多い CHECK 
が 、 実 際 は 長い 。 短 いし っ ぽ ぱ の も の は 、 
衛生 的 な 理由 で 切ら れ て いる ヒツジ 。 


CHECK 


協調 性 の 強い 動物 な の で 複数 描い て みて 
も よい 。 場面 を よく 考え る こと が 重要 。 


One Point 
ヒツジ と ヤギ の 違 


身体 的 な 特徴 や 鳴き 声 が 似 て いる だ け で な く 、 学 術 的 
な 分 類 も と て も 近い ヒツジ と ヤギ 。 双 方 と も ウシ 科 の 
動物 で あり 、 中 に は ウシ の よう な 模様 を 持つ 個体 な ど 
も 存在 し ます 。 簡 単 な 見 分 け 方 は アゴ 暖 の 有無 、 そ し 
て し っ ぽ で す 。 ヤ ギ の し っ ぽ は 短く ぴん と 立っ て いる 
の に 対し 、 ヒ ツジ の し っ ぽ は 長く 垂れ 下がっ て いま す 。 
し か し 、 飼 われ て いる ヒツジ は 幼い と き に 断 尾 され て 
し まう の で 注意 。 正 式 に は 「 眼 下線 」 と いう 目の下 に 
ある 器官 の 有無 で 見 比べ ます が 、 ケ モミ ミ 絵 で は な か 
な か 使い に くい 設定 で す 。 


。 ヤギ は 勇猛 果 逆 な 性 格 を 持つ 動物 で す 。 平坦 な 場所 で お と な し くし て いる ヒツジ と は 異な っ て 高 所 を 
活発 に 動き 回 り ま す 。 性格 は 真 逆 で す が 、 見 た 目 は ヒツジ と よく 似 て いる の で 、 細 か な 違い を 
・ 大 きく 強調 し て 描き まし ょ う 。 
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* 好み 、 


ee の oe の © @ 0 oo . . ee 0 @ 0 @ © @ @ も ee に = 


角 の 形 は 種類 に よっ て 形 が 違う の で 耳 は ヒツジ の も の と 似 て いる 
一 概 に は いえ な い が 、 頭 か ら 後 ろ に が 、 や や 大 きめ を 意識 する 。 


向かっ て 反らせ る よう な イメ ー ジ の 
も の を 描く 場合 が 多い 。 


oo ee 0 ee 0 0 eo 0 oo 0 0 の oo 0 ee の oo ee @ の @ oe @ © © @ @ @ 


HE ee 


E 


CHECK 


妖しい 瞳 で 不 敵 に 笑う ヤギ の 


の 子 。 ヤギ は 悪魔 の 象徴 と し て 


の イメ ー ジ が 強い 動物 で も ある 


の で 、 こ うい っ た 表情 も よく 似 


合い ます 。 


木 や 崖 、 壁 な ど を 登れ る 
脚 は 、 脚 力 こ そ 強 いも の 
の 、 し な や か で 細い 。 


踏 を イメ ー ジ し た 手袋 や 
ブー ツ を 履か せる と それ 
らし く な る 。 


CHECK 一 部 の オス に は アゴ 明 が ある 。 キャ ラク 


ター の イメ ー ジ に 合わ せ て 描写 する の も 
よい 。 こ の 絵 で は 、 補 を アゴ 散 に 見 立て 
て いる 。 


し っ ぱ ぽ は 短め で 、 ぴ ん と 
‘fies 上 向き に 立つ 。 


One Point 
ヒツジ の 群れ の 統率 者 


ヤギ は と て も 人 間 に 慣 らし や すい 動物 で 、 
言う こと を よく 聞き ます 。 ま た 、 活 発 な 性 
格 の た め 、 マ イペ ー ス な ヒツジ の 中 に 混 じ 
る と リー ダー シッ プ を 発揮 し ます 。 ヒツジ 
は リー ダー の 後ろ に つい て いく 性 質 が あ 
り 、 さ ら に 、 歩 く と き に 路 の 間 か ら あ る 種 
の 分 泌 物 を 出し て 、 そ の 匂い を 他 の ヒツジ 
が 辿っ て 追う と いう 性 質 も 持っ て いま す 。 
ヤギ と ヒツジ それ ぞ れ の 性 質 を 利用 し 、 ヒ 
ツジ の 群れ に 1 匹 ヤ ギ を 入れ 、 そ の ヤギ を 
歩か せる こと で 、 群 れ 全体 を 思い 通り に 移 
動 さ せる こと が で きま す 。 


回 t さ Nsr gt KC a 
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。 人間 に 限り な く 近 い 動物 で ある サル 。 体 毛 を と っ て し まう と 見 た 目 に は ほとん ど 変 わら な い の で 、 し 
© ぐさ な ど を 工夫 し て きち ん と サル らし さ を 表 現し つつ 、 魅 力 的 な キャ ラク ター を 描い て み ま し ょ う 。 
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De 


ジャ ング ル の 暮 を つた っ て 、 木 
か ら 木 へ と 飛び 移っ て いる よう 
な アク ショ ン 。 身軽 な サル に 
ぴったり の 場面 で す 。 


サル の 目 は 、 見 た 目 は 人 の も の と 変わ ら CHECK 


な い 。 種類 に よっ て は メガ ネ ザ ル の よう 
な 大 き な 目 を 持つ も の も いる 。 


One Point 
サル の 寝床 


野生 の サル に は 決ま っ た 巣 と いう も の が 
な く 、 毎 日 寝床 が 変わ り ま す 。 外 敵 に 襲わ 
れ に くい 急斜面 に 生え て いる 木 な ど で 眠 
り ま す が 、 季 節 や 天候 な ど に よっ て も 変化 
し ます 。 親子 や 兄弟 な どの 仲の いい も の 同 
士 が 寄り 添っ て 、 眠 り に つき ます 。 絵 に 描 
く と き は 、 仲 睦 ま じい 感じ を 出す と リア リ 


ティ が 出 ます 。 


CHECK 


移動 中 に 何 か を 見 つけ た よう な 表情 。 大 き な 
アク ショ ン を と っ て いる 場合 は 、 ア クシ ョ ン 
に 合わ せ た 表 情 に し て あげ る こと が 重要 。 


CHECK 


耳 も 基本 的 に は 人 間 の も の と 同 
じ 形 だ が 、 や や 上 の 位置 に つい 
て いる 。 体毛 を 意識 し て すこ し 
生やし て や る と 違い が 出る 。 


最も 大 き な 違い と いっ て いい し っ ぽ ぱ 。 四 
肢 よ り は 細い が 、 物 を つか ん だ り 木 に ぶ 
ら 下 が っ た り で きる だ け の し っ か り と し 
た 筋肉 が ある 。 し っ ぱ ぽ の 動き を 利用 し て 
キャ ラク ター に 表情 を つけ る の も よい 。 


足 は 人 間 の も の と 違っ て 歩く だ け で 
な く 物 を つか むこ と に 長け て いる 。 
細か い 関 節 の 動き も 、 生 態 に 合わ せ 
て 描写 する と よい 。 


eo eo oe © @ © eee @ @ @o @o se 


oe oe @ 6 @ 9 @ @ © 9 る 


eo ..... .... o. po. の 


e. ee ee 


絵 に 描く 際 に も 特徴 と し て 活か し や すい も の で す 。 


. 
e 
eeeeoveeeeeeeeeeeeeeeeseeeeee 
. 
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トラ は ネコ 科 の 動物 で 、 見 た 目 も か な り 似 て いま す 。 最 大 の 特徴 は 体 に つい て いる シマ シマ 模様 で 、 


mur KQ y 


e 
. 
eo oe oo 0 oe ee oe oe oe oe oo oe ee ee oe ee se . 
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CHECK in 
耳 の 外側 は シマ シマ 模様 で な く 黒 い 。 O (5) 52) 


小型 の ネコ 科 動 物 と 違い 、 
大 型 の ネコ 科 動 物 の 瞳孔 
は 、 縦 長 で は な く 丸 型 で あ 
る こと に 注意 。 


座っ て いる トラ の 女の子 で す 。 
肉食 動物 の 風格 を 出す た め 、 少 
し ワイ ルド な 印象 に し て いま す 。 


CHECK 
威圧 感 を 出す た め に 、 牙 も 
目立つ よう に 描く 。 


CHECK 耳 は 、 耳 の 穴 を 守る よう に 
傾け 、 び ぴん と 立て る 。 了 臨戦 
態勢 で ある こと を 表す 。 


本 気 を 出せ ば ヒグマ や サイ 、 
ゾウ すら 倒す トラ の 四肢 。 特 
に 男の子 の 場合 は し っ か り た 
くま し く 描 く と よい 。 


CHECK 
長い 爪 。 ネ コ 科 な の で 
鋭い 爪 の イメ ー ジ 。 
= 
ar 
NG 
Wi 
k CHECK 
2 a 


UN シマ シマ 模様 の し っ ぽ は トラ 


TS Y の 最大 の 特徴 。 
こち ら は さながら 戦闘 前 の 構 M 
え を 取る 男の子 。 対 照 的 に に CHECK 
クー ル な イメ ー ジ で す 。 | 
IN 足 の 指 を 後ろ 側 に 曲げ る と 動 


物 ら し さ が 出 る 。 
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ee eo oe oe eo . ... .. . © © © . oso 


ハー ビィ な ど に 代表 され る よう に 、 鳥 と 人 間 の 組み 合わ せ は 非常 に ポピュラー な も の 。 種類 が 多く 、 
見 た 目 も 、 美 し いも の か ら 奇 抜 な も の まで さま ざま で す 。 鳥 の 体 の 構造 は 人 間 と 違い すぎ る の で 、 自 
由 な 発想 が 許さ れる 分 、 す り 合わ せ を し っ か り と 行わ な いと 説明 不定 と な り 、 曖 昧 な 印象 の 絵 に な っ 
て し まい ます 。 鳥 の 生態 な ど に も 照ら し 合わ せ て 、 適 度 な リア リティ を 出し て いき まし ょ う 。 8 * =* * 


Te 


CHECK 要 の よう な 形 の 耳 。 鳥 に は 耳 


CHECK て いる 。 


風 を 受け る と 横 に 広がる 尾 
羽 。 動物 の し っ ぽ ぱと は 全く 違 
う 形 を し て いる の で 、 効 果 的 
な 生やし 方 を 工夫 する 。 


CHECK 
鳥 の 細い 足首 を イメ ー ジ し て 
ESE: AGA 


CHECK 鋭い 鳥 の 爪 。 人 間 の 足 の 形 と か な り 違 う 
の で 、 鳥 の 足 に 似 た よう な 形 の 靴 を 履か 
せる な ど 、 表 現 方 法 を 工夫 し て も よい 。 


た ぶ が な い の で 、 こ うし た 工 
夫 が し ば し ば 見 られ る 。 


Do 


RLEDICMIITIA ADLZOF. BD 


さえ ずり は 心地 よく 、 さ な が ら 歌 を 歌 つ 


て いる よう な 印象 を 受け ます 。 細 か が な 生 


態 を 大 きく 解釈 し て 設定 に 活か すこ と も 


絵 を 描く 上 で の 手法 の ひと つ で す 。 


EWP SREESCL 


CHECK 最も アク ショ ン を つけ や すい 
BR, RA CUSBSISLEDLT 
も 動き に 制限 が 出 て し まう が 、 
こう いっ た 場面 で は 感情 に 合わ 
せ て 表情 を つけ て みよ う 。 


One Point 
さま ざま な 見 た 目 の 鳥 


鳥 に は 実に さま ざま な 種類 が あり 、 姿 形 も そ 
この 絵 で は 、 腰 の あ | れ ぞ れ 個 性 的 で す 。 描 く キ ャ ラク ター の 性 格 
や 生活 に 合わ せ て 、 適 し た 鳥 を 探し て みる の 
も 面白 いで し ょ う 。 多 く の 動 物 の 外見 を 知る 
こと で 、 絵 の 幅 も 広がり ます 。 


サク ラブ ンチ ョ ウ 


.......o. @ @ @ @ @ @ で 


ee ee で ee 0 @ © © @ @ @ @ oo 


CHECK 


この 絵 で は 、 背 中 か ら 
REEPLTWS. 


CHECK 
飛ん で いる アク ショ ン で は 、 翼 は 
空気 抵抗 を 受け て 大 きく 広がる 。 


小さ な 種類 の 鳥 62) 


スズ メ が モチ ー フ の 女の子 。 烏 の 骨格 
ーー は 非常 に 軽く 、 中 が 空洞 に な っ て いる 


ee de o ZABUDNE. WOR 
の 子 ら し いし ぐさ で も ある 。 は そう し た 身軽 べ を 強調 し 、 重 さや 
ee N 凛々 し さよ り も 、 点 わっ と し た アク 

ROME. HERA AAN ショ ン を 優先 する と よい で す 。 


に 、 高 い ヒ ー ル を 履か せ て いる 。 


大 き な ク チバ シ を イメ ー ジ し て 髪 
型 な ど に 変化 を つけ る の も よい 。 


約 8 倍 の 視力 を 持っ て お り 、 特 に 動い て い 


獲物 を 狙う 鋭さ の ある 目 。 猛 高 類 は 人 間 の CHECK 
る も の を 視認 する 力 に 長け て いる 。 (2) 


HRHORLETHRES, AL 
は 広げ ける と 3 メー トル ほど に も な 
る も の も 。 こ の 絵 で は 視線 の 方 向 
に 合わ せ て 広げ て いる 。 


Dv 


ASEN TOBA CHECK 
で 靴 な ども 硬い 重厚 な イメ ー sessessasesssse: 
ジ の も の を 選ん で いる 。 


タカ を モチ ー フ に し た 男の子 。 タ カ や フク ロウ と いっ た 猛 高 


類 は 体 が 大 きい で す 。 大 空 を 軽やか に 舞う 鳥 の 一 種 で あり な 


が ら も 、 ト ラ や オオ カミ の よう な 迫力 を 持ち 合わ せ て いま す 。 


キャ ラク ター と し て 描く 際 に は し っ か り と 意識 し まし ょ う 。 
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ズ ます 。 eo ee ee 6 ne 


ここ で 紹介 する の は 、 人 魚や 鬼 、 悪 魔 と いっ た 実在 し な い 幻 想 の 世界 の 生き 物 た ち 。 神 話 や 童話 で よ 
く 知 られ る 彼ら も 、 さ ま ざ ま な 動物 や 人 間 と の 組み 合わ せ か ら 新 た な 存在 と し て 生ま れ た 者 た ちと い 


.. . ..... . © . の oe oe の oe ee oe © ee © ee ee © © © 0 @ © © © © © © © ee @ 


De 


人 魚 は 上 半身 が 人 間 、 


と いう 、 水 中 に 棲 お と され る 伝説 


we ven 
PEADAR CHECK [ARIEI に 代表 され る イメ ー 


ジ が 強い の で 、 綺 麗 な 装飾 品 を 


カサ ゴ の エラ の よう な 形 を し た 耳 。 こ の 絵 で 
は 装飾 を か ね て いる 。 実際 の 魚の 耳 は 表面 か 


ら は わか ら ず 、 頭 部 の 内 側 に ある 
音 を 聴い て いる 。 


尾 の アク ショ ン は 人 間 の 足 を 束ね 
た よう な 感じ を 意識 する 。 場 面 に 
よっ て は あま り 魚 らし くし すぎ な 
い 方 が よい 場合 も ある 。 


_ 上 の 生き 物 で す 。 さまざま な 水棲 
生物 を モチ ー フ に し て いま す 。 


描い て 優雅 さ を 出 し て いる 。 


A 目 は 魚の 目 を 意識 。 ほ と ん どの 


魚類 は 虹彩 が 銀色 を し て いる 。 
$ , A 
CHECK tes 


瞳孔 は 常に 開い た 状態 。 


CHECK 


[AH] で 


CHECK 


人 間 部 分 と 魚 部 分 の 境目 を 自然 
に 。 鱗 は お へ る 辺り か ら 人 徐々 に 
へ 


NN Si うに 描く と よい 。 
One Point 
貝殻 の 水着 に つい て 


ある 種 定番 と も いえ る 貝殻 の 水着 。 素材 が 
原始 的 な の で 古来 か ら あ る 表現 に も 感じ ま 
す が 、 実 は 1980 年 代 に 日 本 の グラ ビア ア 
イド ル が 着用 し た の が 最初 と いわ れ て いま 
す 。 ま た 、 水 着 で は あり ませ ん が 、 イ タリ 
ア の 画家 ボッ ティ チェ リ の 「 ヴ ィ ー ナ ス の 
誕生 ] で も 、 美 女 と 貝殻 の モチ ー フ が 使わ 
れ て いま す 。 


尾 ヒ レ と 耳 の 装飾 を 合わ せ て 
一 体感 を 出し て いる 。 


鬼 と いえ ば 角 。 本 数 や 形 、 CHECK 
どこ か ら 生 えて いる か は 発 
想 次 第 。 こ の 絵 は 、 額 か ら 
1 本 の 角 が 生え て いる 。 


CHECK 


鬼 の 怪力 を 思わ せる 金棒 。 も と 
も と は TERE] と いう 実際 に 
人 間 が 使っ て いた 武器 で 、 剣 や 
槍 で は 傷つけ られ な い 鎧 に 対す 
る 手段 と し て 用 いら れ た 。 当時 
の 長 さ は 2 メー トル ほど 。 


金棒 の 柄 を ハー トマ ー 
さも 表現 。 こ うし た ち 
丁寧 W カ キャ ラク ター 作 


子供 で も 怪力 の イメ ー ジ は 崩さ 
ず に 。 小さな 子 に 金棒 な ど を 持 
た せる と 、 ギ ャ ッ プ が 出 て キャ 
ラク ター に 深み が 増す 。 
CHECK 


CHECK 


鬼 の 粗雑 な 感じ を 出す た め に 、 
この 絵 で は 裸足 に し て いる 。 


ク に し て 可愛 らし CHECK 
ょ っ と し た 細工 も 
り に つなが る 。 


人 間 と 敵対 する 生物 な の で 、 
冷淡 な 表情 に し て いる 。 


De 


PAIS-SR RI CRA NT 


さ た 日 本 の 化物 。 仏 教 で は 地獄 で 


死者 を 懲らしめ る な どの 役割 を 


持っ て いま す 。 昔話 『 桃 太郎 』 な 


_ ど で も 有名 で す 。 鬼 の 姿 形 は ウシ 
と トラ を モデ ル に し て いる と も い 


われ て いま す 。 


À CHECK 服装 は あえ て すり 切れ た 感じ 


に し て 、 鬼 の 粗暴 さや 人 間 の 
文化 と の 違い を 表現 。 


One Point 
AFAN k5? 


鬼 の 頭 に は ウシ の よう な 角 が 生え て お り 、 古 典 的 な 
デザ イン で は トラ の シマ シマ 模様 が つい た 衣服 を 着 
て いる こと が あり ます 。 鬼 の 外見 が ウシ と トラ を モ 
デル に し て いる の は 、 鬼 の や っ て くる 「 鬼 門 」 が 北 
東 に ある こと に 起因 し て いま す 。 方 角 を 干支 で 表し 
た と き 、 北 東 は 了 寅 に な る た め 、 鬼 は ウシ と トラ の 
特徴 を 持つ 化物 だ と 考え られ た 、 と いわ れ て いま す 。 


こち ら は 可愛 らし い 子 鬼 。 子供 だ 


が から と いっ て ちょ っ か が かい を 出す と 


痛い 目 を 見 る か も し れ ま せん 。 
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女性 の 姿 を じ た 悪 麻 


悪魔 は 人 間 を 誘惑 し て よく な い 道 


に 誘い 込む と いわ れ て いま す 。 見 


た 目 に 関す る 描写 は 世界 中 に あ 


り 、 文 献 や 伝承 に よっ て さま ざま 


7 


で す が 、 通 俗 的 に 知ら れる 悪魔 は 


人 間 の よう な 姿 を し て お り 、 ヤ ギ 


の よう な 角 、 コ ウ モ リ の よう な 糞 、 


し っ ぽ な どの 特徴 を 持っ て いる こ 


と が 多い で す 。 女性 の 姿 を し た 代 


表 的 な 悪魔 は リリ ス や サキ ュ バ ス 


_ な ど が 挙げ られ 、 男 性 を 堕落 させ 
て 性 の 虜 に し て し まう な どの 伝承 


が あり ます 。 


egy | 


One Point 
悪魔 の 契約 書 


フラ ンス 国立 図書 館 に は 、 実際 
に 悪魔 と 取り 交わ し た と され る 
契約 の 書類 が 保存 され て いる そ 
う で す 。 機 会 が あめ れ ば 、 そ うい っ 
た 資料 を 実際 に 目 に する こと 
が 、 自 分 の 作品 の リア リティ を 
上 げ る 要因 に も な り ま す 。 


男性 の 姿 を じじ た 和 悪魔 


人 間 に 甘 い 言 葉 で 近づく CHECK 
イメ ー ジ 。 妖しい 笑み を 


浮か べ て いる 。 ( 
PA, 


EVE DT TROTE 


ん な 効果 が ある か 、 ま た 、 ど ん な 


代償 を 払わ ね ば な ら な い の か な ど 


は 諸説 あり 、 契 約 の 方 法 や 必要 な 


も の な ど に つい て も 確か な 情報 は 


あり ませ ん 。 し か し 、 悪 魔 は 人 間 


と 契約 する も の 、 と いう イメ ー ジ 


は 古来 か ら あ り ま す 。 こ こ で は そ 


ん な イメ ー ジ を も と に 、 契 約 を 迫 


る 営業 マン の イメ ー ジ 絵 を 見 て い 


きま し ょ う 。 


コウ モリ の よう な 翼 。 親 指 の 部 分 に あたる 突起 を 
肥大 化 さ せ て ま が ま が し い 感 じ を 出し て いる 。 


CHECK 


悪魔 の 肌 の 色 は 黒 や 赤 と 
され る 場合 が 多く 、 全 体 
的 に 黒い イメ ー ジ 。 衣服 
を 黒く する 場合 も 多い 。 


人 間 を 誘惑 する イメ ー ジ 
か ら 、 露 出 の 多い 服 を 着 
て いる こと が 多い 。 


CHECK し っ ぱ ぽ の 先端 は 三角 に な っ て いる も の が 
多い 。 悪魔 の 象徴 の ひひ と つ で ある ヘビ が 
その まま つい て いる も の も 見 られ る 。 


CHECK 角 を あえ て 整わ な い 形 に 
し て 、「 正 し いも の | で 
は な い 印 象 を 強調 。 


N ia. 


思わ ず 話 を 聞き た く な る よう 
な 、 ぴ し っ と し た スー ツ 。 BR 
装 も キャ ラク ター を 物語 る 大 
事 な 要 素 。 


黒い し っ ぽ 。 こ の 絵 で は 
克 虫 類 の よう な 太い も の 
を イメ ー ジ 。 
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ネコ は ケモ ミミ キャ ラク ター の 中 で も ポピュラー な も の の ひと つ 。 人 の 生活 に 身近 な の で し ぐさ も わ .. 
BOP TS. BELLIS MES. #0 行動 や 、 PERS CURE OE sand 
RR abana 


o 


OIE 


y 


à 3 


@ © 


ネコ は 狩猟 本 能 が 強く 、 動 く 


も の に 敏感 に 反応 し ます 。 素 


早く 軽い 感じ の 動き で 身軽 ご 


を 表現 し ます 。 


ーー € 7 


動作 に 合わ せ て 髪の毛 を ふわ っ と さ 
せる 。 ネ コ に は た くさ ん の 種類 が あ 
り 、 毛 の タイ プ も 違う の で 、 さ ま ざ 
まな 描写 を 試し て みよ う 。 


CHECK 


体 や 腕 の 向き と 目線 を 合わ せる と 、 
夢中 に 追っ て いる 印象 が 生ま れる 。 


CHECK 


ネコ らし く 、 丸 まっ た 指 。 こ うし た 
細か い 描 写 で も ネコ らし さ を 出 すこ 
と が で きる 。 


One Point 


ネコ らし い 手 つき 


手 を 閉じ て いる と き や も の を 握る と き 、 親 指 
が 他 の 指 と 向き 合う の は 人 間 の 個性 な の で 、 
指 の 向き を そろ える と 動物 らし い 手つき に な 
り ま す 。 


o @ の @ の @ 


ees 


e.s @ oe @ ee ee eo oe eo @ @ 0 @ @ ee る @ ゃ 


s 6 © @ eee @ @ e 


.—  @  @  @ © eo ee eee  @ @ @ @ @ @ @ @ @ 


CHECK 


目 は 常に 獲物 を 追っ て いる 。 


CHECK 


ネコ の 狩猟 の 基本 は 、 押 さえ 
る 、 は さ み あ げ る 、 す くい あ 
げ る の 3 つ 。 場面 に 合わ せ て 
腕 や 手首 の 向き を 意識 する 。 


/ CHECK 体 の 動き に 合わ せ て な びく し っ 

fi Z 動物 の し っ ぽ は 背骨 の 延長 に 

a7 / I ある の で 、 表 情 を つけ る 場合 は 不 
A 1 自然 に な ら な い 程 度 に する 。 


CHECK 


腕 と 脚 の 関節 は 少し 曲げ ける と よい 。 
ネコ の 脚 の 構造 に 似る だ け で な く 、 
空中 に いる 躍動 感 を 表現 で きる 。 


し っ ぽ を 追い か けた り 、 何 か に じゃ れつ いて いる の は 、 Eb 
16 LI LEITETE, 夜 
T 
CHECK 目線 や 手 、 耳 、 首 の 向き すべ て を F 
SOENE 1 点 に 向け る こと で 、 夢 中 な 様子 
を 表現 で きる 。 
CHECK 


/ 背中 の 形 に 合わ せ て 足 を た た お む 。 
CHECK 
猫 彰 を 意識 し て 背中 を 曲げ て x 絵 全体 が 円 に な る よう な 収まり を 意識 し て 、 
あげ る こと は 、 ネ コ ら し さ を Z = し っ ぱ ぽ ぱに 表情 を つけ る 。 こ の 絵 で は 背中 か ら 
表現 する 上 で 効果 的 。 の 曲線 を 活か し て カー ブ さ せ て いる 。 


es 「 猫 は 火 煙 で 丸く な る ] と 童謡 に も ある 通り 、 狭 いと 
ころ で 丸まっ て いる の も ネコ らし さ を 表 現 で きる 行動 


Er 挑発 的 な 表情 。 自由 気まま で いた 
ずら 好き な ネコ らし さ を 表 現し て 
いる 。 箱 に 入っ て いる の で 、 有 眠っ 
た と ころ を 描い て も よい だ ろう 。 


CHECK 


段ボール 箱 に 入っ て いる の 
で 、 窮 屈 そ うに 耳 を 倒し て あ 
げ る と 可愛 らし さ が 出 る 。 


CHECK 


腕 や 足 を 縮 こ まっ て いる よう に 丸め る 。 
手首 、 足 首 の 向き や 指 の 表情 に 気 を つけ 
て あげ る と 動物 らし さ が 強 調 され る 。 


One Point 
狭い 場所 に 入っ た キャ ラク ター 


箱 な どの 狭い 場所 に 入っ た 絵 を 描く と き は 、 ま すず す 箱 の 
形 を ざっ くり と 決め 、 キ ャ ラク ター を 詰め る よう な イ 
メー ジ で 描き ます 。 最後 に 箱 を 微 調整 し て 仕上 げ ます 。 
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eoeee 


eeeee 


飼い 主 に 呼ば れ て 立ち 上 
が っ た よう な 場面 。 小さ な 
女の子 の コー ギー の イメ ー 


DT, 子供 っ ぽ さ を 強く 出 | 
し て いま す 。 
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CHECK 


服装 も 、 キ ャ ラク ター の 犬 種 や 持た 
せ た い イメ ー ジ に 合わ せ て 変え る 。 


One Point 
犬 種 の イメ ー ジ は 大 切 


イヌ は 人 間 の 3 歳児 くら い の 知能 を 持つ 
と いわ れ て いて 、 実際 に 子供 っ ぽい し ぐ 
訓練 
され た 警察 大 の よう な 忠実 さ 、 従 順 さ と 
いっ た 要素 を 取り 入れ て も よい で す 。 ど ご 
ん な 絵 に ける か を し っ か り と イメ ー ジ し 
て 、 犬 種 を 考え まし ょ う 。 


さ を す る こと も 多い 生き 物 で す が 、 


A 


CHECK 


ぴん と 立ち 、 飼 い 主 の 方 向 に 向け られ た 耳 。 
立ち 耳 の イヌ は 、 嬉 し いと 耳 が ぴん と 立ち 、 
興味 の 対象 の 方 向 に 向け られ る 。 顔 の 表情 
や 場面 に 合わ せ て 、 こ うい っ た イヌ 特有 の 
動き を 取り 入れ る の も よい 。 


CHECK 


自分 の 存在 を アピ ー ル する た め に 、 手 を 
上 げ て いる 。 こ うし た し ぐさ で 褒め て ほ 
し い 、 遊 ん で ほし い 、 と いっ た イヌ らし 
い 気 持ち を 表す の も 効果 的 。 


CHECK 


し っ ぱ ぽ の 動き も 、 耳 、 表 情 と 統一 感 を 
持た せ て 舞い 上 が る 感じ に 。 こ ちら も 
犬 種 に よっ て 長 さ や 毛並み を 変え て あ 
げ る と よい 。 


CHECK 


左足 の か か と を 浮か せ て 、 今 に も 飼い 
主 に 向かっ て いき そう な 様子 を 表現 。 


oe © esse © © 


esse ven 


る で @ @ © © © @ 


ee oe © oe © © © @ @ © © © @ 


eo @ e @ @ @ @ ee @ eee e ei 


CHECK 


目 を 見 開い て 口 を ぽか ん と 開け て い 
る 表情 。 顔 は 人 間 ら し さ が 強 く 出 る 
部 分 な の で 、 動 物 部 分 と 矛盾 し な い 
よう に 気 を 使っ て 描こ う 。 


驚い て いる よう な 場面 、 イ ヌ は 


好奇 心 吐 盛 な 動物 な の で さま ざ 


まな も の に 注目 し ます が 、 反 面 、 


騰 病 で も あり ます 。 表情 を つけ 


て 、 場 面 を 描き 分 け ま す 。 


イス を 使わ ず べ た ん と 座り 込む と 
動物 らし さ が 出 る 。 イ ヌ は 膝 を 立 
て て 座る が 、 こ こ で は 人 間 の 女 の 
子 ら し い 座 り 方 に し て いる 。 


N 


CHECK 


耳 の 位置 を し っ か り イ メー ジ す る 。 ケ モミ 
ミ は 実際 に は 存在 し な いも の な の で 、 ど の 
よう に 生え て いて も よい の だ が 、 き ちん と 
し た 裏付け を 考え な が ら 描 いた 方 が 、 絵 と 
し て も 魅力 ある も の に な る 。 


I, - イヌ は その と き の 気 分 に よっ て 、 耳 
や し っ ぱ ぽ の 動き が 変わ る 。 何 か に 驚 
く と 、 耳 は 注目 し て いる 方 向 に や や 
倒れ 、 し っ ぽ ぱ は ぴん と 上 が る 。 


CHECK 耳 の 生え 際 の 処理 も きち ん と イメ ー ジ し て 
描く 。 髪の毛 と の 同化 の 具合 や 、 毛 並み の 
相性 を 意識 する 。 


リラ ックス し て お すわ り し て いる 場面 。 人 間 
らし く 座 ら せ た 方 が いい の か 、 イ ヌ ら し く 座 
ら せ た 方 が いい の か 、 場 面 に 合わ せ て 選べ 
る の が ケモ ミミ 絵 の キ ャ ラク ター の 利点 で 
す 。 特に 後ろ 向き の 場合 は し っ ぽ の 生え 際 
が 前 面 に な る の で 、 表 現に 気 を 使い まし ょ う 。 


CHECK し っ ぽ の 生え 方 を 意識 する 。 服 を 着 て いる 
場合 、 着 て いな い 場 合 。 着 て いる な ら ど こ 
か らし っ ぱ ぽ が 出る よう に する か を し っ か り 
考え て か ら 描 く 。 


CHECK 驚い て いる と き と 違 い 、 し っ ぽ 
を 寝かせ る こと で 、 リ ラッ クス 
し て いる 様子 を 表現 で きる 。 


mua UE 
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100 


CHECK 


CHECK 
耳 は 注目 し て いる 対象 を 向く 。 EN 


耳 の イヌ の 場合 は 上 下 に な び か せる 
な ど し て 躍動 感 を 持た せ て も よい 。 


ボー ル の 大 き さ に よっ て 
は 、 品 で キャ ッ チ し て いる 
よう な 絵 を 描く の も よい 。 


CHECK 


対象 に 向かっ て ぴん と 伸ばし て いる 
腕 。 ボ ー ル の 位置 に 合わ せ て 体 全体 
の 構図 の 流れ を 決め る 。 


BED | 


髪の毛 も 、 動 作 に 合わ せ て ふわ っ と 
な び か せる 。 犬 種 に よっ て 毛並み を OB 
意識 する と よい 。 イヌ の 動作 の 定番 と も いえ る ボー 
ル 遊 び 。 飼い 主 と の コミ ュ ニ ケー _ 
ショ ン の 深 さ を 表現 する 上 で も 効 
O 果 的 な 場面 で す 。 


し っ ぱに も 活動 的 な 
動作 を つけ る 。 


One Point \ 
N 
強調 する の は 人 間 ら し さ ? 
イヌ らし さ ? 
イヌ 特有 の 行動 を 描く 場合 は 、 人 間 の 部 分 と の すり 合わ せ を 
し っ か り 行 いま し ょ う 。 イ ヌ と 同じ し ぐさ を する に あたっ て 2) 
最大 の 課題 は 足 で す 。 特 に 穴 を 掘る 、 伏 は な どの 地面 を 意識 © 


し な く て は な ら な い ポ ー ズ で は 、 長 い 脚 を どう 収め る か を 考 
えな く て は な り ま せん 。 膝 を つい た ポー ズ で は 、 重 心 を 意識 
し 、 体 重 の か か っ て いる 膝 (正座 で は 腰 ) 一 肌 体 … 頭 や 腕 の 
順に 描く と バラ ンス が 取り や すく な り ま す 。 ま た 、 女の子 を 
可愛 く 描く 場合 、 が に 股 に な ら な いよ うに も 注意 し まし よう 。 


CHECK 


表情 を 工夫 し て 、 穴 を 掘っ て いる 目的 を 匂わ せ 
る 。 実 際 の イヌ は 淡々 と 穴 を 掘る こと も 多い の 
で 、 こ の 絵 で は 無 表情 に し て いる が 、 何 か し ら 
の 目的 物 を 穴 の 底 に 描く の も よい 。 


イヌ が 穴 を 掘る の は 、 ほ と ん ど が 暇 つ ぶ 


し の 場合 で す が 、 小 動物 の 匂い を 頼り に 


掘る こと も あり ます 。 目的 に よっ て 掘り 


方 を 工夫 し て 描き まし ょ う 。 


CHECK 


キャ ラク ター の 性 格 や 場面 な ど に よっ て 穴 を 掘 
る 姿勢 を 変え る 。 ダ イナ ミッ ク に 顔 を 突っ 込ん 
で 掘る の も よい が 、 こ こ で は 女の子 な の で 控え 
め に 手 で 掘っ て いる 。 


CHECK 


ポー ズ に 合わ せ て 耳 も 伏せ る 。 ` 


CHECK az が 多い 
の で 、 頭 上 か ら 見 た 髪の毛 と 耳 
の 関係 を よく イメ ー ジ する 。 


穴 掘り な どの 動物 特有 の 行動 は 、 人 間 部 分 と の 
矛盾 を 少な くす る こと が 重要 と な る 。 細 い 指 で 
土 を 掘る の が 不 自然 に 感じ る 場合 は 、 ス コッ プ 
な どの 小道 具 を 描い て も よい 。 


犬 種 に よっ て も 差 が ある が 、 し っ ぽ の 向き は 上 向き 気味 に な る 。 伏 せ た 
姿勢 で は どう し て も 体 の 動き が 小さ く な っ て し まう の で 、 動 き の 自 由 が 
きく し っ ぽ は 、 キ ャ ラク ター の 感情 を 表現 する 重要 な パー ツ と な る 。 


CHECK 
Cr y 
> E = en 
伏せ も 実に イヌ らし さ の ある レレ 
ポー ズ の ひと つ で す 。 体 の 構造 a 
上 、 人 間 が 伏 は て いる の と は 違 / 
い が あ る の で 、 イ メー ジ を よく 
すり 合わ せ て 描き まし ょ う 。 た 
° 
CHECK : CHECK 
イヌ は 4 本 足 の 動物 な の で 、 体 が 完全 に 伏せ た 状態 に な っ て も 頭 腕 や 脚 の 長 さ は 、 人 間 の 伏せ と イ ヌ の 伏せ で 最も 差 の 


は 前 を 向く 。 人 間 が この ポー ズ を する と か な り 人 負担 が か か る が 、 


絵 と し て の 可愛 さ を 優先 する の も よい 。 


出る 部 分 な の で 気 を つけ て 描く 。 肘 や 膝 を 外 に 広げ る 
と 、 い か つい 表現 に な っ て し まう 点 に 注意 する 。 
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a 


I EYRE RAOMMTTD. BINSZEEOHP, EEE LICEO MRE. TLTIDB | | | 
-- わし た し っ ぽ と 、 イ ヌ と は また 違っ た 魅力 を 持っ て いる 動物 で す 。 ま た 、 九 尾 の 狐 や お 稲荷 様 に 代表 | | | ] 
・・ され る よう に 、 神 秘 的 な イメ ー ジ を 持っ て お り 、 絵 の 題材 と し て 魅力 的 な モチ ー フ で す 。 ・・・・ 


so os e e eo eo e oe a 


e e os る の の る SSESMEASRBA あの @ の SREKKAESD ODORS TDK EN EE EEE 


キツ ネ は イヌ と 違い 、 人 間 の 生活 と | 
あま り 馴 染み の な い 動 物 の た め 、 そ 
5 いっ た 部 分 を 神秘 性 や 妖 LCE CHECK イヌ と 描き 分 ける た め に 失っ た 耳 を 強 


a 調 す る 。 頂 点 を 高く 取り 、 二 等 辺 三角 
現す る の も よい で し ょ う 。 A 形 寄り に 描く と キツ ネ ら し さ が 出 る 。 


大 きく 膨らん だ し っ ぽ ぱ 。 実際 の キツ ネ の 

し っ ぽ は そこ まで 極端 に 膨らん で いる わけ 

で は な い が 、 特 徴 を 強め て 描く こと が 重要 。 
CHECK 


CHECK 


見 透かし た よう な 表情 。 あ まり 人 間 
と 身近 な 動物 で は な い の で 、 ミ ステ 
リア ス な イメ ー ジ も ぴっ た り 。 


背筋 を び ぴん と させ て 描く こ 
と で キツ ネ の 気高く 偉 そう 
な イメ ー ジ が 出る 。 


CHECK 


/ 
£ Er LANE 
WORE Usk BS EEC E お 稲荷 様 の イメ ー ジ も あっ て か 、 服 装 が 


TALLERES = 
is a ee ) 和風 で あっ た り 巫 女 に 似 て いた りす る こ 
re RS と が と て も 多く 、 親 和 性 も 高い 。 


| E EEE ELIT. 
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CHECK CHECK 耳 の 長 さ 、 失 り 具 合 を 強調 する 。 横 向き の 場合 
は 極端 に 鋭角 の 三角 形 に する と イヌ と の 差 が 出 


目 は 鋭く 、 細 長い 瞳孔 を 描き こむ 。 ど 
ちら か と いう と ネコ に 近い イメ ー ジ 。 


mc E 


横向 さき に する と 、 キ ツネ 独特 の 
顔 の 表情 や 耳 の 特徴 が 如 実 に 表 
NES. those LD th 
寺 分 け て いき まし ょ う 。 


CHECK 


実際 の キツ ネ は 鼻先 が 長く 出 て いる の で 、 目鼻 立ち 
を は っ きり させ て 描く 。 と くに 横顔 の 場合 は 、 鼻 の 
形 を 意識 する 。 


座っ て いる よう な 姿勢 の 場合 、 見 えな 
い 部 分 の し っ ぽ が どの よう な 状態 な の 
か も 、 し っ か り イ メー ジ し て 描く 。 


キツ ネ は と て も 賢く 、 獲 物 を 騙し た 
り も する 鋼 痢 な 動物 で す 。 後 ろ 姿 は 、 
そう し た ずる 賢い イメ ー ジ を 強調 す 
る の に 効果 的 な 表現 で す 。 


One Point 
頭 部 の 耳 の 状態 を きち し つ ぼ ほぼ の テ ク =w 4 


ん と イメ ー ジ する 。 他 ó60000000000000000000000 


の 動物 と 同様 に 、 髪 の 


せ を 行う 。 小柄 に 見 せる こと が で きる の で 、 可 愛さ 


を 強調 し た いと き に 効果 的 で す 。 


後ろ 姿 は 最も し っ ぱ ぽ が 目立つ の で 、 暖 
昧 な イメ ー ジ の まま 描か な いよ うに 気 
を 使う 。 体 の どこ か ら ど の よう に 生え 
て いる の か を し っ か り イ メー ジ す る 。 


ンー しっぽ の 付 け 根 を 絞り 込ん で か ら 広 が 
(3) る よう に 太い シル エッ ト に する と 、 ふ 


わっ と し た 感じ が 表現 で きる 。 
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P.1102-= 103 Elk> S CPSC, 


元気 な キツ ネ の 女の子 で す 。 有 耳 や し っ ぽ 


の 形 だ け で な く 、 他 の 動物 と イメ ー ジ が 


重 な ら な いよ うに 、 さ ま ざ ま な 箇所 に 工 


夫 を 入れ て いき ます 。 


手 を 顔 の 近く に 持っ て くる こと 
で 、 絵 を 見 る 人 の 視線 を 引き こ 
む 。 ま た 、 あ ざと さ 、 可 愛さ を 
強め る 効果 も ある 。 

CHECK 


CHECK 


足 を 曲げ て 身軽 さ を 表現 。 キ ツネ や 
ネコ は こう し た 表現 と 非常 に 相性 が 
よい 。 腕 を 曲げ け て いる の で 、 対 応 さ 
せる 意味 合い も 含ん で いる 。 


CHECK 矢 っ た 耳 。 倫 虐 気 味 な の で 、 う まく 髪の毛 を 使っ 
eee て 耳 の 生え 際 の 部 分 を 処理 する 。 耳 の 中 の ふわ 
A ふわ し た 毛 を 丁寧 に 描く と 、 さ ら に 可愛 いら し 

い 絵 に な る 。 


CHECK ウィ ンク し た 表情 。 ち ょ っ と 意地 
悪 そ うな 表情 で キツ ネ の ずる 賢 
さ 、 あ ざと さ を 表 現 。 


CHECK 手 を 見 慣れ た 「 キ ツネ の 影絵 ] 
の 形 に 。 わ か りや すい 記号 を 用 
いる こと で 、 絵 が 持っ て いる 情 
報 を 強調 する こと が で きる 。 


CHECK 


ふわ っ と し た し っ ぱ ぽ は 体 の 動き 
や 足 の 向き に 合わ せ て 上 向き に 
な び か せる 。 こ うす る こと で 虫 
動 感 が 強調 され る 。 


One Point 
キツ ネ ら し さ を 強 調 す る に は 


アカ ギツネ の よう に 耳 の 先 を 黒く する な ど 、 一 般 に よ 
く 知 られ て いる 配色 に する と 、 キ ツネ らし さ が 増 し ま 
Gs ウジ ポイ ジ ド ど し で お 
可愛 いで す 。 

また 、 賢 さや あざ と さ を 表 
現す る こと で 、 無 邪気 な イ 


ヌ と の 違い が 出 ます 。 


mes SIE A 


CHECK 
REESE ESET r 
narea > O RoTOSOTHEEIL, ERE 
WKE) O 
Ada に し っ ぽ を 寝具 に 見 立て て 、 | 人 間 の 体 は 実際 の キツ ネ ほ ど 和 柔軟 に 曲がら 
a MIEL Fenr A | な い の で 、 し っ ぽ を 大 げ さ な くら い 大 きく 
眠り に つい て いる イメ ー ジ の 絵 で す 。 も : 長く 描く 。 こ の よう な 場面 で は 可愛 らし さ 


ふも ふ 感 を 強調 し まし ょ う 。 oe SHE RS. oyec 


CHECK 


し っ ぱ ぽ を 枕 に 使っ て いる の で 、 ふ 
わっ と 膨らん で すぐ に す ぼ ぽ ま っ て い 
く 形 で は な く 、 ふ わ ふ わし た 毛並み 
が 丸み を 帯び な が ら 流 れ て いく よう 
な イメ ー ジ 。 


クッ ショ ン の よう な し っ ぽ に 
指 が 食い 込ん で いる 表現 。 実 CHECK 
際 の し っ ぽ に は こん な 弾力 性 

は な い が 、 柔 ら か さ を 表 現す 

る テク ニッ ク と し て 有効 。 


耳 を 大 きく 開い て 、 少 し 左右 に 向け る こ 
と で 、 周 囲 の 音 を 聞い て いる 感じ を 出す 。 


小 首 を か し げ 、 周 囲 を 警 葉 、 
探っ て いる イメ ー ジ で す 。 
了 征 を 開い て 情報 を 集め る 様 == \ f 人 HER 
子 を 描く こと で 、 動物 らし Ue = 
さ を 強 調 し て いま す 。 ーー 


CHECK 


興味 の ある も の や 、 好 意 
的 な 相手 を 見 る と き は 瞳 
を 大 きく 描く 。 瞳孔 の 形 
に も 気 を 使っ て 、 人 と は 
相容れない キツ ネ の 野性 
を 表現 。 


One Point 
瞳 の 大 き さ 


顔 の パー ツ は 絵 を 見 る 側 の 視線 を 
集め る の で 、 瞳 の 大 き さ は ば っ と 
見 で 与え る 印象 に 影響 し ます 。 瞳 


が 大 きく な る の は 、 和 気持 ち が 高 
ぶっ た 場合 が 多く 、 ポ ジテ ィ ブ な 
感情 以外 に 、 和 怒り に よる 興奮 で も 
大 きく な り ま す 。 逆 に 、 気 持ち が 
沈ん で いる と き や 冷 め た 視線 を 描 
きた いと き は 瞳 を 小さ くし ます 。 


CHECK 


し っ ぱ ぽ の 位置 に 注意 。 座 っ て いる 
姿勢 な の で 、 し っ ぽ の 生え ぇ 際 の 状 
態 を し っ か り イ メー ジ す る 。 
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u 0 © の @ @ AAAS -e@eeeseeeeseeseeeeeseesee @ 
ee, Me ir ee eee eo ae 
- オオ カミ も イヌ 科 の 動物 で す が 、 イ ヌ と は 顔つき や 体つき を が か な り 違 いま す 。 そ うい っ た イヌ と の 違 . . . ] 
III い を 意識 し て 描い て み ま し ょ う 。 ま た 、 古 来 より 善悪 を 問わ ず 、 神 話 や 童話 に た び た び 登場 し て いる | 
= 上 a 動物 で も あり ます 。 そ うい っ た 設定 も キャ ラク ター 作り に 活か し て み ま し ょ う 。 š i si i A : ` k : 5 i 2 A i i 
IA CHECK 大 き な 耳 。 オ オカ ミ は イヌ と 比べ て 体 
En つき が 大 きく し っ か り と し て いる の 
ee で 、 各 パー ツ を 大 きめ に 描く と よい 。 
» CHECK 
の ② E 目 を 鋭く 描く 。 オ オカ ミ の 持つ 強 さ や 


好戦 的 な イメ ー ジ が 強調 され る 。 


童話 や 伝承 、 神 話 な ど に も 数 多 
< く 登 場 し 、 絵 の 素材 と し て さま 
_ ざま な 要素 を 持つ オオ カミ 。 相 
性 の よい 小物 が 多い の で 、 い ろ 


いろ と 試し て み ま し ょ う 。 | 


オオ カミ と いえ ば 童話 「 赤 ずきん ] 
だ が 、 作 中 の イメ ー ジ を 逆手 に 
と っ て 赤 ず きん の 服 を 着せ 、 バ ス 
ケッ ト を 持た せ て いる 。 可愛 らし 
い 服 と の ギャ ッ プ が キャ ラク ター 
の 魅力 を 引き 立た せる 。 

CHECK 


CHECK 


赤 ず きん で 猟師 に 狩 られ る オオ カミ 
に 逆 に 猟銃 を 持た せる 、 と いっ た 
ギャ ッ プ を 組み 込み や すい の も オオ 
カミ の 魅力 。 


し っ ぽ は ふさ ふさ と し て た く 
まし い イ メー ジ 。 激しい 戦 闘 
シー ン な ど で は し っ ぱ の 動き 
を アク ショ ン に 取り 入れ る の 
も 効果 的 。 


大 き な 鎌 。 豊 稼 の 神 の 使い と し て 畑 を 害 獣 
か ら 守 る イメ ー ジ を ベー ス に し て いる 。 


CHECK フー ド を か ぶっ て いる の で 、 耳 の 位置 が 制限 され る 。 
あえ て 帽子 や フー ド で 干渉 し て 、 そ れ を どう 処理 す 
る か 考え て みる の も ケモ ミミ 絵 の 面白 さ 。 


CHECK 
冷た い 視 線 を 放つ 目 。 横 目 は 鋭さ が 強調 され る の で 、 
嫌悪 感 、 敵 対 心 を 表現 する の に 適し て いる 。 


fy, tik 


CHECK 長袖 の 服 は 外界 に 対す る 警戒 を 表し 、 拒 絶 
の 意味 を 含む お の で 、 オ オカ ミ の キャ ラク 
ター と は 相性 が よい 。 実際 の 人 間 の 服装 に 
も 同じ こと が いえ る 。 


赤 ず きん を 意識 し た 衣装 
で 、 フ ー ド を か が 記 っ て いる 
絵 。 頭 部 周り が 複雑 な 構 
図 に な る の で ポイ ント を 押 
さえ て お きま し ょ よう 。 2 so 


nHN 


CHECK N 
© イヌ と 比べ て 、 耳 の 付け 根 を 大 きく と る 。 


CHECK 


CHECK 横 を 向く と 正面 の と きよ り ふ さ ふ さ し た 
し っ ぱ ぽ が 目立つ 。 キ ツネ な ど と 違っ て オ 
オカ ミ の し っ ぱに 対し て は っ きり と し た 
イメ ー ジ を 持つ 人 は 少な い の で 、 他 の 動 
物 と か ぶら な いよ うに 気 を 使う 。 


フー ド を か ぶっ て いな い 場 合 は 布 の 処理 に 気 を つけ る 。 


オオ カミ は 後ろ か ら 見 た 特徴 が 少な 
い の で 、 特 徴 的 な モチ ー フ や 小道 具 
Ez) を 使っ て 、 イ ヌメ や キツ ネ な どの 他 の 
動物 と イメ ー ジ が か ぶら な いよ うに 

気 を つけ まし ょ う 。 


CHECK 


し っ ぱ ぽ は 、 短 いと イヌ に 近く 、 ふ ん わり させ る と キツ ネ に 
近く な る 。 ふ さ ふ さと 太く た くま し い イ メー ジ で 。 
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AAH=EWVAISERA. オオ カミ 
の 強 さ や 格好 良さ を 表現 する の に 適 
し た 場面 で す 。 


遠く へ 気持 ち を 届か せる よう な 
場面 な の で 、 頭 の 向き を 強調 す 
る た め に 耳 は 後ろ 側 に 倒す 。 


アゴ と 口 の 形 に 気 を つけ る 。 特 に CHECK 


口 は あま り 丸 く 広 げす ぎる と 間 が 
抜け た よう な 表情 に な っ て し まう 
の で 注意 が 必要 。 


アク ショ ン 有 要素 は 薄い 絵 だ 
が 、 し っ ぽ を な び か せ て 情 
感 を 演出 し て いる 。 


CHECK 


イヌ の ペー ジ (P.100) で も 解説 

し た よう に 、 そ の まま 遠 味 え の 

ポー ズ を させ る と 人 間 の 手足 が 長 
い の が 問題 に な る 。 こ の 絵 で は 段 E 
差 を つけ 、 体 を 伸ばし て 立た せる ン ン ン 
こと で 遠 喘 え の イメ ー ジ に 近づけ É 

て いる 。 人 の 体 で 動物 の し ぐさ を 
する 場合 、 い か に 自然 に 見 せる の 
か が ポイ ント 。 


シン 6 CHECK 


One Point 
感情 豊か な オオ カミ 


クー ル な イメ ー ジ の 強い オオ カミ で す が 、 実は 感 
情 表 現 が と て も 豊か で 、 群れ の 中 で は アイ コン タ 
クト ド や ポッ イィ イーラ シク ニシ で 紀 き ニタ ケタ ニ ショ 
ン を 図っ て いま す 。 冷た く 凶 暴 な イメ ー ジ だ け で 
な く 、 情 感 豊 か に 描い て みる の も よい で し ょ う 。 


片方 の 足 の か か と を 地面 か ら 離 し 
て 、 体 の 伸び を 強調 。 


ce @ で あき  @ © © @ る # © @ @ @ $# @ o 


co. ウサ ギ は 肉食 動物 に 狙わ れ 、 絶 え ず 周囲 を 警戒 する 生き 物 の た め 、 飼 い 主 に さえ あま り 弱 いと ころ を . 
- 見 せな いと いわ れ て いる 動物 で す 。 何 か と 設定 の つけ や すい 動物 な の で 、 自 分 な り の 工夫 を 凝ら し て ` 
かす リキ すす すす ひも イト キキ サト ャ サト ヤキ キ サト ャ 


MESON MINA 結川 


に 描い て 体 の 小さ さ を 表 現 。 子 供 っ 
他 の 動物 と 比べ て も 耳 の 形 に イ | | ぽい 見 た 目 に する の も 効果 的 。 


ン パ クト の ある ウサ ギ は 、 シ ル 
エッ ト が 特徴 的 で 、 華 や か な 装 
飾 な ど を 施し て も ウサ ギ と し て 
_ の イメ ー ジ が 損なわ れ ま せん 。 


他 の 動物 と 比べ て お と な し い イ メー 
ジ が 強く 、 静 か に すま し た 表情 が よ 
く 合 う 。 反面 、 い た ずら 好き で も あ 
る の で 腹黒 い キ ャ ラク ター に され る 
こと も 多い 。 


CHECK 
CHECK 


くり くり っ と し た 丸い 目 を 表現 す 
る た め に 、 意 識 的 に 大 きく 描く 。 


CHECK 


耳 の 印象 が 強い の で 、 髪 型 に 関し て は 
自由 度 が 高い 。 こ の 絵 で は 大 きく 広 が 
る よう な ロン グ へ アー に し て いる 。 


One Point | 
ウサ ギ の イメ ー ジ Bu © 


ウサ ギ は 童話 な ど に よく 登場 し 、 メ ル ヘ へ 


感情 が わか り に くい と いわ れる 動 


ン な 印象 も ある 一 方 で 、 バ ニー ガー ル な ri MED TA NOS I 
どの 誘惑 的 な 面 も 持っ て いま す 。 自分 が Fy OS 

最終 的 に どん な 絵 を 目指 す の か 、 し っ か ES 

り と イメ ー ジ を 固め て 描き まし ょ う 。 ANY 
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CHECK 


耳 の 傾き や 向い て いる 方 向 は キャ 
ラク ター の 目線 に 合わ せる 。 


CHECK ( | y 4 | / 
(2) Ne 
een N), 


目鼻 立ち は あま り は っ きり し な い 
方 が ウサ ギ ら し さか が 出る 。 


CHECK 


口 も 小さ く 描 き 、 ひ か え め に す 
る と 、 小 動物 らし い 可 愛 ら し さ 
が 出る 。 
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ウサ ギ の 耳 は 長い の で 、 横 向き 


に し た と き は 少し 位置 を ずら し 


て 両 耳 を 見 せ て あげ る と 魅力 的 


な 表現 に な り ま す 。 


| 
\ 5 
KW | 
ジ /RN 3 


CHECK 


耳 の 生え 際 に 注意 。 イ ヌ や ネコ と 比べ て 
毛 が 短 い の で 、 髪 の 毛 と の 関係 の すり 合 
わせ が 難し い 。 こ の 絵 で は 髪の毛 を 引き 
伸ばし た よう に 同化 させ て いる 。 


CHECK 


短い し っ ぽ は 正面 を 向い て いる と 
き は 見 えな い が 、 横 向き に な る と 
か な り 主 張 す る 。 特徴 的 な 形 な の 
で 強調 し て 描く 。 


すっ と 伸び た 耳 に 、 可 愛らしい し っ ぽ が 


見 え 、 最 も ウサ ギ ら し さ が 出 る と いっ て 


も 過言 で は な い 後 ろ 姿 。 可 愛らしく 描く 


ポイ ント を 押さ えま し ょ う 。 


CHECK 


ふわ ふわ と し た 短い し っ ぽ ぱ は ウサ ギ ら し さ が 強 く 出 る 部 
分 。 生 えて いる 位置 に よっ て か な り 絵 の 印象 が 変わ る 。 


k CHECK 服 と の 関係 を 意識 し て 、 し っ ぽ が どの よう に 生え て いる の か を 
SR し っ か り イ メー ジ す る 。 場合 に よっ て は 服 に くっ つい て いる よ 
うに 見 えて し まっ て も 可愛 らし い 。 


=n CHECK 空気 抵抗 を 表現 する た め に 、 
進行 方 向 と は 逆 の 方 向 に 耳 を 
寝かせ る 。 


ウサ ギ は 脚力 に 優れ 、 お と な し い 
イメ ー ジ な が ら 、 力 強い 走り を 見 
せる 動物 で も あり ます 。 


し っ ぱ ぽ は 短い の で 動き の 出し に く 
い 部 分 だ が 、 形 状 を 少し いじ っ て 
あげ て 躍動 感 を 演出 する 。 

CHECK 


meto E AS 


髪の毛 の 流れ は きち ん と 根 も と か CHECK 
ら 描き 、 後 か ら 耳 の 部 分 を 消す 描 (le 
き 方 の 方 が わか りや すい 。 


顔 の 向き に 変化 を つけ て 振り 返ら せる こ CHECK 
と で 絵 が 魅力 的 に な る 。 進 行方 向 に 顔 を 
向け て いる と 説明 的 な イメ ー ジ に な る 。 


大 きく 後ろ に 流さ れ て いる 腕 。 こ の 絵 で は 


実際 の ウサ ギ の 走り 方 を 模 位 し て いる 。 a oe W 
Ll Ex る 
CHECK Pe, ne 
腕 の 動き に 対応 し て 、 膝 は 前 に 出す 。 ©) were call Eon 
CHECK 
N ee 
て N S 


足 の 指 は 土 を 蹴る イメ ー ジ で 丸め る 。 


CHECK 


BELKIN 


ちょ っ と 意地 悪 な 笑顔 。 無 邪気 な 
好意 で は な く 、 裏 が あり そう な 表 
情 に し て いる 。 


CHECK 


実際 の ウサ ギ ら し さと は 異な り ま す が 、 
ウサ ギ の キャ ラク ター らし いあ ざと い イ 

AY Y メー ジ の ポー ズ 。 少し 裏 の ある キャ ラク 
Se aie Kg ター に ぴっ た り の し ぐさ で す 。 


ネコ の よう に 手首 を 曲 け 、 指 を 丸 
くす る 形 。 可 愛さ を 前 面 に 出し つ 
つも 、 あ ざと さ を 表 現 。 

CHECK し っ ぽ の 生え て いる 位置 を 考え る と 、 


ee あま り し っ ぱ ぽ は 見 えな い は ず だ が 、 中 
y 途 半端 に 見 せる より は 、 し っ か り し っ 


ぽ と わか る よう に 描く 判断 も 大 切 。 


CHECK ウサ ギ は 跳ね る の が 得意 な の で 、 
つま 先 は 膝 より 高く 描く と よい 。 
逆 に 、 足 先 を 下げ る と 跳ね る の が 
苦手 そう な 印象 に な る 。 
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| 人 間 の 生活 と も な じみ の 深い ヒツジ は 、 生 活 に 即 し た イメ ー ジ を つけ や すく ケモ ミミ 絵 に も し や ゃ すい . | 
動物 で す 。 ヒ ツジ の 種類 に よっ て 耳 の 形 や 大 き さ は 若干 異な り ま す が 、 ウ サギ の よう に 細長 い の が 特  .」 
ba Finis あす めのう を KS 


oe oe oe ee ee ee oe ee ee es e. @  @  @  @  @  @  @  @ oe 0 ee ee eo es ee @ 


ず 。 ケ グモ ミミ 織 と いう こと で 、 こ こ で は 人 間 が 散髪 し 


| 

ーー | 
ヒツジ と いえ ば 羊毛 刈り の イメ ー ジ を 持つ 人 も 多い は | 

| 

て いる よう な イメ ー ジ で 描い て いま す 。 _ 


人 型 の 女の子 を バリ カン で 刈り 上 げ る わけ に 
は いか な い の で 、 散 髪 に 置き 換え て いる 。 場 


面 に 合わ せ て 道具 も 変更 する 必要 が ある 。「 も ©) as be l ap Pannen (4) | 


し 、 人 だ っ た ら ど うし て いる か ?」| を 考え る 


CHECK CHECK 


と 思い つき や すい 。 耳 を 頭 か ら 生 や す 際 に は 生え ぇ 際 に 
CHECK 気 を つけ る 。 こ の 絵 で は 頭 の 一 部 | 


か ら 引 き 出し た よう な イメ ー ジ で | 
同化 させ て いる 。 


耳 の 位置 を 工夫 する 。 こ の 絵 で は 

人 間 の 耳 の 位置 より 高く 、 動 物 の A 
耳 に 近い 位置 で 描い て いる 。 描 き N 

た い イ メー ジ に よっ て 位置 を 変え UN 
る の も よい 。 KW 


(2 かーーー で a; 


CHECK E ZEN, し っ ぽ の 生え て いる 位置 に よっ て 
i 服 と の 関係 も 意識 し て 描く 。 


CHECK 


ヒツジ の 目 は 風防 が 横 に 広く 、 造 く S Y A II 
を 見 渡す の は 得意 だ が 焦点 を 合わ せ 


る の に 向い て いな い 。 ぽ ん や り と し 
た 表情 に する と それ らし く な る 。 


One Point 


ヒツジ の し っ ぱ ぽ は 短い ? 


ee eeee eeeeoeeoeeeeeeeeeeeeeeoe | 


ヒツジ の し っ ぱ ぽ は 本 来 長い も の で す が 、 綿 羊 は 衛生 面 な どの 理由 か ら 
断 尾 し て し まう の で 、 私 た ち が 見 る ヒツジ は 尾 が 短い こと が 多い で す 。 


刈っ た 自分 の 毛 で 編み 物 …… を し て い 
る が か は わか り ま せん が 、 ヒ ツジ の キャ 
ラク ター と 毛 終 と の 相性 は 非常 に よ 
く 、 魅 力 的 な 絵 に な り ま す 。 


人 間 と 同じ 位置 に 耳 を 生 や 
LEH, 髪型 も 耳 の 流れ に 
合わ せ て 流し て いる 。 そ の 
動物 な ら で は の 特徴 を 活か 
し た 髪型 を 考え る の も 、 ケ 
モミ ミ 絵 の 楽し さ 。 


ヒツジ の 毛 を イメ ー ジ し て 、 髪 の 毛 を モコ モコ さ 
(2) せ て いる 。 特徴 的 な 体毛 を 持つ 動物 な の で 、 こ う 
いっ た 場所 で も イメ ー ジ を 膨らませ られ る 。 


1 正面 か ら の 構図 な の で 、 前 か ら も 見 える よう に 長 
i いし っ ぱ ぽ を 描い て いる 。 
CHECK 
レ っ ほぼ の 見 えて いる 方 向 と は 逆 AZORE ei ふわ ふわ し た 羊毛 の 中 
側 に 毛糸 だ ま を 配置 し て 、 絵 人 の 角 は ヒツジ キャ ラク ター の 大 き な 和 魅力 と いえ る 。 オ ス 
HAS $ “か Ò z 5 + te ysg 
体 の バラ ンス を 取る 。 だ か ら 生 えて いる わけ で は な く 角 の 有無 は ヒツジ の 種類 


に よる も の 。「 付 け 根 の 位置 ]、「 生 えて いる 向き ]、[ 角 
の 先 の 位置 ] に 気 を つけ て 、 頭 蓋 朋 と 角 を 合わ せ て どん 
な 塊 な の か 意識 する と 描き や すい 。 

CHECK 


間 の 抜け た よう な 表情 。 あ く び し て CHECK 
いる と ころ な の で 口 は 力 な く 開 く 。 
人 間 ら し い 手 の 演技 は お 好み で 。 


CHECK 緊張 し て いな い 場 面 な の で 耳 は 垂 
れ 下 が っ て いる 。 こ うし た 細か い 
描写 で 状況 を 説明 する の も よい 。 


ヒツジ は 眠い と き に 数 える も の 。 ふ わ 
ぷわ で ぶ が ふか が と し て いる た め 、 睡眠 - 
を イメ ー ジ する 人 も 多い も の で す 。 の 
ん びり し た イメ ー ジ の 絵 は ヒ ツジ の 
キャ ラク ター と 相性 の よい 表現 で す 。 


CHECK 


し っ ぽ の 生え て いる 位置 が わか ら 
な い 絵 で は 、 ど う 見 えて いた ら 絵 
全体 の バラ ンス を 損なわ な いか を 
意識 する 。 


CHECK 


枕 を 持た せる こと で 、 す ぐに で も 眠り た 
いと いう こと が ひと 目 で わか る 。 ま た 、 
の ん びり と し た ヒツジ の イメ ー ジ を 強調 
する 意味 で も 効果 的 。 


over ll MA 
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大型 の 肉食 動物 で お る トラ の キャ ラク ター。 トラ と いう と どう し て も シマ シマ 模様 の 印象 が 強い の で . . . 


II す が 、 実は 耳 に は シマ シマ 模様 が つい て いま せん 。 し っ か り 特 徴 を つか ん で お きま し ょ う 。 | | - 


飛び か か る 


NEUE ERES, 


' g トラ は ネコ 科 と し て は 世界 最大 クラ ス の 肉食 動物 で 
| す 。 こ の 絵 は 肉食 動物 らし く 獲 物 に 飛び か か る イメ ー 


ジ で 揃い て いま す 。 


爪 を 立て て 襲い か か る 感じ 。 人 間 の よう に 親指 CHECK 
と それ 以外 で 挟ん で つか む の で は な く 、 押 さえ 
つけ る イメ ー ジ 。 親指 の 位置 を 意識 する 。 


顔 を 上 向き に し て アオ リ 視 点 を 強調 。 
CHECK 


One Point 
虎 耳 状 斑 ( こ じじ ょ う は ん ) 


トラ の 耳 を 含め ネコ 科 の 動物 に は 、 虎 耳 
状 斑 と いう 特徴 的 な 斑点 模様 が つい て い 
ます 。 ト ラ の 耳 は 体 と 同じ シマ シマ 模様 
で 描か れ て いる 
こと も あり ます 


が 、 正 し く は 白 
い 丸 の よう な 斑 
点 が ある だ け で 
す 。 トラ の キャ 
ラウ ター を 描く 
と き は 意識 し て 
み ま し よう 。 


CHECK 
迫力 を 出す た め に 、 パ ー ス を つ 
けた 構図 に し て いる 。 


CHECK 


口 か ら 覗 く 牙 。 凶 暴 さ を 表現 し な 
が ら も 、 可 愛 ら し さ の ポイ ント で 
も ある 。 


CHECK 


し っ ぱに は 体 と 同じ シマ シマ 模様 が あ 
Do トラ ら し さ を 強 く 表 現 で きる 部 分 
な の で し っ か り 描 きこ む 。 


CHECK 


飛び か か る と き の 姿 勢 は 、 体 全体 
を 真っ すぐ に 伸ばす 。 


#€eeee¢6¢8 88 @ 


= 


so es she S$ © @ @ OD 


ecs s es 


Had, ルン: tt 
.. 人 間 の 生活 と 密接 に 関わ っ て いる 動物 で あり な が ら 、 あま り 触 れ 合 う 機 会 の な い ウ シ 。 乳牛 の イメ ー . ト 
。. ジ が 強く 、 キ ャ ラク ター 絵 の 場合 、 体 の 特徴 を 強調 され る こと が 多い で す が 、 耳 と 角 の 関係 を 美しく - Z 
a a er epee eee > Es 
E FETTE: ARA DOSE MA OA GREE SEG GRE e 
y 
E 
CHECK 角 の 先 が 立 体 的 に な る よう に 位置 を CHECK 
合わ せる 。 ず れ て いる と 目 に つき や 角 は 耳より も 上 に 位置 し 、 人 間 で いう 
すい の で 注意 する 。 こめ か み の 部 分 か ら 生 えて いる 。 


f cm CHECK ウシ の 耳 は ヒツジ な ど に 似 た 形 で 顔 の 側面 か の ら 生 えて お り 、 


毛 は 短い 。 実 際 の ウシ の 耳 は 横 に ぴん と 伸び て いる が 、 絵 に 
描か れる 場合 は 垂れ て いる も の が 多い 


CHECK 
耳 の 先 も きち ん と 立体 的 に な る よ 
うに 位置 を 合わ せる 。 


ウシ は 大 柄 な 動物 な の で 、 大 き さ を 強調 する 


た め に や や アオ リ 気 味 の パ ー ス を か ける な ど ご 


し て 工夫 し まし ょ う 。 


虫 を 叩き 落と し た り も する し っ 
ぽ 。 力 強い イメ ー ジ で 描く 。 


激しい アク ショ ン な の で 、 し っ ぱ CHECK 
や 髪の毛 の 流れ に 気 を つけ て 、 見 7 4 NS | a. > 
栄え を 意識 し つつ 配置 (0 a J 


] 
構図 的 に は 位 洋 気味 に な る の で 、 CHECK A [J 


角 、 耳 の 生え 際 と 髪の毛 の 関係 が 
ご ちゃ ご ちゃ に な ら な いよ うに き 


A 


ちん と イメ ー ジ する 。 


突進 する と き は 、 角 を 前 面 に 押し 出す 。 そ の た め 
少し アゴ を 引い た よう な 状態 で 角 を 強調 する 。 


乳牛 と し て 飼 わ れ て いる ウ シ は 

お と な し いで す が 、 闘 后 な ど で 
_ 知 られ る よう に 種類 に よっ て は 
気性 の 荒い や もの も いま す 。 
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リス に 欠か せな い 小 道具 と いえ ば 、 ど ん ぐり を 置い て 他 に 
は な いで し ょ う 。 リ ス の 動作 に は どん ぐり が つき も の な の _ 
で 、 う まく 使っ て 魅力 的 に 描い て あげ まし ょ う 。 


gi 


CURA ) 


CHECK 短く ぴん と 立っ た 耳 。 種 類 に 
よっ て は キツ ネ の よう な 三角 

形 の 耳 を 持つ も の も いる 。 
E CHECK リス の 短い 耳 に 合わ せ て 、 キ ャ ラク 
ター の 髪 形 も 短く 描か れる こと が 多 
い 。 小 動物 の 活発 さ な ど も 表現 で きる 。 


CHECK 特徴 的 な 形 の し っ ぽ 。 大き なし っ ぽ を 丁寧 
に 描き こむ と 、 ひ と 目 で リス だ と わか る 。 
独特 な うねり を 意識 し な が ら 描 く 。 


CHECK リス の 特徴 の ひと つ 、 類 袋 。 た くさ ん の も 
の を 詰め る こと が で き 、 顔 の 体積 が 倍 ほど 
に な る こと も 。 可 愛らしい 、 コ ミカ ル な 表 
現に 適し て いる 。 


One Point 
リス の し っ ぽ 


リス と いわ れ て イメ ー ジ する の は 、 し っ ぽ を 
体 に 治 う よう に 立て て いる 姿 な の で 、 そ の よ 
うに 描い た 方 が 絵 を 見 て る 側 に も 伝わり や す 
く な り ま す 。 も ちろ ん 実際 の リス は 常に し っ 
ぽ を 立て て いる わけ で は あり ませ ん 。 ま た 、 
リス の し っ ぱ ぽ は 強い ショ ッ ク を 与え る と 抜け 
て し まい 、 その まま 再生 する こと は な い の で 、 
し っ ぽ の な い リ ス も いま す 。 


(6) し っ ぽ の 大 き さ を 何 に 合わ せ て 

決め る か は 重要 。 基 本 的 に は 体 
リス を 描く 上 で 重要 な 小道 具 で も ある 全体 を 意識 し て シル エッ ト が 不 
どん ぐり 。 どん ぐり の 大 き さ を 調節 し 自然 に な ら な いよ うに する が 、 
て あげ る こと で 相対 的 に キャ ラク ター 表現 に よっ て 大 き さ を 変え る の 
の 大 き さ を 表現 する こと が で きる 。 も 効果 的 。 


E 
0 0 GG se @ © © © @ s 


。 シカ の 耳 は 大 きく 広がっ て いて 、 左 右 の 耳 を それ ぞ れ 別 の 方 向 に 向け る こと も で き 
pS PREM. BONS: 


` く な り ま す 。 


… まる で = ター 、 
A OE DL 


特徴 的 な 角 が ある の で 、 オ ス の シカ は 表 


現し や すい で す 。 角 と 耳 の 位置 に 気 を 使 
ULES. メス の シカ は オス と 違っ て 


角 が な く 、 耳 の 描写 だ け で シカ らし さ を 


し い お と な し さや 人 懐 っ こさ を うま く 指 
きこ ん で あげ まし ょ う 。 


CHECK 耳 は 少し 前 傾 気味 に 、 頭 の 横 か ら 突 き 出し て いる 。 


オス の よう に 角 が ある と 描き に くい が 、 実 際 の シ 
カ は 耳 を この 向き に し て いる こと が 多い 。 


CHECK 


© 


ング 
Y 


耳 の 中 の 毛 を 少し 強調 し 
て 描い て あげ る と シカ ら 
し く な る 。 


や すい 小道 具 に な る 。 


オス と 比べ て 手 を 小さ く 描 く こ 
と で 、 可 愛 ら し さ が 強調 され る 。 


表現 し な けれ ば な り ま せん 。 草食 動物 ら 


鹿 せ ん べ い な どの アイ テム 
は 、 記 号 的 で 非常 に わか り 


CHECK 


シカ の 耳 は 細長 く 、 大 き な 
葉っぱ の よう な 形 を し て い 
る 。 貝 殻 の よう な 丸み が あり 、 
後頭 部 と 側 頭 部 の 間 く らい か 
ら 横 に 突き 出し て いる 。 


CHECK 


角 と 耳 の 生え 際 は 、 髪 の 毛 を 
描い て 処理 する 。 シカ は 毛 の 
長い 動物 で は な い の で 不 自然 
に な ら な い 程 度 に 。 


One Point 
繧 の 何 に 重き を 置く か 


設定 な ど に よっ て 


実際 の メス に は 角 は あり ませ ん が 、 
描い て し まう の も 手法 の ひと つ で す 。 実際 の 動物 を 重 


視 す る か 、 伝 わり や すさ や イメ ー ジ を 重視 する か 、 
合 に 応じ て 描き 分 け み まし よう 。 


3 


. att 
リ 

A 

H 
44 7 
。 シ 
| 
H 


角 は 耳 の 前 方 に 、 多 少 内 側 寄り に 位置 する 。 キ ャ ラク ター 

CHECK は 顔 に 視線 が 集まる 。 そ の た め 、 顔 ( 頭 ) の 耳 の 付け 根 、 
角 の 付け 根 、 お で こ 、 目 、 鼻 まで の 一 連 の 位置 関係 が 整っ 
て いる こと が 重要 。 まず これ ら を 丁寧 に 描い て か ら 、 耳 
や 角 を 付け 根 か ら 枝 葉 の よう に 描い て いく と 、 違 和 感 無 
く 仕 上 げ や すい 。 
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II ITIESIKEIICAEL MET, MEDAL Y S—184 X-VMBOKT, 逆 に 、 ロ ババ は ウマ と 比べ て i 
-- "小柄 で 、 絵 を 描く 上 で は これ が 重要 に な り ま す 。 ウ マ 、 ロ バ と も に 人 間 の 生活 と 密接 に 関わ っ て お | l | 
- ・ り 、 童 話 に も し ば し ば 登場 する た め 、 設 定 の 作り や すい 動物 で す 。 ee 
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足 に 比べ て 頭 を どの くら い 見 上 げ る か 
で 背 の 高 さ や 距離 感 を 表現 で きる た め 、 
パー ス を 普段 より 強め に 意識 し て 描く と 

_ 大きな 体格 に 見 せる こと が で きま す 。 A 
き な 動 物 で ちあ る こと を 主張 し た いと き に 
活用 し まし ょ う 。 ウ マ か ら 武 士 や 騎士 を 
連想 する 人 も 多い と 思い ます の で 、 格 好 
良く 揃い て あげ まし ょ う 。 


CHECK 


髪の毛 は た て が み を 意識 し て 
長め に 描く こと が 多い 。 色 を 
塗る 場合 は 、 基 本 的 に は し っ 
ぽ の 色 と 合 わせ る 。 

CHECK 


強 勤 な 脚力 を 持つ の で 、 四 肢 は 
し っ か り と た くま し く 描 く 。 
CHECK 頭 身 の 高 い 、 均 整 の と れ た 体 を 描く と 、 ウ マ ら し 


さ が 表 現 で きる 。 


大 きい 体 務 に 見 合わ ず 短い 耳 。 キ ャ 
ラク ター の 全体 の バラ ンス を 壊さ な 
いよ うに 、 ス マー ト な 耳 を 描く 。 
A EGR 
視線 と 耳 の 向き を 合わ せる 。 ウ マ は 
感情 に 応じ て 耳 が 動く の で 、 こ うし 
た 手法 で 感情 表現 を 強調 する 。 

CHECK 


CHECK 


ふさ ふさ し た 長い し っ ぽ 。 ウ 
マ の 美 し さ の 一 端 を 担う パー 
ツ な の で 丁寧 に 描く 。 


CRORE 


ーー ラン 4 


ウマ の 感情 は 耳 を 見 れ ば わか る と 
も 言わ れ て お り 、 実は 感情 表現 の 
豊か な 生き 物 で も あり ます 。 
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CHECK 


耳 の 生え 方 は 縦 方 向 に 。 ウ サギ 
に 近い 。 


© 


四肢 は それ ほど た くま し く な 
く 、 可 愛らしい イメ ー ジ で 。 


し っ ぽ は ウマ の 形 と 大 きく 達 CHECK 


い 、 先 に 毛 が 多 く て ボリ ュー 
ム が ある 。 


ロバ が ウマ より 小柄 で ある 点 や 、 長 い 耳 


を 活か し て 、 子 供 ら し い 体 格 に する な ど 


0-10 E ae 


~ 
e 


の 工夫 を し て 描い て いき ます 。 子供 らし 


1 


さ を 表 現す る と き は 、 頭 が 大 きく 、 頭 身 


が 低い と いっ た ポイ ント を 押さ えつ つ 、 


骨 が 短く 細い と いっ た 細か い 違 いも 意識 


する と よい で し ょ よう 。 


コミ カル な 印象 の 強い ロバ だ Te © 
が 、- モ チー フ に よっ て 表情 を 変 

えら れる 。 こ の 絵 で は あえ て す 
まし 顔 に し て いる 。 


CHECK 
実際 の ロバ の 体 は 寸胴 な の で 、 子 供 の 体系 と 似 通 
う 部 分 も ある 。 


王冠 の デザ イン は 描い て いて 楽し いも の だ が 、 
耳 の 位置 を 邪魔 し な い デ ザイ ン を 心がけ る 。 
CHECK 


子供 の 王様 の モチ ー フ は 、 可 愛らしい 要素 を た く 
EARNSNSOD CHAN TRIE PCRS. 


Tu gE I 


EDO DE 


[王様 の 耳 は ロバ の 耳 」 の イメ ー ジ より 、 
小さ な 王様 で す 。 
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ee quelo 可愛 らし く デ フォ ル メ の し や すい 題材 で す 。 実 際 の 動物 が ! 


ee 
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今日 の 獲物 を 捕まえ て ご 機嫌 な 様子 を 捉え た 


SE REDIRAS ORTI, 
クマ 耳 の キャ ラク ター は 元気 で 可愛 らし い イ 


メー ジ を 持た せ て 描 く の も よい で し ょ う 。 


CHECK 
クマ の キャ ラク ター は 食べ 物 と 


セッ ト で 描か れる こと が 多い 。 


CHECK 
し っ ぽ は ほとん ど 目 立た な い の で 省略 され る こと も 
多い が 、 ワ ン ポ イン ト で 描い て も も ちろ ん 可愛 い 。 


形 は クマ に 似 て いる が 、 や や 丸い 。 
CHECK 


耳 は 黒い 。 


CHECK 


目 の 周り の 黒 は 、 ま つ 毛 を 


ee ee 


CHECK 


耳 は も こも こし て いる 。 女 
の 子 な ら 毛 並み も 野生 の ク 
マ よ り 可 愛 く 整 っ て いる こ 
と を 考え 、 ぬ い ぐ る み を イ 
メー ジ す る と 描き や すい 。 


盛る な ど し て 表現 する 。 よく 勘違い され て いる が 、 
パン ダ の し っ ぱ ぽ は 白い 。 pem 
CHECK CHECK en \ 6 2) 
笹 、 竹 は 、 ひ と 目 で パン ダ 
と わか る アイ テム 。 白 と 黒 の 独特 な カラ ー リン グ が 印象 的 
wos, ケモ ミミ 絵 に し た と き に は 、 
CHECK どの ツー トン カラ ー を どう 表現 する か 
kw が 重要 に な っ て きま す 。 ま た 、 生 息 地 
er で ある 中 国 的 な 要素 を 取り 入れ る の も 
と 、 チ ャ イナ ドレ ス の 愛称 まい で し じ し ま う s 
は 抜群 。 u 
CHECK 


体 を 全体 的 に ふっ くら し た 感じ に 。 こ うす る こ 
と で 、 大 型 で の っ そり し た 動物 の あま り 動か な 
い 感 じ を 表現 で きる 。 
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.。 . . エル フ や 天使 は 人 間 を も と に し た 見 た 目 を 持つ こと が 多く 、 絵 の 題材 と し て 人 気 の あ る モチ ー フ で | 


ho e. © © © $s ee © © © @ © @ @ る ゃ ss 


PS SF. ここ で は 、。、 そ を それぞれ の 描き 方 の ボ イ ジ シト を 見 て いき まま よう 。 ドド ドド うう うう レレ リリ の ーー p 
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ファ ンタ ジー 作品 な ど に し ば し ば 登場 する エル フ 

| 族 。 も と は ゲル マン 神話 に 登場 する 妖精 の よう な 
も の で 、 賢 い 、 長 寿 、 プ ライ ド が 高い 、 排 他 的 、 
狩り の 技術 や 魔法 に 長け て いる 、 な どの イメ ー ジ 
が 強い 種族 で す 。 OS 


FO DBRS, III II 
猫 な イメ ー ジ は あま りな い 。 こ こ で は 誠実 
な イメ ー ジ で 描い て いる 。 


一 般 的 に 知ら れる エル フ 耳 は 細長 く 、 和 失っ 
て いる 。 付け 根 は 人 間 と 同じ よう に 描き 、 
顔 の シル エッ ト を 見 な が ら 、 失 っ た 耳 の 外 
形 を 描き 、 後 は それ に 合わ せる よう に 人 外耳 
軟骨 の 形 を 描く と よい 。 


森 の 住人 らし く 動 きやすい 服装 。 


力任せ に 解決 する 文化 を 持た な い の で 、 細 
身 で 描か れる こと が 多い 。 


CHECK 耳 以外 は 普通 の 人 間 と あま り 変 わら な い 。 
伝承 や 設定 に よっ て 色 が 白かっ た り 、 ほ か 
の 種族 と 比べ て 非力 で あっ た り も する 。 


エル フ ら し い 小 道具 と し て 、 己 矢 や 魔法 の 
道具 が よく 用 いら れる 。 
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天使 は 大 上 の 意思 で ある 神 の 使い で す 。 育 中 か ら は 鳥 の よ 
うな 細 が 生え て お り 、 枚 数 や 形 も それ ぞ れ で す 。 こ こ で は 
神 の 代行 者 こし て 下界 を 見 張る 場面 を 描き まし た 。 


PAS ALS SRE 


CHECK 
全体 の ふん わり と し た 印象 と は 裏腹 に 、 表 情 は 冷た い 。 
「 人 間 と は 違う 次 元 に 住む も の ]」 と いう 印象 を 強め る 。 


CHECK 


要 は 曲線 が 多め で 、 ふ わ ふ わし た イメ ー ジ 。 こ ご 
PA の 世 の も の で な い 軽 さ を 想像 し て 描く 。 


一 般 に イメ ー ジ され る 天使 は 、 左 の よ 
うに 肩 甲 骨 あ た り に 翼 が つい て お り 、 
BOROEDICHURSBBICE < ft 
BUTS. METH, ANDLICH 
の あたり に 生え て いる 場合 や 、 付 け 根 
が 細く な っ て いた り と 、 位 置 や 形 も さ 
ま ざ ま な も の が 見 られ る 。 


One Point 
ROROBEZESICL ES 


KEDR, RORAS E MERLU. BORRATU E 

えば 肩 か ら 手 の ひら に 相当 する こと を イメ ー ジ する と 、 描 き や E mo 

すく な り ま す 。 E i 

: = 

CHECK 飛ぶ と き は 鳥 の よう に 助走 を つけ る の で は 
な く 、 ゆ っ くり と 浮く イメ ー ジ 。 こ こ で は 
地面 に 立っ て いる と きも 足 が す べ て 接地 せ 
ず 、 少 し 浮い て いる よう な 感じ に し て いる 。 


EU 天使 の 階級 に よっ て 要 の 枚数 が 違う 。 嫌 天使 は 6 
枚 、 智 天使 は 4 枚 と いっ た 具合 。 こ うい っ た 知識 
を 多く 持っ て いる と 、 表 現 の 幅 が 広がる 。 
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"DORE. 


・・ ネコ は 基本 的 に ク ー ル な 動物 な の で 、 A RO CREEN E Te 
. ましょ う 。 こ うす る こと で ギャ ッ プ が 生ま れ 、 キ ャ ラク ター eng ane 


_ 表情 の 変化 と し て は 、 少 し 口角 を 上 げ 


る 程度 に と ど め 、 、 耳 を ぴん と させ て テ ーー 


ンション の 高揚 を 表現 する 。 


_ FOCA, 外敵 か ら 耳 を 守る 
た め に 後ろ に 倒し た り 、 伏 は た りす る 。 


目 は 鋭く 、 MFERDOWISKSICS _ 


る と 、 絵 的 に わか りや すい 。 


目 と 耳 を 伏 は て や アゴ を 引 


く 。 実 際 の 


ネコ に は 悲し むと いう 感 | 


青 は な い の 


顔 の 表情 、 耳 、 と も に 力 を 抜い て リラ ッ 


U TES=IB5D LIE, 


クス し て いる 感じ 。 


マタ タビ な どの 匂い を か ぐ と 驚い た よ 


うな 表情 を する 


こと が ある 。 目 を 大 き 


く 見 開き 、 口 は 虚 を 突 か れ た よう に 少 


し 開け る 。 実際 の ネコ の 耳 は 、 驚 いた 


瞬間 に 横 を 向け て 左右 に 倒れ る が 、 ケ 


モミ ミ 絵 の 場合 


O TUI 


た 感じ が 出 て よ 


Lio 


[RF (ac) | 


と いう 言葉 が 名 前 の 由 


来 と いわ れ て い 


る ほど で 、 ネ コ は 人 間 


の 約 2 SDE 


氏 を と る 。 ぼ ん や り し 


て 表情 や 耳 に 力 が 入っ て いな い 感 じ 。 


POs LTS. 


One Point 
耳 で 表現 する ネコ の 感情 


ケモ ミミ キャ ラク ター の 感情 は 、 表 情 や し ぐさ だ け 
で な く 、 耳 の 動き を 絡め て 表現 で きま す 。 自由 に 動 
き を つけ る こと で 、 さ まぐ ざ まな 感情 表現 が 可能 で す 
が 、 こ こ で は 一 例 と し て 、 実 際 の ネコ の 耳 の 動き を 
紹介 し ます 。 


耳 を や や 後ろ 向き に し て 立て て いる と き は 、 敵 な ど に 対 
し て 攻撃 的 に な っ て いた り 、 警 戒 し て いる こと を 表し て 


a A 
J (KS 


耳 を や や 倒し て いる と き は 、 苦 手 意識 や 抵抗 感 を 表し て い 
ます 。 


NT 


耳 を 守る よう に 倒し て いる と き は 、 相 手 に 対す る 恐怖 感 
や 従順 で ある こと を 表し て いま す 。 


片耳 だ け 動 か し て いる と き は 、 動 か し た 方 向 の 音 や 物体 
へ の 興味 が ある こと を 表し て いま す 。 


saoux Tom A 
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興味 の 対象 を 見 つけ て 喜ん で いる イ 怒り の 表情 の と き は 、 瞳 孔 を 縦長 に 細 


メー ジ 。 軽い 興奮 状態 に ある の で 瞳孔 め た 方 が 人 相 が 悪く な る の で 、 絵 的 に 

が 開く 。 は わか りや すい 。 こ の 絵 で は 敵 を 警戒 
し て いる こと を 表す た め に 耳 を 後ろ 向 
き に し て いる 。 


目 は 少し 伏 は ば が ち に まぶた を 落と し た 口 は 、 漫 画 表現 な ど で も よく 用 いら れ 
形 。 耳 も 少し 倒し て 意気 消沈 し た 状態 て いる 実際 の ネコ の 口 の よう な 形 に 。 
を 表現 。 この 繧 で は 耳 を 気持 ち 上 向き に し て 、 


高揚 し た 気分 を 表現 し て いる 。 


語ら あく び を する 


ie オス ) 


目 を 閉じ 、 口 を 大 きく 開け る 。 眉 は 少 


マイ ペー ス な ネコ は 想定 外 の 事態 に 意 


し 寄せ て 描く 。 口 は きれ いな 丸 で は な 


外 と 弱く 、 羽 て た り 和 驚い た りす る と 踊る 


く 、 少 し よれ よれ し た 線 で 描く と 、 眠 


よう な 奇妙 な 動き を 見 せる こと が ある 


そつ うな 表情 に 見 える 。 


の で 、 混 乱 の 表情 は や や 大 げ さ に 。 iE 


One Point 
横 か ら 見 た と き の 耳 の 動き 


也 を グル グル の 渦巻 き で 表現 し て いる 。 


One Point 
ネコ らし い 目 の 描き 方 


まん 丸 の 目 に 、 目尻 と 目頭 だ け に アイ ラ | / A 
イン を 入れ 、 ツ リ 目 を 強調 する と ネコ ら | 
し く な り ま す 。 


耳 や 耳 の 穴 の 向き を 横 か ら 見 た 例 で す 。 耳 の 動き で ネコ が どう いっ た 状態 に あめ る の か が お お よそ わか り ま す 。 


amous IDAS A 
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pe @ eo oe 
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"イヌ に は さま ざま な 種類 が あり 、 BARRE EDO CHERRO 1 X— ジ と 結び つけ や すい 。 au... 


ee en, y. 


OL 


人 AA 


髪の毛 や 耳 を ふわ っ と 浮か せる と 気分 こ ム ス ッ と し た 表情 。 類 、 眉 問 の 筋肉 に 

の 浮い た イメ ー ジ が 伝わり や すい 。 こ 力 が か か る イメ ー ジ 。 耳 の シル エッ ト 
の と き 、 耳 の 方 が 髪の毛 より 外側 に あ を や や 鋭く する 。 怒 り の 度合 い が 高い 
る 分 、 大 きめ に 持ち 上 げ る と 絵 全体 の 場合 は 耳 を 怒り の 対象 に 向け て も よ 
バラ ンス が 取れ る 。 a Di 


OL 


_ 耳 は 力 な くう な だ れる イメ ー ジ で 描 
く 。 実際 の イヌ に は 悲し み の 感情 が な 


_ いと も いわ れ て いる の で 、 悲 哀 の 表情 こ ES, BO) UN EA 
は ケモ ミミ 絵 だ か ら こそ 活き る 表現 。 が る 感じ 。 髪 の 毛 な ども や りす ぎ な い 
あく まで 生理 現象 だ が 涙 を 流す こと は 程度 に 動き が ある と 深み が 出る 。 耳 は 
あり 、 こ の 絵 で は あえ て 感情 表現 と し 「 怒 ] の イメ ー ジ と 似 て いる が 、 少し 
て 涙 を 流し て いる 。 丸み を 持た せ て 柔らか い イ メー ジ に 。 


小柄 な イヌ が 咲 え る と き は 顔 が や や 上 歯 を どこ まで 書き 込む か は 絵柄 に 合 
ICS. HIST SHROAG せる こと に な る 。 デ フォ ル メ され た 絵 
に 傾く 。 柄 な ら ば 、 あ まり 口 の 中 を 描き こむ お よ 


り 軽 め の 描 写 を し た 方 が 適し て いる 。 


One Point 
4 RHO 


了 征 を 支え る 軟骨 の 形 に 違い が ある こと を 意識 する と 、 構造 や 耳 の つき 方 を 捉え や すく な り ま す 。 も と の 形 を 知っ て お く と 、 
耳 が ふわ っ と 浮い た 絵 な ども 違和感 な く 描け ます 。 


真ん中 で 垂れ る 耳 (ボタ ン 耳 ) 根 も と か ら 垂 れる 耳 


zu TOMO M 


遊ん で も ら っ た り し て 嬉し い 感じ 。 E 眉間 に 力 を 入れ 、 口 は 咲 え る よう に 大 


を 片方 だ け 寝 か せ は たり し て 、 イ ヌ の 豊 きく 開く 。 野生 が 表れ る 瞬間 な の で 鼻 
か な 感情 を 表現 し て いる 。 を 実際 の イヌ に 近づけ て も よい 。 毛 は 


逆 立 て て 威 虚 し て いる 状態 を 表現 する 。 


イヌ は 人 間 と 感情 を 共有 し よう と する 類 や 眉 の 動き を 柔らか くし て 、 リ ラッ 
動物 。 上 目 遣 い に 視 線 を 向け て くる の ーー クス し て いる 状態 。 目 に は 力 が 入っ て 
が ポイ ント 。 - いな い 。 


One Point 


イヌ に と っ て 、 嬉 し い 気 持ち が 強 す ぎ 


て 興奮 し て し まう の は よく ある こと 。 


正 を 緊張 させ 、 目 は 見 開い て いる 感じ 。 


One Point 
イヌ 耳 の 種類 


イヌ 耳 は 犬 種 ご と に 多種 
多様 で 、 知 っ て いる と 表 
現 の 幅 が 広がり ます 。 


イヌ は 、 時 折 ど こ か を じっと 見 つめ て 


考え る よう な 素振り を 見 せる こと も あ 


る 。 聴覚 や 史 覚 が 人 間 よ り 優れ て いる 


た め 、 何 か を 察知 し て いる の で は な い 


か と いわ れ て いる 。 


オオ カミ に 近く 、 活 発 で 精 翌 
な 印象 の 立ち 耳 。 三角 形 に 大 
きく 描く と 、 コ ー ギ ー の よう 
な 可愛 い 見 た 目 に も な る 。 


毛 足 を 長く 描け ば レト リバ ー 
の 穏やか さや 小型 犬 の 可愛 い 
イメ ー ジ 。 短 毛 だ と ワイ マラ 
ナー や ドー ベル マン の よう な 
ダン ディ な イメ ー ジ に な る 。 


長い 垂れ 耳 


(0 


耳 の 大 き な 洋 犬 の 中 で も 、 断 
耳 せ ず に 立ち 耳 に な る も の 。 
ろう そく の 炎 の よう な 形 で 、 
鋭く 精 恒 な 印象 を 与え る 。 


根 も と か ら 折 れ て いる の で 、 
頭 の 形 が 分 か りや すい 。 普通 
の 垂れ 耳より 落ち 着い た 印象 
に な る 。 


シー プ ド ッ グ の よう な 穏やか 
で 賢い イメ ー ジ の キャ ラク 
ター に 向く 。 長 髪 と 相性 が よ 
い 。 


先端 が 丸く 、 毛 に 埋もれ る 
ほど 小さ い 耳 。 チ ャ ウチ ャ 
ウ の よう な お っ と り と し た 
キャ ラク ター に ぴっ た り 。 


ブル ドッ グ な どの 、 ウ シ と 
戦う 競技 に 使わ れ た 洋 犬 に 
見 られ る 。 耳 の 内 側が せり 
出し て いる 。 


zus TAB A 


ee @ @ @ 
eeee 
ee ee © . 4 © 


・ 特 徴 的 な 三角 形 の 責 な どの シル エッ ト を 大 事 に し な が ら 賢く 、 あ ざと さ 、 も ふも ふ 感 を 盛り 込ん で ` 


キツ ネ ら NE IR L&D. E 


e. @ @ る @ o 


e @ @ @ © 9. 


上 向き に 舞い 上 が る 表現 。 キ ツネ の 類 右 天 を 突く と いう よう に 、 鋭 い 上 向き 


、 毛 を 意識 する よう に ふん わり と 髪の毛 _ ee ジ 。 耳 の 先 を 
_ を 上 げ る 。 曲線 を 多用 し て 固い イメ ー 笑 ら せ て 、 や ん わり と な ら な いよ うに 気 
ジ に な ら な いよ うに 意識 する 。 _ を つけ る 。 昭 か つけ る だ け で な く 、 眉 


_ や 類 な ど 表 情 全体 に 力 が こも る 感じ で 。 


心 虫 る イメ ー ジ 。 首 や 頭 の 向き 


こ 動き 
下 に 沈ん で いく イメ ー ジ 。 耳 、 視 線 、 を つけ 、 髪 の 毛 を 広げ る よう に 揺らす 。 
| 首 の 向き な ど 、 全 体 的 に ダウ ナー に 。 全体 的 に 活発 な 感じ で 動き を を つけ る が 、 
髪の毛 に 動き を つけ な いよ うに する の | 不 自然 に な ら な いよ うに 注意 。 こ こと で 
も 効果 的 。 は 耳 、 口 、 髪 を 軽く 開く 感じ に そろ え 
て いる 。 


その 動物 らし い 記 号 的 な 表現 を 絵 に 取 


#r779-DMIT, REINE 


り 入 れる こと は 、 見 る 人 に と っ て わか 


ぶつ け な い 場面 で は 、 そ っ ぽ を 向い た 


りや すく 効果 的 。 こ こ で は キソ ツネ 目 の 


表情 で 表現 する と よい 。 怒り の 表現 な 


表情 に 合わ せ て 伸び を させ て いる 。 


の で 上 向き に する こと を 忘れ ず に 。 顔 


One Point 


の 向き に 合わ せ て 髪の毛 や 耳 を 揺らす 


な ご ど し て 動き を 出す 。 


キツ ネ 耳 の 動き 


キツ ネ に は 耳 を 動か す 筋肉 が た くさ ん あ 
り 、 前 、 後 、 下 と か な り 自 由 に 動か せま す 。 
興味 や 警戒 の 対象 に 耳 を 向け た り 、 感 情 に 
合わ せ て 動き を 描き こむ お こと で 、 よ り キ ャ 
ラク ター の 魅力 を 表現 で きま す 。 こ の 耳 の 
動き は 、 多 く の 動 物 に 当て は まる の で 覚え 
て お く と 便利 で す 。 各々 の ニュ ー ト ラル な 


位置 の 違い や 動物 に よっ て は 動か せな い 向 
き が ある 点 に は 気 を つけ まし ょ う 。 ジコ 


aoxst GONSO A 
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人 に 飼 わ れ た 歴史 が ほとん ご ど な い 動物 


の た め 、 人 間 に 甘 えて じゃ れ て いて も 、 


同族 同士 で 威 帳 する と き は 、 耳 を 倒し 


耳 が 警戒 し た よう に 後ろ に 倒れ る 個体 


て 口 を 大 きく 開け る わか りや すい 怒り 


が いる 。 飼い な ら さ れ て いな い 動 物 ら 


の 表情 を する 。 人 間 に 対 し て 強く 警戒 


し いし ぐさ 。 


し て いる と き は 、 耳 を ぴん と 立て て 目 


を 見 開い た 顔 を 見 せる 。 


顔 の 向き を 傾け て ダウ ナー な イメ ー ジ 


に 。 耳 の 傾き が 目立つ よう に アン グル 


キツ ネ は イヌ 科 の 動物 だ が 、 了 瞳孔 の 形 


を 工夫 する の も 効果 的 。 


は ネコ 


に 似 て いる 。 リ ラッ クス し て いる 


CED 


目 を 閉じ た 表情 も ネコ に 近い 。 


One Point 
キッ ツネ らし い 目 の 描き 方 


ひだ 


目尻 を 吊り 上 げ る より も 、 目 頭 を 下げ て 蒙古 右 を 強 


調 し て 描く と それ らし く 見 えま す 。 


mows TOMO a 


One Point 
キツ ネ 目 の アオ リ 視 点 


アオ リ 視 点 の と き は 、 目 尻 を 下げ る 以上 に 目頭 を 大 
きく 下げ て 描き ます 。 


目頭 が 下がっ て ツリ 目 の キ ャ ラク ター 
よ 、 目 を 見 開く より 半開き に し た 方 が 
凄み が 出る 。 アゴ を し ゃ くっ て アオ リ 
の アン グル で 描く の も ポイ ント 。 


目 を 見 開い て 口 を 半開き に し て や や コ 
ミカ ル な 顔 で 驚か せる と 、 通 常 の 表情 
と の ギャ ッ プ で 可愛 らし い 。 
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55, オオ カミ は 目 の す ぐ 上 に ひたい が せり 上 が っ て いて 、 司 然 と し た 表情 に 見 える こと が あり ます 。 イ ヌ | 
_。 . . . と 違い 、 野 生 種 ご あわ る こと を 意識 し 、 BERN ER O キャ ラク ター PN 
ee NEE ES 


0 の の の の 
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all N 
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ドク で ジリ に 
耳 を 跳ね る よう に ぴん と させ て 、 喜 び _ せり 上 が っ て いる オオ カミ の ひたい を 
を 表現 する 。 オオ カミ の ワイ ルド さ を 、 十分 に 意識 し て 、 眉 か ら 鼻 先 に か け て ~ 
残し て 、 眉 の 感じ を 柔らか くし すぎ な _ 力 を こめ る イメ ー ジ で 。 耳 は 、 怒 り の 
いよ うに する の が ポイ ント 。 、 対象 に 傾け る の が 効果 的 。 口 か ら 覗 く 


貴 も 気持 ち 大 きく 強調 する 感じ 。 


OL 


OL 


耳 、 髪 の 毛 、 視 線 、 顔 の 向き な ど 、 表情 を ゆっ た りさ せ て いる 状態 。 耳 も 
全体 的 な 流れ を 下方 向 に 流す イメ ー 必要 以上 に 力 を 入れ ず ニ ュー トラ ル な 
ジ 。 口 を 閉じ て も 牙 が 見 えて いる と 、 位置 に 配置 し 、 警 戒 を 解い て いる よう 
ギャ ッ プ が 出 て よい 。 な イメ ー ジ 。 | 
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冷静 に 周囲 を 探っ て いる 様子 。 顔 の パー 


ツ に は あま り 動き を つけ な い 。 耳 は 伏 


せ て 横向 き 気味 に 流す こと で 警戒 状態 


を 表現 する 。 表情 は 単純 な 無 表情 に な 


ら な いよ うに 、 視 線 な ど を 工夫 する 。 


口 を 開け で 笑う 


わっ は っ は 、 と 声 が 聞こ えて きそう な 


笑顔 。 大 きく 口 を 開け て 、 豪 快 な 感じ 


を だ す 。 耳 は 頭 の 中 心 を 根 も と に し て 


ぱっ と 開く 感じ で 。 


One Point 
耳 で 表現 する オオ カミ の 感情 


ここ で は 実際 の オオ カミ の 耳 の 動き を 解説 し ます が 、 
ケモ ミミ キャ ラク ター を 描く と き に 、 必 ず し も この 通 
り に し な けれ ば な ら な いと いう わけ で は あり ませ ん 。 
基本 的 に は イヌ の 動作 と 似 て いま す 。 


耳 を ぴん と 立て た と き は 、 目 の 前 の も の に 対す る 興味 を 
表し て いま す 。 


耳 を 立て て 前 方 に 傾け て いる と き は 、 目 の 前 の も の に 対 
する 威 跡 や 怒り を 表し て いま す 。 縄張り に 入ら れ た と き 
な ど に この 状態 に な り ま す 。 


耳 を 後ろ に 倒し て いる と き は 、 敵 意 の な さや 服従 し て い 
る こと を 表し て いま す 。 


完全 に 伏せ て いる と き は 、 リ ラッ クス し て いる 状態 で す 。 
眠い と きも この 状態 に な り ま す 。 


WHS NAL SD MO aH a 
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O WERUTIT LAMRICRS 1X _ 口 の 上 端 は 笑っ た よう に 吊り 上 げ て 、 
ジ 。 イ ヌ と 比べ て 瞳孔 を 小さ くし 、 八 下端 は 食い し ば る よう に 下げ る 。 帳 問 
イラ イト も 入れ な い 障 に する と 、 人 相 の シワ は 大 げ さ な くら い に 描 く と 獣 ら 


が 悪く な り 描き 分 けが で きる 。 し さ が 増 す 。 貴 を 多少 粗 め に 描い て 凶 


異な イメ ー ジ を 強調 する 。 


Ds Ds 


目 や 耳 を 伏せ 、 気 分 が 沈ん で いる 感じ 。 耳 に は あま り 動き や 変化 を つけ ず ニ ュー 
口 を ぐっ と 結ん で 黙 り 込 お 感じ に する _ トラ ル な 形 に 。 閉 じ た 口 の 口角 を 上 げ 
と 悲壮 感 や 無力 感 が 出る 。 て 機嫌 が よい 感じ に する 。 
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D 


awon CUA es O at a 


年 齢 が 低い キャ ラク ター で も アゴ は や プラ イド の 高 さ を 表現 する た め に 、 や 
や 太く 、 目 の ハイ ライ ト は 控え め に 描 や 上 向き の アン グル 。 高慢 な イメ ー ジ 
く と 野生 動物 の 鋭さ が 出る 。 に な りす ぎ な いよ うに 口元 は 引き 結ん 


で 、 眉 は 穏やか な 形 に 描く 。 


One Point 
人 間 と 獣 の 割合 


動物 を 擬人 化す る 場合 、 人 間 と 動物 の どちら 近い 顔 を 描く か で 、 絵 の 雰囲気 が 大 きく 変わ っ て きま す 。 


人 に 獣 の 耳 を つけ た だ け の も の 。 A 頭髪 と 体毛 を 毛 深 く し て 、 鼻 な ど 特 定 の 
立ち の 雰囲気 や 髪型 に 動物 の 特徴 を 部 分 を 動物 の 形 に し た も の 。 上 まぶた と 
少し 加え る 。 


二 足 歩行 を する た め の 骨 格 と 、 腕 や 
肩 の 筋肉 が 人 間 に 近 い だ け で 、 あ と 
下 ま ぶた を 一 体 化 させ 、 目 は 三 白 眼 に し は 獣 そ の も の 。 毛 の 厚み も ある の で 
て 描く と 獣 化 し た 部 位 と 相性 が よい 。 首 が 太く 、 肩 や 胸板 が 分 厚く な る 。 
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この 絵 で は テン ショ ン の 高揚 を 意識 し 
て 耳 を 上 へ 向け て いる が 、 気 が 立っ て 
いる 感じ に な ら な いよ うに 注意 。 全 体 


的 に 曲線 を 取り 入れ て 、 力 が 入っ て い 


な い 様 子 を 心がけ る 。 


ウサ ギ は 「 寂 し いと 死ん で し まう 」 と 


いわ れ て いる ほど デリ ケー ト な 生き 


物 。 悲 し み の 表現 は 寂し が り の ウサ ギ 


の イメ ー ジ と 相性 が よい 上 、 長 い 耳 を 


折り 曲げ た り 傾 けた りす る こと で うな 


だ れ て いる こと を 表現 し や すい 、。 


e @ ee . 


激怒 し て いる と いう より は 嫌 な こと が 
_ あっ て お くれ て いる 感じ 。 垂 れ 耳 を 描 


く と き は 耳 の 内 側 を 見 せな いよ うに 下 


を 向け る と よい 。 直線 を うま く 使う と | 


緊張 し て いる の を 表現 し や すい 。 


垂れ 年 の 向き を 少し 上 げ て 、 上 向い た 


気分 を 表現 する と 、 ウ サギ の 独特 の 可 


愛 ら し さ が 出る 。 耳 を 上 向き に する と き 


は 内 側 を 見 せ て あげ る と よい 、。 


- ウサギ は 内 食 動物 に 追わ れ て いた た め 、 警戒 心 が 強く 、 人 に 飼 わ れる よう に な っ て も 飼い 主 に 本 意 を 9 
・ 呈 せ に くい 動物 で す 。 耳 な どの 的 用 で は 寺 情 が わか り に くい で す が 、 > PERSO PRM |S < 
A TRIP A さこ cr... oo ooooosoo.. 


ロッ プイ ヤー の よう に 頭 の 後ろ 側 に 耳 


こち ら は ほ は 和 げ ザー ラン ドド リー フ の よう 


が つい て いる 描写 。 耳 を 立て る な どの 


な 短く 丸い 耳 の 描写 。 髪 型 を 主張 させ 


表現 は 使い に くく な る が 、 こ ちら も ウサ 


すぎ る と 目立た な く な っ て し まう の で 


ギ ら し さ が あ っ て 可愛 らし い 。 


注意 が 必要 。 


One Point 


ウサ ギ 耳 の 動き 


ウサ ギ も 耳 を さま ざま な 方 向 に 動か 
せる 動物 で す 。 耳 を どの 程度 動か せ 
る か は 、 一 度 実際 に 見 て みる と よい 
で し ょ う 。 動物園 で も よい で すし 、 
メジ ャ ー な 動物 な ら ば Web 上 で 可愛 
WEEE ive <A 
ます 。 


sotd IDAS M 


目 や 口 を ば ぱっ と 開き 、 耳 の 動き は 顔 の 


眉間 に 力 を 込め 、 口 は ぎゅ っ と 結ぶ ぷ 。 


| パー ツ に 合わ せ て ゆっ た り と 広がる 。 


ウサ ギ は 草食 動物 な の で 、 全 体 を 曲線 


耳 は 緊張 さ は て ぴん と 立て る こと で 交 


| _ 的 に 、 柔 ら か ざさ を 意識 し て 描く と よい 。 


り を 表現 し て いる 。 


Cae 


=D 


を 下向き に 。 気分 の 落ち 込み を 


表情 も 耳 も 、 全 体 的 に 繋 張 し て いな い 


表現 する た め に 、 耳 の 内 側 を 下 に 向け 、 


hiso 
状態 。 E 


気持 ち 水 平 に 近づけ る 感じ で 傾け る 。 


元 や 口元 を 聞 緩 させ て リラ ッ 


クス し て いる こと を 表現 。 品 の 形 を ウ 
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サギ の よう な 表現 に し て も よい 。 


驚い た 勢い で 耳 が わずか に 跳ね る よう 


な イメ ー ジ 。 瞳孔 を 白 抜き に し て 左右 


で 少し 大 き さ も 変え る の が 、 BED 


tH 


tc L CEB 


One Point 
草食 動物 と 肉食 動物 の 


.......< ..—..—.2.s2..—.0..se„.,..,— oo 


目 と 耳 の 違い 


多く の 草食 動物 は 、 広 い 視野 で 天敵 が 周囲 に い 
な いこ と を 確認 する 必要 が ある た め 、 目 が 顔 の 
側面 に つい て いま す 。 


目 が 頭 の 横 に つい て い 
る の で 、 そ の 分 だ け 耳 


も 後頭 部 寄り 。 


肉食 動物 は 、 獲 物 を 捕え る と き に 、 相 手 と の 距 
離 を 把握 する 必要 が ある た め 、 目 が 顔 の 正面 に 
つい て いま す 。 


目 と 耳 の 穴 の 位置 関係 が 
人 間 と 似 て いる 。 


さら に 、 目 の 位置 に 伴っ て 、 草 食 動物 と 肉食 動 
物 と で は 耳 の 位置 も 変わ っ て きま す 。 


Be PPHICAL C. AIRT ER 


現 。 姿勢 や や や 前 傾 で 縮 こ まっ た 感じ 


に する 。 


ウサ ギ 耳 


YY 


ye 


ケモ ミミ キャ ラク ター と し て の ウサ ギ を 描く 場 

目 は 正面 に 向け 、 見 た 目 上 は ネコ な ど 
と 同じ く 頭 上 に 耳 を 描き た い の で 、 耳 の 接続 位置 
を 注意 し て 描き ます 。 


monte TDMA A 


it 
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東方 Project の キャ ラク ター を 活き 活き と 
魅力 的 に 描く 方 法 を 徹底 的 に 解説 
普段 イラ スト を 描か な い 東 方 Project ファ ン も 楽し め る 一 冊 


動き の ある ポー ズ の 描き 方 
東方 Project 編 


東方 描 技 帖 


著者 : kyachi・ ゾ ウノ セ 


B5 #) - 160 ペー ジ 
定価 : 本 体 1.600 円 十 税 
ISBN978-4-7683-0620-8 


ヘン テコ 和装 な ん て いわ せな い ! 
和装 の 描き 方 の コツ が わか る ! 


和装 の 描き 方 


和装 イラ スト 完全 マス ター ブッ ク 


著者 : YANAMi、 二 階 乃 書生 、JUKKE 
監修 : 菊地 ひと 美 、 八 條 忠 基 


B5 判 ・160 ペー ジ 
定価 : 本 体 1.900 円 十 税 
ISBN978-4-7683-0629-1 


人 体 の 基本 か ら 動 物 の し ぐさ 、 表 情 ま で 。 
魅力 8 的 な ケモ ミミ ( 獣 耳 ) キ ャ ラク ター が 描け る ! 
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